




















本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺の名は街まち尾お火ひ楽らく。

　日本で働き、死んだのだが……優しい神様の導きで俺はこの世界にやって来た。

　同時に若返らせてもらい、病気にならない『健康な肉体』に、農業のサポートとして『万能農具』をもらった。

『健康な肉体』のおかげで、俺はこの世界に来てから風邪をひいたこともない。

『万能農具』は特に凄すごい。自在に変形し、クワやノコギリ、オノやスコップになってくれる。

　また、『万能農具』のクワで耕した場所は、種を植えなくても芽が出てくる。それにどれだけ助けられたか。

　これだけ色々としてくれるのだから、俺には何か使命みたいなのがあるのかと思ったが、特にないらしい。

　神様が言うには、好きに生きていいそうだ。本当にいいのだろうか？

　思い上がらず、感謝の気持ちを忘れないでおこうと思う。




　俺はこの世界で新たな人生を歩み始めた。

　この世界でも名前はそのまま。ただ名を先に言うらしいのでヒラク＝マチオと名乗っている。

　まあ、そう言っても名前で呼んでくれる人は少ない。大抵の者が俺のことを村長と呼ぶ。

　そう、俺は自分で作った村の村長をやっている。

　村の名は〝大樹の村〟。

　村を作る気はなかったのだけど、自然とそうなってしまった。これも神様のおかげなのだろうか？




　最近になって知ったのだけど、村は〝死の森〟と呼ばれる大きな森のど真ん中にある。

　これは俺が神様に『人の少ない場所』という要望を出したからで、誰が悪いかと言えば俺が悪いとなる。

　まあ、不便だけど……〝死の森〟と呼ぶほどの場所じゃないと思う。水と塩は確保できるし、獲物というか動物も多いし。それなりに豊かだと思う。




　そんな場所で、なんだかんだと六年が経過。今は七年目。

　もちろん、一人でなんとかなったわけじゃない。

　村を名乗れるぐらいの多くの人との出会いがあった。







　クロ、ユキ、クロの子供たち。

　最初は犬かと思っていたけど、インフェルノウルフという魔獣だった。

　でも、問題はない。可愛かわいい家族だ。

　村の見張りと、狩りを中心にやってくれている。

　最近のお気に入りはフライングディスクと、ボール遊び。

　ちょっと野生を失いつつある気がしないでもない。




　ザブトンとザブトンの子供たち。

　大きな蜘蛛クモだけど、彼らも俺の家族だ。

　お尻から出した糸で服などを作ってくれるので、縫製職人として活躍してもらっている。

　ザブトンの子供たちは全員が同じ種類ではなく、色々な種類になっている。

　それぞれが得意の分野で頑張ってくれている。

　総じてジャガイモが好きみたいだが、生食派と蒸し派でわかれていたりする。

　ああ、気にするな。好きな食べ方をすればいいさ。




　ルー。

　吸血鬼だそうだが、あまりそれを感じさせない。俺が気にすると思っているのかな？

　身長というか身体からだを大人にしたり子供にしたりできる。

　朝昼は子供というか中学生ぐらい、夜は大人でいることが多い。理由は察するように。

　今の俺の奥さんの一人で、長男アルフレートを産んでくれた。

　普段は子育てと俺の仕事の手伝いの合間に、魔法や薬学の研究などをしてくれている。




　ティア。

　天使族という背中に翼のある種族。

　ルーを追っかけてきたのだけど、なんだかんだで俺の妻の一人に。

　俺はルーだけでよかったのだが、まあ、手を出したからには責任は取る。

　現在、妊娠中。




　ハイエルフ。

　エルフとの違いがよくわからないけど、色々と凄いらしい。

　少なくとも俺の持っていたエルフのイメージとは大違いのワイルドさ。意外と建築関係が得意。

　ハイエルフの種族代表をお願いしているリアは一族で〝死の森〟で暮らしていたけど、俺たちに合流。彼女たちが来たことで一気に村感が強くなった。

　感謝している。

　まあ、そのワイルドさで、いつの間にか関係を持つことに……。

　あと、〝死の森〟で暮らしているほかのハイエルフたちも村に呼んでいて、それなりの数になっていたりする。

　うん、全員が俺より年上なのはわかるが、全員の相手はちょっとな。

　落ち着こう。冷静にだ。話し合って……あ、順番ね。了解。えーっと、ルーと相談するように。




　フローラ。

　ルーと同じ吸血鬼で、ルーとの関係は従姉妹いとこ。

　元々、部屋にこもって研究などをするタイプらしく、村に来てからも部屋にこもって色々とやっている。

　色々とやっているのはわかるけど、食事時しか顔を合わせないのはどうなんだろう。




　鬼人族と呼ばれ、額に角がある種族。

　ルーとフローラが村に来る前、一族をメイドとして雇っていたらしい。

　村に来ても、メイドとして活躍してくれている。

　ただ、掃除、洗濯はできても、料理はいまひとつ……だったけど、村に来てから急速に伸びている。

　料理がいまひとつだったのはこの世界の料理が発展していなかっただけで、彼女たちの努力不足が原因ではない。

　舌の肥えた俺が悪いのだろう。俺の知っている料理の知識を教えたので、これからもどんどん伸びるに違いない。

　村の食事事情をよくするためにも、頑張ってほしい。

　種族代表はメイド長のアンにお願いしている。




　グランマリア、コローネ、クーデル。

　天使族の三人組。

　ティアの知り合いというか部下らしい。

　ずっと別行動をしてる部下って部下なのかな？

　飛べる種族の特長を活かして、上空から村を警備してもらっている。

　ティアと違って、武器とか鎧よろいをしっかり装備しているから、頼もしく感じる。

　ん？　どうしたルー？

　いや、お前が飛べるのは知っているぞ。張り合わない。ほら、アルフレートが寂しがっているから降りてくるように。

　ティアも駄目だぞ。妊娠中なんだから。




　見た目は二足歩行するトカゲのリザードマン。

　戦闘力が人間十人分と言われる一族。

　ただ、俺が見たところ、十人分ではなく百人分ぐらいの戦闘力がありそうだが……この世界の人間は強いのかな？　力仕事は彼らに任せている。

　種族の代表はダガ。




　動物の耳や尻尾を持つ獣人族。

　村からずっと東に進むとぶつかる山の中腹にあるハウリン村からやって来た移住者。

　中学生ぐらいの女の子たちと、園児と言っても差し支えない男の子たち。

　狩りは難しいので、村の中で細こま々ごまとした仕事をお願いしている。

　収穫した作物の加工や、村にいる馬や牛、山羊ヤギ、鶏などの世話は彼女たちの仕事だ。

　種族代表は、彼女たちの中で最年長のセナ。

　まあ、最年長でも中学生……いや、頑張れば高校生ぐらいに見えるかな？

　ハウリン村の村長の娘らしく、責任感が強い。

　責任感が強いのはわかるけど、無理はしないように。頑張るのはできる範囲でいいからな。

　獣人族の世話役を、鬼人族のラムリアスにお願いしている。




　ドワーフ。

　正確にはエルダードワーフらしいが、ハイエルフと同じく普通のドワーフとの違いがわからない。

　酒好きというイメージはその通りで、村で酒造りを頑張ってくれている。うん、酒造りが絡からむと凄く頼りになる。

　種族代表はドノバン。

　問題点は……俺の知らないうちに増えていることかな？　挨拶よりも酒造り優先なのはどうなのだろう？




　ラスティ。

　竜ドラゴン族の女の子。

　人間の姿になれるけど、まだ尻尾と角が隠せないらしい。

　出会いは少しトラブルがあったけど……村に住んで生活している。

　ブルガとスティファノという悪魔族二人をお世話係というか使用人としてつかい、生活している。

　見た目は幼いが、俺よりも遙はるかに年上らしい。

　礼儀作法などはしっかりしているので、村の外交担当をやってもらっている。




　フラウ。

　魔王の使者ビーゼルの娘で、魔族。

　魔族といっても、魔力量の多い普通の人間とかわらない。

　ただ、魔力量によって身体に変化が出たりするらしい。

　肌の色が変わったり、鱗うろこや角が生えたりとか。あと、魔力量が多いと、寿命がちょっと延びるらしい。あ、見た目も維持されるんだ。へー。え？　いや、年齢を疑ったりしないよ。

　まだ十代だよな。わかってるって。

　一応、村の代官という立場。

　ちょっと前まで学生をやっていたらしいのに、大変だと思う。




　ほかにも、ラスティの父親である竜族のドライム。フラウの父親である魔族のビーゼル。ハウリン村の獣人族のガルフ。シャシャートの街で商人をやっているマイケルさん。

　なんだかんだと知り合った。







　色々なこともあった。

　ほとんど、畑を耕しているか狩りをしているかだけどな。

　ワイバーンに襲われたのは……嫌な思い出だ。絶対に許さん。絶対にだ。

　マイケルさんと知り合えたのは良かった。輸送に時間はかかるが、海産物を手に入れるルートができた。




　村も俺が一人の頃に比べると圧倒的に大きくなり、人も増え、畑も……まあ、ビックリするぐらい広くなった。

　その広い畑で……正確な日付はわからないけど、三月に植えて五月に収穫。これが春の収穫。六月に植えて八月に収穫。これが夏の収穫。九月に植えて十一月に収穫。これが秋の収穫。

　まあ、きっちりと毎年同じようにしているわけではない。早かったり遅かったり……育てている作物も、きっちり三カ月で育つわけではなく、一カ月で育ちきる作物もあったりする。

　だが、それでも年に三回の収穫ができているのは、それもこれも『万能農具』のおかげ。

　こちらの世界の植物の成長が速いのかと思ったこともあるけど、普通の作物は常識的な速度で育つらしい。

　なんにせよ、いまのところ食料に困ったことはない。

　神様に改めて感謝しつつ、俺は今日も畑と向き合う。










　といった感じの内容を、木の板に刻み付けてみた。

　うん、不便。めちゃくちゃ時間がかかったのと、修正が面倒くさい。あと、隠せないのは駄目だな。

　紙にすべきだった。紙が貴重だからとケチったのがよろしくなかった。

　次からは紙にしよう。




　でもって、ルー、ティア、リア、アン、ダガ。横から読まない。

　もっと美辞麗句で飾り立てろ？　いや、そういった文才を俺に求めないでくれ。

　ティア、どうした？　え？　自分のところだけ文章量が少ない？

　えーっと……すまない。







　村の記録的な物を考えたが……中断。

　文才のある人が新たに来ることを願おう。
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　野外用の遊具を作るのにはイマイチな成果だったが、室内ではいい感じだった。

　まず、ケンダマ。

　完全に一人遊び用だが、動き回らなくても遊べるので好評だ。

　ヨーヨーを試作したが、左右のバランスが難しく断念。紐ひもを巻きつけて回すコマを作ってみたが、俺が回せないので教えられなかった。ＴＶじゃ、みんな簡単に回してたんだけどなぁ。

　…………あ、俺が教えなくても回せてるや。喜んでくれているので、よしとしよう。




　獣人族の男の子用の遊具ばかりだと、他の者に申し訳ないので女の子用を考えるが……まるっきり思いつかない。

　女の子だから……お手玉？

　小袋をザブトンに作ってもらい、中に大豆を詰める。本来は小豆らしいけど、作っていない。今度、小豆を作ろう。善ぜん哉ざいとか食べたいしな。

　話を元に戻して、小袋を縛ってお手玉の完成。とりあえず、十個ほど作ってみた。

「それ、どうするんですか？」

　そう聞かれたので、三つぐらいでお手玉をやってみる。

　……駄目だったので、二つでやってみる。三回ぐらいしかできなかったが、お手玉でやりたいことは伝わっただろう。

　獣人族の女性、鬼人族、ハイエルフたちが興味を示した。

　あっと言う間に上達し、五個ぐらいでお手玉している。あ、二人でクロスしたり、変化を付け始めた。うん、教えることはないようだ。素直にお手玉の増産に励むとしよう。

　食後などに手遊びとしてお手玉をする村人の姿が見られるようになった。







　チェス以外のボードゲームとして、将棋を一組作ってみた。

　チェスのバージョン違いとして受け入れられたが、チェスを初めて作った時ほどじゃないようだ。チェスならクロたちでもやれるが、将棋のコマはクロたちでは扱い難にくいしな。

　ならば囲碁だ。前の世界で囲碁漫画が流行はやった時にルールは覚えている。いきなり十九路盤では受け入れられ難いだろうから、九路盤で様子を見てみた。

　うん、いい感じでウケた。よしよし。今後のために十三路盤、十九路盤を用意しておく。




　では、本来の獣人族の男の子用の遊具作りに戻って、次は……双六すごろく？　文字を読む練習にもなるし、悪くはないかもしれない。

　大きな板を用意し、そこにマスを書いていく。最初はシンプルでいいだろう。あとはサイコロを用意し、やってみた。

　ウケた。サイコロが。うーむ。

　難しいことを考えずに、素直にサイコロで遊ぶゲーム……チンチロリンとかでよかったのだろうか？　しかし、ギャンブルだしな。

　個人財産がない今の村の現状では、村人同士の賭け事は成立しない。賭け事というか、ギャンブル要素や勝負要素が入る場合は俺が胴元をやっている。賞品を出せるのが俺しかいないからだ。

　別にこのままでも構わないが、通貨を使うことを覚えないのは将来的にどうなのだろう？　どこかで村にも通貨を流通させないと駄目なのかもしれない。まあ、将来の話だ。

　獣人族の男の子の興味をサイコロから双六に誘導し、なんとか遊んだ。




　余談になるが、この世界にもサイコロに似た物は存在していた。

　ただ、正六面体ではなく、少し歪いびつな多面体。数字ではなく記号が書かれており、主に占いや魔術に使われているそうだ。基本、一般人が目にすることはないらしい。




　色々とやってみたが、遊具を作るのは難しかった。凝ればいいってもんじゃないとわかった。

　そして、獣人族の男の子に一番ウケたのは積み木だった。

　うん、そうだね。まだまだ子供だったね。

「村長。同じような物が沢山ありますが、これも積み木ですか？」

「いや、それは麻マー雀ジャン牌パイ」

　遊具としてトランプ作りに挑戦してみたが、紙が貴重なので紙トランプは断念。

　代わりに木札で作ってみたが、裏返しても木の模様でわかってしまった。

　なので裏面を粘土で塗りつぶしてみたが、粘土が乾くと木が乖かい離りするので失敗。

　全部粘土でどうだろうと頑張ったが、ゲームに耐えられる薄さが難しく断念。

　トランプを諦めて、粘土で可能なサイズで思いつくのが麻雀牌ぐらいだったので作ってみた。

『万能農具』を使って作ったので、大きさは均一、焼きムラもなく、強度もいい。

　一組完成させたあとで、ルールや点計算を理解しているのが俺だけということに気付き、飾りとなってしまった。

「そんなにルールが難しいのですか？」

「難しいというか、覚えることが多い」

　とりあえず、暇そうな人を集めてプレイしてみた。

　…………あれ？　おかしいな。皆、俺より素人だよね。点数計算とか、まだ覚えきってないよね。捨て牌からの推測が的確すぎる気がするんだけど……。




　麻雀を楽しんだ。結果は語るまい。










　ダンジョンアタックしていた三十頭のクロの子供たちとザブトンの子供たちが帰ってきた。

　五匹……五人ほどの魔物を引き連れて。魔物は上半身が人間、下半身がヘビのラミアだ。

　全員、女性なのだが……見た感じ、ロングヘアの眼鏡が似合いそうな知的美人さん。

　そんな彼女たちが、上半身だけとはいえ胸を放り出しているのはどうにかならないのだろうか。目のやり場に困る。さらに、長い髪が胸の先っぽを隠したり見せたりして、エロい。はい、すみません。村の住人の視線が痛いので見ないように努力します。

　……無理。

　ザブトンたちに頼み、チューブブラっぽいもので胸を隠してもらった。勿もっ体たいないが、仕方がない。

「貴方あなたがこの狼オオカミの長ですか？」

「ああ」

　俺が返事をすると、ラミアの代表者が頭を下げ、他の者たちもそれに倣ならった。

「私たちはこの狼に降伏しました。命ばかりはどうか」

　そう言われても命を奪うつもりはないが……ラミアだよな。俺の知っているラミアは、人間部分の上半身で人間を誘い、下半身のヘビ部分で絞め殺す魔物。

「人間を捕食する魔物だっけか？」

「わ、私たちは人間を食べたりしません」

「魔物ではありません。亜人の一種です」

　俺の疑問に、ラミアの代表とその後ろの者が慌てて答える。

　俺は近くにいたフラウに意見を聞いてみた。

「ラミア族は、姿は変わっていますが亜人の一種です。魔物ではありません。また、人間を食べるという習慣があるとは聞いたことがありません」

　魔物は意思疎通ができても、会話ができないと教えられた。納得。

「失礼なことを言ったようで申し訳ない」

　そして謝罪。人間を捕食するとか言って、申し訳なかった。思い込みで話をしてはいけないな。うん。反省。




「じゃあ、話を戻して……降伏したって、クロたちと戦ったのか？」

「攻めてきたのはそっちです」

「？」

　事情を聞くと、ラミア族はあのダンジョンの奥で暮らしていたらしい。というか、あのダンジョンの支配者だったらしい。

　そこにクロたちが攻勢を仕掛け、長々と抗戦していたのだが……力及ばず降伏したと。

「うう、強いし硬いし、魔法は避よけられるし、侵入できないようにした場所にはクモを使って登ってくるし、なんなんですかアレ」

　大変、申し訳ない。しかし、クロの子供たちは、獲物を獲得した顔で褒め言葉を待っている。ザブトンの子供たちもだろう。

　…………。

　ラミア族には悪いが、三十頭のクロの子供たちとザブトンの子供たちを褒める。

「よーしよしよし、よくやったぞー」




　ひとしきり褒めたあと、ラミア族の対応に関して本人たちと相談する。

「ダンジョン内部は、無事なのか？　戻って生活はできるか？」

「え？　ええ、大丈夫です。戦力は減りましたが、最後の方は降伏待ちされましたから」




　色々と話を聞くと、感覚的には村人がやられたわけではなく、家畜を殺された感じらしい。

　…………。

　俺、鶏や牛、山羊ヤギ、馬が殺されたらブチ切れる気がするけどな。本当にごめんなさい。

「この村に対して、敵対の意思は？」

「ありません。全面的に降伏します」

　まあ、攻略していた三十頭の出迎えに、その倍以上の数のクロの子供たちの姿が見えているからな。敵対の意思があっても、心が折れるか。

「わかった。じゃあ、戻っていいよ」

「え？」

「いや、だから戻っていいよと」

「いいのですか？」

「ああ。それとも、ここにいたいのか？」

「い、いえ、私たちは洞窟の方が生活しやすいので」

「なら戻ってよし」

　とりあえず、ここまで来させたことで余計な恨みを買わないためにもお土産を渡す。

　お土産……作物かな？　樽たるに入れて運べる分だけ渡そうと思ったが、想像していた量の三倍ほどをヘビ部分で持った。

　それで移動できるのかな？　問題ないようだ。

「ありがとうございます」




　ラミアたちと友好な関係を結べたと思う。

　時々、ダンジョンで採れる物を持って来ては作物と交換する姿を見ることができた。
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　門番竜ゲートドラゴンドライム。

「ドライムは門番竜と呼ばれているのか？」

「〝死の森〟と〝鉄の森〟の間にある山に巣を構えていますから」

　フラウが質問に答えてくれる。ルーやティア、リア、アン、ラスティたちも色々なことを知っているが、一般常識的なことに関してはフラウが一番だった。

「〝死の森〟の魔物が南に降りるのを防いでいるので、昔から門番竜と呼ばれています」

「へぇ。じゃあ、南以外にも門番がいるのかな？」

　門番キマイラとか、門番巨人とか。

「いえ、南だけですね。他の方角は道が険しく、ここの森に入るには南側からが一般的ですから」

「そうなのか？」

「はい。まあ、この森に入ろうとする人は滅多にいませんけど」

　そうなのか。思った以上にハードな場所と思われているようだ。

　ちなみに、東のハウリン村からも森に入れるが、入り口としては認識されていない。理由は、ハウリン村に辿たどりつくだけでもかなり厳しいからだそうだ。まあ、山だしな。




　相変わらず、トラブルは突然やって来る。

　竜の襲撃だ。村の上空を飛んだあと、森の上でホバリングし、こちらを挑発している。

　話し合おうかと思ったら、いきなり竜は森に火を放った。完全に敵だ。グランマリアたちが一当たりしたが、蹴散らされた。無茶はしないでほしい。

　対抗できそうなラスティは残念ながら今は里帰り中。

　竜のサイズはかなり大きく、色合いからドライム、ドライムの奥さん、ラスティではないのを確信し、俺は『万能農具』の槍やりを投げた。

　避よけられた。

　ドライムの奥さんと違い、最初っから避ける気だったのがわかる避け方。

　竜がこちらを見て笑った？

　二投目を投げる。……また避けられた。だが、その位置にさらに三投目。当たらないなら当たるまで投げる。

『万能農具』の投とう擲てきで、俺が疲れることはない。また、『万能農具』は俺が願えば手元に戻ってくる。槍が尽きることもない。

　こうなれば持久戦だと覚悟を決めるが、その前に一手。

　俺は投げた槍を、竜に到達する前に消して手元に戻した。そして改めて投げる。簡単なフェイントだ。

　引っ掛かるか？　不安に思ったが、上手うまくいった。

　投げた槍が竜の翼を引きちぎる。やった。喜びで槍の回収が遅れたので、竜の後ろにあった山にまで槍が届き、ここからでも見える土煙が上がった。いかんいかん。

　俺が再び槍を手にすると竜の姿が見えない。森に降りて隠れたらしい。逃がさん。

　グランマリア、クーデル、コローネは先ほどダメージを受けているので、ルーに俺の身体からだを持って飛んでもらう。

　目線を高くすれば、竜が降りた場所がわかる。丸見えだ。槍を投げる。竜が避けようするが森の木が邪魔で避けきれず、無事だった方の翼に当たって地面に縫い付けた。

　俺はとどめとばかりに、槍を構える。縫い付けた槍が消えるが、避け切れないだろう。その大きな身体目掛けて槍を投げた。

　命中する。俺が確信したと同時に、竜の姿が小さくなって槍を避けた。外れた槍が地面に刺さり、大きな震動とともに周囲の木を圧へし折る。

　幻覚？　いや、あれは見覚えがある。ドライムやラスティが人間の姿になる時の現象だ。

「降参、降参します。ごめん、許して」

　そして女の人の声が聞こえた。




「えへへ。ごめんね」

　村の入り口で正座しながら軽い感じに謝罪する女性が、先ほどの竜。
















　名はハクレン。ぽやっとした感じがする胸の大きな女性だ。

　ドライムのお姉さんとのことで、紹介されて驚いた。ハクレンの横にドライム、ドライムの奥さん、ラスティ、あと知らない人が七人ほど正座している。

　たぶん、流れからして竜なのだろう。

「紹介します。右から、お爺じいさまにお婆ばあさま、お父さまの二番目のお姉さま、その旦那さま、そのお二人の娘、お父さまの妹さま、お父さまの弟さまです」

　ラスティが頭を下げながら、俺の知らない七人を紹介していく。

　ダンディーな中年男性、優しそうな中年女性、キツそうな目をした女性、どこかの将軍みたいな強面こわもてマッチョ男性、ラスティよりも幼く角と尻尾を生やした女の子、ゴージャスな巻き髪の女性、イケメン青年。

　名前も聞いたが、ややこしいので覚え切れなかった。あとでもう一回教えてもらおう。

「つまり……ドライムの父と母、二番目の姉と姉の旦那、姪めい、妹、弟だな。ハクレンはドライムの一番目の姉ってことでいいのか？」

「はい」

　ドライムたちと紹介された七人は、ここで正座する前にハクレンが森に放った火を鎮しずめている。敵意がないのは理解した。

「で、今回の件はなんだ？」

　俺の質問に、全員が顔を横に向けた。ラスティより幼い女の子もだ。竜だから、こんな見た目でも俺より年上なのかもしれない。

　誰も自分から言おうとしないので、一番崩せそうな相手から崩すことにした。

「ドライムの奥さん。説明をお願いします」

　俺が見たところ、ドライムが姉に逆らう真似まねはしないだろう。前の世界でも出会ったことがある姉に逆らえない弟タイプだ。

　同様に、二番目のお姉さまと紹介された女性も駄目。一番目の姉がハクレンなのだろう。




　次女は姉に従うタイプか、逆らうタイプかのどちらか（俺の主観）。




　逆らうタイプなら、最初の俺の質問でペラペラ喋しゃべる。喋っていないから従うタイプだ。

　その旦那は強面マッチョだが、先ほどから空気になろうと頑張っているのが感じられる。なぜか共感を覚えるので、候補から外す。その娘は巻き込めない。

　ドライムの妹は多分、末娘なのだろう。




　末娘は、世渡り上手（俺の主観）。




　自分から喋って姉に睨にらまれるようなことはしない。促せば喋りそうだが、まだ性格を摑つかんでいないので危険なことはしない。ここで姉妹喧げん嘩かなんかされたら村に被害が出る。

　ドライムの弟は……イケメン青年だが、ドライムと同じで姉に逆らえない弟の匂いがする。まあ、仕方がないだろう。




　姉に逆らう弟など存在しないし、存在できない（俺の主観）。




　消去法で残るのはドライムの両親、奥さん、ラスティ。両親が娘のことを告発するなら、とっくにしているだろう。また、娘のことを庇かばう可能性が高い。

　残った奥さん、ラスティの二人を比べれば、喋りやすいのは奥さんだと判断した。

　ドライムの奥さんからハクレンを見れば小こ姑じゅうとだが……奥さんのドライムに対する態度から、大丈夫。小姑に注意できるタイプと見た。




「事の経緯を説明しますと」




　俺の推測は正しく、ドライムの奥さんが説明してくれた。

　発端はラスティの里帰り。俺はドライムの巣に戻るのかと思っていたが、北の大陸にいるドライムの両親の下もとに行っていた。そこには今のメンバーが揃そろっており、近況報告がなされた。




　ここで少し脱線するが、俺の最近の夜の生活に関して話そう。

　ルーが出産、ティアが妊娠したことにより、村の妊娠欲（？）が高まっていた。おかげで俺は夜に一人でいることはない。一人でいたいと言っても無駄だ。

　希望者だけだと俺が主張しても増え続ける。勝手にベッドに潜り込んでいるのだ。抵抗しようがない。気付けばハイエルフ全員、鬼人族も全員、グランマリア、クーデル、コローネ、フローラと仲良くなっていた。

　獣人族は、セナだけだ。他の獣人族の女性は、身体が小さいことを理由に拒絶。獣人族の男の子がいるわけだし、焦あせらないように指導した結果だ。俺は頑張った。

　ともかく、ドワーフ、リザードマンら男性陣との会話で俺の心が安らいだりする状態にまでなった村なのだが、ラスティ、フラウは頑張った。

　厳しく自らを律し、頑張ったが……流された。空気に流された。周囲も協力して、俺との関係を持つようになった。俺ももう少し頑張れと反省したい。

　最後の砦とりでは、ラスティの使用人ブルガとスティファノの二人。頑張れ。時々、妖しい目で俺を見ているが頑張るんだ。

　脱線終わり。




「つまり、姪っ子が先にお相手を見つけたことにキレてこの村を襲撃したと」

「違いますー。姪っ子の相手の力を確かめようとしただけですー」

　ハクレンが頰を膨らませて抗議する。

　俺はあまりのくだらない理由に脱力する。同時に、他の者たちが口を噤つぐむのも納得。娘が孫に嫉妬したとか、姉が姪に嫉妬したとか言えないわな。




「あー……もう暴れないなら、解散しましょう」

「よいのか？」

　ドライムの父が代表して返事をしてくれる。

「ええ、正座も大変でしょう。宴席を用意します」

　彼らはラスティの親族だし、竜だ。それにラスティとのことを考えれば、このまま帰れと言うのは少し冷たい。

「わーい。お酒が美味おいしいのよね」

　ハクレンが真っ先に立ち上がり、村に向かおうとしたのでその顔を摑む。

「え？」

　だが、ハクレン。貴様は別だ。

「翼の具合は大丈夫か？」

「え、あ、うん、しばらくは飛べないけど……あの、どうして顔を摑んでいるの？」

「気にするな。遊んだら、片付けるべきだよな」

「い、痛いんだけど……」

　燃えた森や、俺が投げたことで抉えぐれた森をなんとかしなければいけない。

　俺が『万能農具』で耕せばいいのだが、その間にハクレンが宴会に参加するのは俺の心が納得しない。

「頑張って片付けような」

　ハクレンが宴会に参加できたのは、三日後だった。
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　ドライムの父、ドース。ドライムの母、ライメイレン。

　ラスティに再確認し、覚える。

　ドライムの姉、ハクレン。これは嫌でも覚えた。もう一人の姉の名がスイレン。ハクレンに似ているがハクレンと間違えることはない。間違えるのはドライムの妹の名前で、セキレン。

　ハクレン、スイレン、セキレン。似たような名前を付けたなぁ。

　一番下の弟の名前は、ドマイム。

　聞く者の記憶力を試しているのだろうか。頑張って覚える。

　スイレンの旦那さんで強面マッチョの名はマークスベルガーク。マークと呼んでほしいと言われた。見た目と違い、色々と苦労しているようだ。仲良くなれる気がする。

　そのマークとスイレンの娘がヘルゼルナーク。愛称のヘルゼ呼びを許してもらえた。

　…………本当に頑張って覚えよう。




「あのラスティさん。ドース……さまって、北大陸の竜王エンペラードラゴンですよね。先々代魔王様を引退に追い込んだという」

　フラウがラスティに質問する。

「先々代魔王のことは知らないけど、お爺さまは北の大陸に住んでいるわよ。竜王なんて呼ばれ方してるの？」

「魔王国ではもっぱら……あと、ライメイレンさまって、南の大陸にいたんじゃ……」

「普段はそうね」

「ふ、夫婦だったんですね。あと、ラスティさんとヘルゼルナークさまが親戚だったなんて」

「あはは。あれとはよく喧嘩したからねー。……ところで、私は〝さん〟で、ヘルゼが〝さま〟なの？」

「すみません。ラスティさま」

「逆。私の方に寄せなさい」

「ラスティさんと、ヘルゼさん？」

「そうそう。じゃあ、その調子で挨拶しに行こうか」

「苛いじめないでください」




　ドライムの一族を歓迎する宴会は、なんだかんだと五日ほど続いた。これまでで一番長い宴会になった。

　まあ、俺の参加が三日目以降で、そこで仕切り直しされたからかもしれない。

　この宴会の最中、もっとも輝いた村人は、ドワーフたちだろう。竜相手に酒のウンチクを語りながら、注ついで回っていた。

「確かに美味うまい」

「私はもう少しキツい先ほどの方が……そうそう、これです」

「果実を入れて味を変えるのか。うーむ、飲みやすい。何杯でもいけてしまえそうだ」

　一番人気は蒸留酒。二番人気がカクテル類。ドワーフたちが造った酒がキツかったり、味が尖とがっていた時に俺が果実を混ぜたのが始まり。

　酒が関わることに関しては熱心なドワーフたちは、ベテランバーテンダーの技を習得し、あらゆるカクテルを生み出している。最近は酒に合う料理の研究を始め、マリアージュがどうとか言い出していた。ドライムたちに喜ばれているので、研究は間違っていないようだ。

　もっとも輝いた村人がドワーフたちだとすれば、もっとも忙しかったのは鬼人族だろう。

　竜たちはかなり食べた。できあがった料理が次々と消える。竜たちの分だけでなく、村人が食べる分も必要となる。

　子守班以外は厨ちゅう房ぼうに入り、ハイエルフたちに給仕を任せて頑張った。

　それでも料理が間に合わず、リンゴやナシ、オレンジ、バナナ、パイナップル、スイカ、イチゴなどが間を持たせるために出された。

　ヘルゼはお酒よりもこっちの方がよかったらしく、シャクシャクと食べている。小さな女の子の見た目だが、身体の大きさ以上の量を食べている。




　もちろん、食事だけで五日も持つはずがなく、合間合間で余興なり遊戯なりが行われる。

　余興に関しては歌、踊り、パフォーマンスと色々行われたが、結婚式で友人たちが行うレベルで輝くところは少なかった。

　それでもお手玉、ケンダマによるパフォーマンスはそれなりにウケたらしい。

　後半しか見ていないが、俺が一番よかったと思うのはラスティの使用人のブルガ、スティファノのコンビによるドツキ漫談。

　しかし、以前から竜に仕えている二人の芸だけに、竜たちには見慣れたものだったのでウケなかった。

「くっ、新ネタをやるべきだったか」




　仕方なく、俺が場繫つなぎで登場。

　舞台っぽい場所に上げられ、どうしようかと思ったが、俺には前の世界で病魔に倒れるまで社会人として働いていた経験がある。

　そして、その経験の中にある強い武器。飲み会や接待などで使えば爆笑間違いなしの一発芸。それはモノマネ！

　…………モノマネ？

　駄目だ！　オリジナルを知らない人たち相手にモノマネをやってもウケない！　ここは異世界。アウェー。つまり、外国と考える。外国。ふふふ、外国人相手にだって接待したことはある！

　くらえっ！　子供騙だましの手品！

　…………。

　竜たちの目は肥えていたようだ。あと、手品は魔法が使えない者がやるので珍しくないらしい。




　遊戯に関しては、ゴルフとチェス、囲碁が活躍した。

　ゴルフは、のんびりとプレイできるのが気に入られ、チェスと囲碁は頭脳戦を。

　遊んでいる時はお酒を控え、お茶、紅茶、コーヒー、ジュースなどを出した。酒の消費量が半端ではないからだ。このままだと、寝かせている酒まで飲まれてしまう。

　幸いにもお酒以外の飲み物の評価は高く、喜ばれた。

　トラブルらしいトラブルはなかったが、問題はチェスと囲碁で熱くなったことだろうか。もちろん、村人の実力者には、接待なる言葉と意味を教えているので大丈夫だった。

　クロたちですら、いきなり相手をボコボコにしたりはしない。ルールを覚えたての相手なのだ。勝敗よりも、ゲームの面白さを伝えることに終始した。

　問題は接待なる言葉と意味を知らない竜同士の勝負だ。特にドライムの両親戦や、姉妹戦は白熱した。素人同士の戦いなのに、名人戦みたいな気迫を感じさせられる。

　その余波で、数頭の牛と山羊が気絶したのが問題と言えば問題。

　チェスや囲碁はなんだかんだで一対一なので、多人数で遊べる物として双六を出そうとしたのだが、飾っていた麻雀に目を付けられてしまった。

　さすがは竜と言おうか。ルールを完璧に覚え、器用に牌を摘つまむ。

　俺は和気藹あい々あいとした家族麻雀を期待したが駄目だった。竜は争わないと生きていけない種族なのだろうか。

　優勝者はハイエルフのリゼ。

　途中、殺気を垂れ流すことを自重しなくなった竜相手に一歩も引かずに頑張った。

　ちなみにその殺気の余波で、鶏が数日ほど卵を産まなくなった。大問題だ。

　妊娠中のティアは大丈夫だろうかと心配したが、鶏と一緒にするなと怒られた。アルフレートは相変わらず平然としていたので、やっぱり大物になるだろうとルーと一緒に親馬鹿を出してしまった。




　こうしてなんだかんだと日が過ぎ、ドライムたちが帰ることになった。

「世話になった」

　ドースが代表して頭を下げる。

「いえいえ」

　備蓄の半分が消えた。冬に困ったりはしないが、キツい出費だった。

　まあ、楽しかったからいいか。

　それよりも、問題は色々とお土産を遠回しに要求されたことだ。

　酒や作物は覚悟していたが、まさか遊具関連を希望されるとは思わなかった。特にチェス、囲碁、そして麻雀牌。偉い人は自分で作ったりせず、作れる人に頼むのだなと覚えた。

　使い古しを渡せないので、新しく作って送ることを約束する。




　そして、ラスティとハクレンを置いて、帰っていった。

　…………。

「ハクレン？」

「なんです？」

「どうして残っているんだ？」

「えー、私の口から言わせるんですかー……頭を摑むのはやめてください。痛いです」

「どうして残った？」

「お父さまが、ここに残って奉仕せよと」

　俺はラスティを見る。噓うそじゃないとラスティが諦めたように頷うなずく。

「ラスティ。お前にとっては伯母になるが、大丈夫か？　邪魔なら追い返すぞ」

「あはは。大丈夫よ。ハクレンお姉さまとは、仲がいいから」

「ふふん。ラスティちゃんを育てたのはこの私……痛い痛い痛いっ」

　ここに攻撃してくるとか同じことをしているしな。まあ、ラスティがいいなら障害はない。

「奉仕か。わかった。使い倒してやるから覚悟しろ」

「あの、村長？　前々から思っていたんだけど、私に対する態度が他の方々と比べて違うというか悪いというか痛い痛い痛いっ」

　住人が一人、増えた。










〝魔王の城〟どこかの研究室。

「竜の血脈が判明しただと？　門番竜とラスティスムーンの親子関係以外は、長年の謎だったろう？」

「はい。報告によれば、竜王エンペラードラゴンドースと南方の台風竜ハリケーンドラゴンライメイレンが夫婦で、その子供の一人が門番竜ドライムだそうです。その門番竜の妻が北の白竜姫ホワイトドラゴングラッファルーンで、娘が有名な狂竜クレイジードラゴンラスティスムーン。でもって、西方の人間の国を縄張りにしている悪竜イヴィルドラゴンマークスベルガークが門番竜の姉の魔竜スペルドラゴンスイレンを娶めとって、生まれた娘が暴竜ラースドラゴンヘルゼルナークだそうです。あと、百年ぐらい前に西でかなり暴れていた真竜エンシェントドラゴンハクレンと、三十年ぐらい前に南で暴れていた火炎竜ファイヤードラゴンセキレンですが、共に竜王と台風竜の間にできた子だそうです」

「有名どころが全て血縁だと？　あと、個体名があっさりと出ているが、正しいのか？　歴史的な発見だぞ。信用できるのか、その情報は？」

「本人たちから聞いたから間違いないそうです」

「本人……たち？」

「はい、本人たちだそうです」

「……魔王軍に、竜に質問できる人材っていたか？」

「魔王様ぐらいじゃないですか？」

「じゃあ、その報告は魔王様が？」

「違うみたいです」

「そうか。……その報告をした人材をなんとしても確保するように。上手くすれば竜の鱗うろこを手に入れてくれるかもしれん」

「鱗一枚で、凄すごい武器や防具が作れますからね。頑張って確保します」










〝大樹の村〟。

「村長、何を持っているんです？」

　フラウが通りかかって、話しかけてきた。

「ドースたちが置いていった……鱗だな」

　一枚で畳一枚分ぐらいの大きさがある。

「ラスティさんのとは違いますね。厚みがあって、平たい岩みたいです」

「だな。だけど、結構軽いんだぞ。持ってみるか？」

「はい。……あ、凄く軽い。へぇ」

「今、持ってるのがドースので、あっちにあるのがライメイレンの。その向こうが……スイレンのだっけ？　いや、セキレンのだったかな？　売れば金になるから好きにしろって言われているんだけど……どれぐらいの価値があるんだ？」

「えーっと……あそこにあるのはヘルゼルナークさんの鱗ですよね。その小さな鱗一枚で……魔王国の王都に豪邸が建てられるぐらいです」

「結構な価値ってことか」

「はい」

「目の前にそれなりの数があるんだが？」

　集めると、小さな家ぐらいの量になる。

「ですね。私の中の何かが壊れた気がします」

「そうか。マイケルさんやビーゼルに売るのはどう思う？」

「トラブルの元です。地下室にでも放り込んで、見なかったこと……いえ、貯ためておきましょう」

「なるほど。トラブルは困るな」

　お金には困っていないので、貯めることになった。

「なので、家で出た鱗はちゃんと指定の場所に置くように」

「えー、めんどくさー痛い痛い痛いっ」

「私は了解しました。お任せください」

　ハクレンと違って、ラスティはいい子だなぁ。
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　ドライムの親族に頼まれていた遊具をラスティに頼んで運んでもらったら、お礼を色々と持って帰ってきた。

　ここにいる間に俺の好みを調べたらしく、珍しい木々や植物、作物などが主だ。それ以外にも貴金属や装飾品が多数。こっちは前の宴会の代金だろう。もらい過ぎな気もするが、遠慮するのもなんなのでありがたく受け取る。

　…………ひょっとして、ハクレンを押し付けた謝罪も込みかな？




　持ち帰った物の中に紙があり、程よく硬かったのでトランプを製作してみた。

　なかなかいい完成度だ。

　ついでに百人一首……は数首しか覚えていないので断念。素直にカルタを作る。

　作ってから気付いた。紙のカルタで遊ぶと、傷みが激しい。カルタは木札で作ればよかった。

　木札でカルタを作る。

　トランプも特に傷みを気にしないゲーム用に木札で作っておく。木札トランプの弱点はシャッフルで、前はそれで諦めたのだが、箱に入れて混ぜる方法でなんとかした。

　カルタは獣人族に、トランプはハイエルフや鬼人族、ドワーフに評判がよかった。




　ついでに、獣人族の男の子用に紙芝居を作ってみる。本音を言えば、アルフレートに読み聞かせる練習だ。

　物語は……桃もも太た郎ろう、浦うら島しま太た郎ろう、金きん太た郎ろう、花はな咲さか爺さん、コブ取り爺さん、わらしべ長者、かぐや姫……そのままでも大丈夫かな？　こっちの世界用にアレンジした方がいいだろうか？

　とりえず、色々と候補を挙げ、クジで選んでみた。

　栄光の第一作は、カチカチ山。

　もちろん、お婆さんが殺され、最後にタヌキが死ぬバージョンだ。ヌルいカチカチ山だと、ウサギの復ふく讐しゅう者の面が弱くなるどころか、ただの嫌なヤツになるからな。

　公開前にルーやティア、ハイエルフたちを相手に練習。ウサギがタヌキよりも人間寄りなのが問題だとする重い意見が出た。

「タヌキはウサギを信じたのに、裏切るなんて……酷ひどいです」

　ティアの意見に、俺も考える。

　確かにあくどいタヌキのくせに、ウサギの言葉を素直に信じ過ぎる一面がある。

　なぜそこまでウサギを信じたのだタヌキ。

「村長、お爺さんはどうやってウサギを仲間に引きこんだのでしょう？」

　リア、そこを気にするか？　知り合いだったとか、昔助けたとか適当でいいところじゃないか？

「では、なぜお爺さんとお婆さんはウサギやタヌキを食べなかったのでしょう？　話しをする前に捕まえて食べません？」

　…………カチカチ山は封印。




　第二作、猿カニ合戦。

　なんだろう。自分でクジを作っておいてなんだがこれを引くか？

　そして予想していた質問が返ってきた。

「栗や糞ふん、臼に人格があるのに、柿の木や実に人格がないのはなぜなの？」

　ルーよ。それは俺も不思議に思っている。そして、その質問は話を作った者しか答えられない。

　すまないが、俺は聞いた話を再現しているだけだ。

「猿は自身の知恵でオニギリと柿の実を得たのであって、騙される方が悪いのではないでしょうか？　大体、要求通りに柿を投げてくれたわけで、受け取れないのはカニ側の落ち度なのでは？」

「正確に欲しい柿を要求しない方が悪いと思います」

「一方の意見だけを聞いて復讐に協力するのもどうかな。蜂や栗たちは前々から猿を亡き者にしようと計画していたのでは？」

「そもそもカニの親は柿の木を脅迫しているのだが、そこは無視するの？」

　ハイエルフたちの話し合いを聞きつつ、猿カニ合戦を封印。




　なんだろう。童話を真面目に受け止めて議論する感じになってしまった。

　桃太郎だと、お供の三匹に対し、キビダンゴ一つで命懸けの戦いに赴かせるのは明らかに不当雇用であるとかなんとか……。

　時代どころか世界が違うからな。仕方がないのかもしれない。

　素直にこちらの世界の物語を紙芝居にすることにした。

「村長のお話、私は好きですよ」

　一部、ファンができたみたいだが、俺が考えたわけじゃないから困る。とりあえず、知っている童話を文章にするだけにしておき、原案として活用してもらうことにした。

　調子に乗って有名漫画のストーリーを紛れ込ませたら、しっかりと見つけられて話の続きを求められた。有名漫画とはいえ完璧に覚えているわけじゃないから、曖昧なところは自分で勝手に補完した。先生、ごめんなさい。

　そして、文章じゃよくわからないからと俺にポーズを求めるな。恥ずかしい。

　……わかった。一回だけだからな。

　必殺技のポーズはこう。でもって、ここからビームが出るんだ。

「村長、セリフもお願いします」

　俺は赤面しながら、有名漫画の必殺技の真似を全力でやることになった。

　俺は何をやっているのだろう。







　ハクレンは村で色々な仕事を行った。ラスティよりも年上なだけあって力の加減も上手く、何でもできる。

　頭も悪くないし礼儀も弁わきまえている。一般常識には少し疎うといものの、村で一般常識に強いのが貴族出身のフラウぐらいなので、それほど弱点でもない。

　問題は自主的には動かないことと、何をさせるにしても一言文句を言うこと。文句を言ったあとはサボったりせずに真面目にやってくれるので、完全にポーズなのはわかっているが何とかしてほしい。

　自主性のなさは……まあ、竜だからと判断できる。実際、ラスティも似た感じだ。強つわ者ものゆえに、積極性に欠けるのだろう。積極性を持った竜なんて迷惑だろうし、それはそれでいいのかもしれないが……指示を与えないと部屋に引きこもり、食っちゃ寝するだけというニートにジョブチェンジするのはどうなんだろう。

　指示する度に文句を返してくるから、こちらもハクレンじゃないと駄目なことしか頼まなくなっているし、このままだと……。

　…………あれ？

　これはハクレンの作戦か？　指示を出す方が面倒になるという……。

　聞いてみた。




「痛い痛い痛いっ、いきなり部屋に入ってきて顔を摑むのはやめ痛い痛い痛いっ」

　自白した。推測通り、指示を出す方が面倒になる作戦だった。気の長いことをする。

　気が長いみたいなので、穴を掘って埋める作業をさせた。

「反省してます」

　一日でギブアップした。気は長いが根性はないのか。

「根性とかじゃない。無意味なことをさせるのはやめて。気がおかしくなる」

「部屋で食っちゃ寝をするよりはいいんじゃないか？」

「部屋で食っちゃ寝をしている方が百万倍マシ」

「それじゃ駄目だって」

「わ、わかってるわよ」

「よろしい。では今後、文句を控えるように」

「言うな、じゃないの？」

「多少は受け止める」

「……えへへ」

「なんだよ」

「なんでもない」




　ちなみに、ハクレンは村に来た当初はラスティの家に住んでいたが、今は俺の家の空き部屋に住んでいる。

　まあ、そういうことだ。




　ハクレンに色々と試させた結果、村の住人の教師というポジションに落ち着いた。

　今のところ、生徒は獣人族の男女と、リザードマンの子供、クロの子供、ザブトンの子供。

　基本的な読み書きに計算ができるように頑張っている。

「村の人が賢くなれば、私が楽できるようになるからねー」

　思惑はともかく、悪いことではない。
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　ドースのお礼の品は、村人と相談したが全て俺の物らしい。

　その後、分け与える形で村人たちの手に渡っていく。面倒くさいが、このあたりはそうする必要があるとルーやティア、フラウやラスティにまで言われてしまった。




　紙はありがたかったが、村でも作れるようになりたい。来年は、紙にしやすい植物を育てよう。

　珍しい木々や植物、作物ももらったことだし、それらも育てたい。ルーやティア、フローラが歓喜する木もあったしな。




　そんなドースからのお礼の品だが、村に役立ち難い物も含まれていた。

「これはなんだ？」

「〝迷宮ラビリンスの輝石ストーン〟ね。ダンジョンの管理用アイテムよ」

　俺の質問にラスティが答える。

「ダンジョンの管理用？」

「ええ。私たち竜族がダンジョンを巣にする時、ダンジョンを改造しないと住めないから」

「そりゃ、あのサイズだとな」

　…………竜の姿で生活しているのか？　まあ、そうか。そうだよな。人間の姿ばっかり見ているから、人間の姿で生活しているのかと思った。

　まてまて。人間の姿で生活しているだろ？　前にフラウやマイケルさんがドライムの巣に泊まった時、人間用の部屋だったと聞いているぞ。

「変身は大人にならないと駄目だから……」

　ラスティの角や尻尾を見て、察する。ドースたちは完全に人間の姿だった。角や尻尾があるのはラスティとヘルゼだけ。なるほど。この話はやめよう。

　話題を変えて、ダンジョンって何だ？

「ダンジョンは、自然に発生する魔力溜だまりね。魔力が集まるとそれを目当てに魔物が集まり、集まった魔物が暮らしやすいようにダンジョンを作っていくって聞いているわ」

「なるほど」

「さらに大きなダンジョンになると、集まった魔力が勝手にダンジョンを拡張したりするのよ。〝迷宮の輝石〟は、そのダンジョンが勝手に拡張する力を利用するための石って感じ」

「貴重な石なのか？」

「そうね。でも、お爺さまならそれなりに持っているわよ」

「だろうな」

　じゃなかったら、お礼の品に含まれないだろう。しかし、ダンジョン管理用のアイテムをもらっても困るな。特にダンジョンに用事はないし。

「これって、誰でも使えるのか？」

「ある程度の魔法が使えるなら大丈夫かな」

　俺は魔法が使えない。ますます不要の物となってしまった。

「ダンジョンならラミア族だが、彼女たちなら使えるか？」

「ラミアは魔法を得意とするから、大丈夫じゃないかな」

「そうか。じゃあ、ラミア族に貸し出そう」







　ラミア族。村の南側にあるダンジョンを支配する種族。現状、五十匹……失礼。五十人ほどがダンジョンの奥で暮らし、様々な魔物を支配下に置いているらしい。

　そのダンジョンは広く、なんと一部はドライムの巣のある南の山にまで延びている。クロの子供たちが攻略するのに一年以上かかったのも納得の広さだ。

　現在、そのラミア族と交渉して、ドライムのいる場所までの輸送をしてもらおうと計画している。

　前にお土産を渡した時、意外と運べたからそこに目を付けたのだ。

　これまで通りにドライムやラスティ、またハクレンに頼んでもいいのだが、どうも竜を荷物運びに使うのはよろしくないらしい。ビーゼルやマイケルさんは言わないが、なんだかそれを感じさせてくる。

　それに、ドライムやラスティはともかく、ハクレンが竜の姿になりたがらない。俺がやった羽の傷が治っていないのかと心配したが、どうも俺の前では人間の姿でいたいらしい。可愛かわいいヤツだ。

　おっと脱線した。

〝迷宮の輝石〟でダンジョンを整理すれば、ダンジョン内でドライムの巣までの直通ルートができるかもしれない。

「あ、〝迷宮の輝石〟を使っても、すぐにダンジョンが変わったりしないわよ」

「そうなのか？」

「うん。ゆっくりした変化だから……大きな変化を求めると百年ぐらいかかるかも」

　……竜の気長さだな。

　ラミア族には、普通に森を抜けるルートでドライムの巣までの輸送を頼むことになった。

　請け負ったラミア族は、支配下においている魔物を使って運ばせる。その方が自分たちで運ぶよりも速いらしい。

　村からドライムの巣まで五日～七日ぐらいで運んでくれる。日数がブレるのは、天候のせいだ。それでも十分、ありがたい。

　ラミア族への報酬は、村の作物。協力してくれた魔物にも渡すように言っておく。

　……また畑を拡張した方がいいのかもしれない。




　ラミア便ができたことで、マイケルさんとの取引もしやすくなった。

　ドライムの巣からマイケルさんのいるシャシャートの街までは、ドライムたちが飛んで半日もかからないのだが、徒歩だと二十日ぐらいかかる。

　時間がかかる最大の要因は、途中にある〝鉄の森〟だ。

〝死の森〟ほどではないにしても、危険な魔物が多く、そこを抜けてドライムの巣まで辿りつけるのはトップ冒険者だけらしい。

　そのトップ冒険者が徒歩で二十日。普通の商人は、到達すらできない。そんな場所より危険な〝死の森〟って、なんなんだろう。評判がおかしい気がする。

　それはともかく、時間のかかる最大要因の〝鉄の森〟を、ドライムの部下が運ぶことで二十日を五日に短縮できた。

　つまり、ラミア便とドライムの部下便で片道十日～十二日ぐらい。竜に飛んでもらって二日と思うと時間がかかるが、驚異的な速さだそうだ。

　それらを使うことで、定期的に村にシャシャートの街の海産物が届けられ、シャシャートの街に村の作物が届けられるようになった。

　生活が少し便利になった。










　フローラが、味み噌そと醬しょう油ゆを完成させた。

「おおおっ」

　多分、一番喜んだのは俺だろう。細かく言えばまだ味はイマイチだが、間違いなく味噌と醬油だ。

　俺の喜びを教えるべく、味噌と醬油味の料理を作りまくった。

　味噌漬け、味噌焼きの肉。醬油をつけた肉。醬油味の焼きトウモロコシ。味噌汁。キュウリに味噌。さらに味噌味、醬油味の鍋料理。

　村人の総意で、味噌と醬油の安定生産が決まった。来年、大豆畑を広げよう。
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　私の名はフローラ。フローラ＝サクトゥ。お姉さまには敵わないけど、そこそこ名の売れた吸血鬼ヴァンパイア。

　そこそこなのは、基本的に引きこもりだから。外には滅多に出ないし、出なくてもなんとかなる。

　もちろん、引きこもって食っちゃ寝をしているわけじゃないわ。退屈は敵よ。だから趣味を持っているの。

　それが薬学。薬の研究は楽しいわ。神の世界を覗のぞいているって気がするから。

　私の作った薬を求めて、遠方からワザワザやって来る人もいるぐらい。

　さすがに死者が生き返るような薬はないけど、普通の病ぐらいなら、なんとかできると思うわ。

　そんな私が、最近ハマっているのが味噌作りと醬油作り。

　味噌と醬油は似た行程で作られるから、基本一緒と村長が言っていたわ。

　村長は凄いの。私の知らない知識をたくさん持っているわ。菌きんっていう概念も教えてもらった時は衝撃だった。これは薬の研究にも使える。というか、薬の研究が根本的に変わる気がする。味噌と醬油が完成したあとが楽しみだわ。

　味噌や醬油の作り方は……簡単に言えば、味噌や醬油のもととなる菌、麴こうじをいかに培ばい養ようするかってこと。

　知らなかったけど、感覚的にはチーズ作りも似ているらしいわ。

　ともかく、私は村長から味噌作りと醬油作りを引き継ぎ、頑張ったわ。専用の建物まで作ってもらったしね。

　しかし、残念ながら結果が出ない。

　麴の成長に時間がかかるから、方法を少しずつ変えながらいくつも仕込んで正解を探していくしかない。これまで腐らせた大豆や小麦の量は、考えたくないわ。

　でも、その甲か斐いがあってやっと。そう、やっと味噌と醬油が完成したの！

　村長は喜んでくれたわ。そして、味噌と醬油を使った料理で村の人たちも喜んでくれた。美味しかった。感動するぐらい美味しかったわ。苦労が報われるってこういうことなのねって思ったら、ちょっと涙が出ちゃった。

　でも、そんな私に村長が言ったわ。

「次は味の向上だな」

　…………。

　ちょっと何を言ってるのかわからなかったわ。

　え？　味？　十分、美味しかったと思うけど？　私は恐る恐る村長に聞いてみたの。

「この味噌と醬油は、何点ぐらいかな？」

「フローラは頑張っているぞ」

「うん、頑張ったから何点かな？　率直に聞かせてもらえると嬉うれしい」

「え？　えっと……十点中、五点ぐらいかな？」

「正直に」

「……十点中、二点。まだまだ味噌と醬油の入り口かなと」

　…………。

　軽く引き受けた仕事が、頂上の見えない登山だった時のような気持ちが今の気持ちね。

　いいでしょう。村長が私に期待してくれているのだから、それに応えてみせます。見ててください。満足する味噌と醬油を造ってみせますよ！

　そして反省。鬼人族メイドたちに、少し優しくしよう。これまで無茶なことを言っていたらごめんね。




　遠い未来、発酵食品の女王と呼ばれることになるフローラだった。
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　某日夜、お父さまが私を訪たずねてきました。

「急に会いたいとは、何かあったのですか？」

「問題が起きた」

　問題……嫌な響きです。そして、お父さまの様子からかなり深刻そうです。

「王おう姫きさまが兵を集めている」

　王姫さまとは、魔王様のご息女。本来なら王女と呼ぶのが正しいのでしょうけど、魔王国では伝統的に魔王様の娘は王姫さまと呼びます。

「王姫さまが兵を？　どこに攻め入る気なのですか？」

「ここだ」

「ここって……この村ですか？」

「そうだ」

「王姫さまって……そこまで馬鹿でしたっけ？」

　いえ、私の知る限り、聡そう明めいだったはず。

「お前がいた時はお前が制御役だったからな。お前の後釜が、あることないことを吹き込んで王姫さまを好きにしている」

「私の後釜？」

「グリッチ伯爵の次女とプギャル伯爵の四女だ」

「わかりやすい権力馬鹿コンビじゃないですか！　どこをどうしたら王姫さまの傍そばにいることができるんですか！」

「私が西に出向いている間にだ。気付けば、こっちが送り込んでいた者の大半が排除され、その二人とお仲間が幅を利かせていた」

　頭が痛くなります。

「……それで、この村に攻めて来る理由は？」

「王姫さまの傍に残っているこちら側の者から、お前の帰還を求める声が上がって、王姫さまがそれに同意しているのが気に入らないらしい」

「で、上手く言って私のいるこの村に攻め込むと？　王姫さまは何をお考えなのですか？」

「この村をつぶせば、お前が戻ってくると考えているのだろう。二人の方は、お前が代官を務める村をつぶしたあと、不穏な動きがあるとかなんとか広めてお前を排除する予定のようだ」

　ため息しかでません。

　竜の尻尾を踏むどころではありません。この村には本物の竜がいるのですよ。そこに兵を向けるだなんて……。

「馬鹿ですね」

「ああ。この村をつぶせる前提なのが、そもそもの間違いだからな」

「正直な話、王都から東に向かって進むのでしたら山はどう越えるのです？　普通のルートじゃ森まで辿りつけませんよ？　たとえ、辿りつけたとしてもグランマリアさんたちの警戒網と、クロさんたちの警備を突破してこの村にまで到達できるとは思えませんが？　転移術でなら可能性はありますが……お父さま以上の方を見つけたのですか？」

「そんな話は聞かないが……まあ、そのなんだ。王姫さまから、移動に協力しろと言われた」

「えーっと……」

　私を排除するのに、私のお父さまに声を掛けるって……。

「今のところ、魔王様に伝えて抑えてもらっているが、雲行きが怪しい」

「魔王様が王姫さまに甘いのは知っていますが、同時にこの村のことも知っているのではないですか？　この村に攻め込んだら、何があっても止められませんよ」

「この村の脅威を理解していない者が多い。知っている魔王様にしても、露骨にこの村が危ないから近づくなとは言えないからな」

「確かに、そんなことを言えば統治能力を疑われますからね。それで、お父さまは私に何をさせたいので？」

「この村の脅威を知らぬ者に、教えてやってほしい」

「具体的には？」

「お前がこの村の戦力を率いて戻り、王姫さまの手勢が出発する前に蹴散らしてほしい」

「ラスティさんに王都で暴れろと？」

「さすがに竜は困る。天使や吸血鬼もだ。蹴散らしてほしいが、殲せん滅めつしてほしいわけじゃない。王都への被害も抑えたい。第一、そういった者たちがお前の指示に従ってくれるのか？」

「そういった者たちが住む村なんですけどね、ここは。あと、ちゃんと対価を払えばやってくれると思いますよ」

「そうなのか」

「ええ。ともかく、攻撃力を有しつつ、制御が利くとなるとクロさんやザブトンさんは除外されますし……獣人族は若いですから、ハイエルフ、鬼人族、リザードマン、エルダードワーフとなりますけど。お父さま、質問してよろしいですか？」

「なんだ？」

「この件、村長に伝えてもいいのですよね？」

「極秘にするわけにはいかんだろう。事情を説明するつもりだ」

「村長にその事情を説明すると……ハクレンさんの耳にも入ると思いますから、そうなると王都が消えても変じゃないですよ」

「王都が消える？　ハクレンとは誰だ？」

「門番竜の姉にあたる竜です。現在、村に住んでますが……報告書は読んでないのですか？」

「あー……ずっと西にいて、戻ったら王姫さまの件だったからな。すまん。そして、それは困る。なんとかできないか？」

「私に言われましても……村長に黙って村から戦力を抽ちゅう出しゅつするわけにはいきませんから」

「むう」

　私たちが悩んでいるところに、声が掛かります。

「困ってるみたいね」

　声でわかりました。ルーさんです。

　場所は……お父さまの背後ですか。

　ひょっとして、お父さまと一緒に来られていたのかもしれません。

　夜ですからね。警戒させてしまいました。

「話はなんとなく聞かせてもらったわ。私にいい案があるのだけど、聞く？」

「お願いします」

　私の返事に、ルーさんは満足そうに頷きます。

「村以外から戦力を集めるなら、村長に伝える必要はなくなるんじゃないかな」

「村以外と言いますと？」

「ラミア族よ。どんな戦力かは知らないけど、ラミア族が十人もいれば蹴散らせるでしょ」

「お父さま、どうなんですか？」

「主力はグリッチ伯爵とプギャル伯爵の領地から集められた者たちだ」

「質と数は？」

「領地の守備任務の魔族兵が三百人ほど」

「なら三人もいれば十分ね」

「ラミア族なら一人でも過剰戦力な気がしますが……」

「安全策よ。フラウはそれを率いて里帰りってことで。ああ、村長には私から伝えておくわ。お土産、よろしく」

「わかりました。ラミア族との交渉は……私がやるのですね」

「口止めは忘れないようにね。あと、わかってると思うけど、村に敵対する者に容赦しちゃ駄目よ」

「もちろんです。では、さっそく。お父さま、すみませんが南の方にラミア族のいるダンジョンがあるので、そこまで送ってもらえますか」

「わかったが……お前、なんだか怖い笑顔をしていないか？」

「そうですか？　そんなことはないと思いますが……ただ、私がこの村で苦労しているのに、王都で馬鹿なことをやっている人たちが少しうらやましいだけです」

　ええ、本当に。
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「フラウ。その……チグハグな感じの娘たちは？」

　フラウの後ろに十人のゴージャスな髪型で綺き麗れいな肌をしているのに、似合わないシンプルな服を着た娘たちがいた。

　シンプルな服というか……大きな布に穴を開けて、それを被かぶっているだけだよな？　貫かん頭とう衣いという服だったかな？

　そのチグハグさで、失礼だが奴隷落ちした貴族令嬢のように見える。

　種族的にはフラウと同じ魔族らしいが、人間とほぼ変わらない。

「この村に移住希望の娘です。死ぬ気で頑張るそうなので、受け入れても構いませんか？」

「構わないが……」

　俺はフラウを傍そばに呼ぶ。

「なんですか？」

「娘たちの目が死んでるけど、大丈夫か？」

「大丈夫です。全員、私の顔見知りですので、しばらくは私の部下として働いてもらいます。ああ、村に対して何かした場合は遠慮なく処分して構いませんから」

「処分って、怖いことを。まあ、最初は色々と失敗するだろうけど、長い目で見ないと駄目だぞ」

「承知しました」

「それで、そっちの娘は？」

　一人、特別扱いの娘がいた。見た感じの年齢はフラウと同じぐらいか少し下。首の辺りまでの長さの真っ白な髪がフワッと広がった令嬢っぽい娘が、高そうな服を着て高そうな椅子に座っていた。

「見学者です。こちらは代官である私のお客になりますが……普段の村の様子が見たいそうなので、いない者として扱ってください」

「いない者って、さすがにそういうわけにはいかないだろう。えーっと……この村の村長ヒラクです。ようこそ、〝大樹の村〟に」

「ひっ」

　怯おびえられてしまった。なぜだろう。

「ひょっとして、男性嫌い？」

「そんな話は聞いていません。ユーリさま。ご挨拶を」

「す、すみません。ユーリです。しばらくお世話になります。こちらこそ、よろしくお願いします」

「はい。何かありましたら言ってくださいね。あと……」

　俺はクロの子供たちやザブトンの子供たちを集めて、彼女たちを紹介する。ここでしっかり紹介しておかないと、クロの子供たちは追い掛け回したり、ザブトンの子供たちは糸で縛ったりするからなぁ。

　…………。

「あれ？」

　ユーリを含め、新しく来た女性陣が倒れた。

「まあ、仕方がないかと。予想はしていたので先に着替えさせていました。ご安心ください」

　フラウのいい笑顔を見たあと、俺は彼女たちを介抱する人を集めに向かった。







「フラウさん、この前は楽しかったですね。また、誘ってくださいね」

「今度は北の方にあるダンジョンに攻めに行きませんか？　巨人がいるらしいですよ」

「こら、ここでその話はなし。あと、北の方にダンジョンがあるの？　場所はわかる？」

　後日、フラウとラミアたちが仲良くしているのを目撃した。

　いいことだが……切っ掛けはなんだろう。
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　私の名はグランマリア。少しは有名な天使族の戦士。

　ティアさまの指示の下もと、色々とやってきました。

　そのせいか気付けば、同僚のクーデル、コローネと合わせて〝皆殺し天使〟とか呼ばれています。そんなに皆殺しにはしていないつもりなのですが、どうしてそんな名が付けられたのか不思議です。

　ひょっとして、百年ほど前にオーガの群と戦ったのが原因でしょうか？　あの時はなんだかんだで百匹ほどのオーガを倒しましたが、何匹かは見逃したから皆殺しではないはずです。

　まさか、今は亡き王国の一件でしょうか？　あれは不幸な事故でした。敵軍に全力で攻撃したら、そのまま突き抜けて味方に……。

　ええ、本当に不幸な事故でした。しかし、あれだと……皆殺しには全然足りない気がします。敵味方、半壊レベルでしたし。第一、あの時はティアさまと私だけで、クーデルとコローネとは別行動。三人まとめて〝皆殺し天使〟の名が付くのはおかしいですね。

　うーむ。まあ、この件は横に置いておきましょう。大事なのは、私はティアさまの忠実な部下であるということです。周りにどう呼ばれようが、そこの部分さえ間違えなければいいのです。




　さて、ティアさまは仇きゅう敵てきルールーシーを追いかけて単独行動中。

　何が切っ掛けかは知りませんけど、ティアさまはルールーシーとは顔を合わせる度に戦っています。戦っていますけど、決着がつきません。

　お互い、いい感じのところでウヤムヤにするからです。ひょっとしたら仲がいいのかもしれません。

　そうなのかなとティアさまに聞いたら、怒られました。なんでも、ルールーシーの背後には強大な吸血鬼一族がいるので、殺してしまうとあとが面倒だということです。

　逆に天使族の私たちも、誰かが殺されると一族が総力をあげて復讐してくるので殺されないようです。なるほど。

　これまで、そんなことを考えたことがありませんでした。グランマリア、一つ賢くなった。というやつですね。

　賢くなった私は、殺せないなら戦わなければいいのに、とかは言ったりしません。頑張ってください。そう言って微笑ほほえむだけです。

　ともかく、今回はルールーシーが賞金首になった件をからかいに行ったのだと思います。

　その間、私はクーデルとコローネと共に、とある山に住む山賊退治。本来なら無視するのですが、依頼として受けたので仕方がありません。お金がなければ、天使族でも生活ができないのです。

　山賊は元傭よう兵へい団らしいのですが、私たち三人で仕掛ければ数分で終わります。

　これでいい感じの額がもらえるのですから、笑いが止まりません。もう少し、山賊が増えてくれればいいのですが、一回つぶすと数年は出てきませんから困ったものです。
















　さて、クーデル、コローネの方も問題なしのようですから、報酬をもらって寝床でのんびりしましょう。ああ、のんびりと言っても訓練とかはしますよ。いつ、いかなる時でも戦いを忘れてはいけません。そうでなければ、不意に強敵が目の前に現れた時に死んでしまいますから。

　死なないために、生き残るために、そして勝つために努力は惜しみません。

　などなどをしていると、何年かぶりにティアさまが戻ってきました。ルールーシーは上手くからかえたのでしょうか？　……え？　旅の準備？　急げ？　あ、はい。

　えっと……あの、どこに？〝死の森〟？　な、なかなか危険な場所に行くのですね。

　わかりました。一番良い装備を出します。

　あれ？　リザードマンたちも連れて行くのですか？　それは構いませんが……途中で鶏を買う？　あの意味が……。

　いえ、文句があるわけではありません。頑張ります。







〝死の森〟は厳しい場所です。好んで入る場所ではありませんし、入るなら単独で行きます。

　そっちの方が逃げやすいからです。

　寝る時の見張り要員？　〝死の森〟で野営とか死にたがりのすることです。

　まあ、この森に住む奇特なエルフや、近くに住む獣人族などは安全地帯を知っているらしいのですが、私たちは知りません。

　なので、〝死の森〟に入ったら、寝ずに高高度を飛んで移動。これが一番です。

　中途半端な高さで飛ぶと、〝死の森〟に住むデーモンスパイダーの糸に絡め落とされます。

　デーモンスパイダー。

　本当にやっかいな相手です。姿を見た時は死ぬ時と言われるほど、恐れられている魔物なのです。

　天使族の私たちには、相性的にも天敵と言っていい相手でしょう。

　森には他にもやっかいな魔物や魔獣がいます。やたら素早く、魔法も使う魔獣、インフェルノウルフ。一頭ならなんとかできても、複数いると死を覚悟します。まあ、滅多に複数いることはないのですけどね。

　巨大なヘビ、ブラッディバイパー。大抵の魔法を無効化し、その巨大な身体を武器に暴れる魔物です。特にやっかいなのが、その再生力と生命力。傷付けても傷付けても回復していき、身体を半分にちぎられても再生する生命力は、対戦者の心を折ってくれます。まあ、その再生力を利用して、エサにしている凶悪な魔物がいたりするのですが……。

　あー、考えれば考えるほど恐ろしい森です。

　なので、そんなのがいる森の中を集団で動くのはかなりリスクの高い行動です。

　ティアさま、私、クーデル、コローネ、そしてリザードマン十五人。

　リザードマンたちもそこそこ戦えますが、今は荷物を多く持たせているので無理はさせられません。

　私たちが頑張るしかありません。




　寝ずの行軍を考えていましたが、ティアさまはしっかりと交代で寝るように言われました。

　目的地がどこかは知りませんが、先が長いからでしょう。

　ふふふ。わかりました。とりあえず、最初に寝るのは私でお願いします。

　実は森に入ってから緊張しっぱなしでかなり疲れているのです。

　クーデル、コローネ、貴女あなたたちもですか？　わかりました。公平に年齢順で……くじ引きで順番を決めることになりました。

　仕方がありません。今の状態を考えると、交代で寝るのは必須のことだと思います。進みが遅くなりますが、油断せずにいきましょう。




　途中、グラップラーベアを遠目に見かけ、避けるために迂う回かいしたのでティアさまの目指す目的地への到達がかなり遅れました。

　グラップラーベアは、ブラッディバイパーを殺せる巨大な熊です。

　私たちでもブラッディバイパーを殺すのは至難の業ですので、その攻撃力の高さを察することができます。

　四人で掛かればなんとかなるかもしれませんが、その間にリザードマンたちがどうなるかわからないので迂回の判断となったのです。

　ティアさまの目指す場所は、〝死の森〟の中央にある住居とのことです。

　…………。

　そんな場所に住居などあるのでしょうかと半信半疑でしたが、到着した時には驚かされました。

〝死の森〟のど真ん中に、畑があるのです。ビックリです。

　しかも、驚きはそれだけではありません。あのルールーシーがいたのです。

　ティアさまと殴り合うかと思ったら、なぜか再会を喜び合っていました。なんなのでしょう。




　その後、色々とありました。驚きの連続です。

　もっとも驚いたのは、インフェルノウルフやデーモンスパイダーが村に定住していることではなく、あのティアさまに旦那さまができたことです。

　相手はこの住居の長。

　…………。

　驚くのは失礼かもしれません。いや、でも、しかし……。

　色々なことは横に置いておいて、おめでとうございます。

　ほら、クーデル、コローネ、貴女たちも固まっていないでお祝いを言った方がいいですよ。

　詳しく話を聞くと、なんとその旦那さまはルールーシーも娶っているとのこと。猛者もさですね。ええ、猛者です。逆らわないようにしましょう。

　村と呼ぶには小さいですが、村長みたいな存在なので村長と呼ばせてもらうことにしました。

　他の者も、そう呼んでいるようですし構わないでしょう。




　ティアさまの命令で、私たちもここに住むことになりました。一緒に来たリザードマンたちもです。

　私の役割は、クーデル、コローネと共にこの住居と畑……いえ、村ですね。村を守ること。

　撃退できるなら撃退し、無理なら応援を呼ぶのが使命です。

　無理ならという部分にプライドが刺激されましたが〝死の森〟の危険度と村の戦力を考えれば仕方がありません。

　死にたくはありませんので、そのようにします。




　甘く見ていました。

　村の防衛は、インフェルノウルフのクロさんたちと、デーモンスパイダーのザブトンさんたちが主に行っています。

　なので、私たちは村の外の見張りをすることになります。

　飛行しても構わないとのことですが、高く飛び過ぎると見張りになりません。ですので森の上空を程よい高さで飛行しながら見張るのですが……。

　予想以上に攻撃を受けます。特にデスラーテルがうっとうしい。ヤツらは一匹一匹はそれほど強くないのですが、群で私に飛び付き地面に引き摺ずり落とそうとしてきます。何度か危ない場面がありました。

　私たちの苦戦を見たのか、インフェルノウルフが何匹か私の下を守ってくれるようになりました。情けなさを感じつつも、デスラーテルに襲われることはなくなったので感謝します。

　今度、休憩時間にフライングディスクで遊んであげましょう。ふふ。

　怖いと思っていたインフェルノウルフと遊べるようになるとは思っていませんでした。




　なんだかんだと日が進み、変わったことと言えば何度か来客の案内をしたぐらいで平穏なものでした。

　平穏ですが、退屈ではありません。見張りは命懸けですし、何度かインフェルノウルフたちと共同して村に向かう魔物を退治したりしました。ここに来る前より、遙かに強くなったと実感しています。

　しかし、そんな実感が脆もろくも崩れます。

　グラップラーベアとブラッディバイパーが戦い、その震動が村にまで伝わってきたのです。

　遠くからですが、土煙の高さでその戦いの激しさを感じます。しかも、戦いながら村に近づいている気がします。

　これはマズいです。村の移転を考えるレベルの災害です。村長にそう進言しようとしたら、変なことを言いました。

「グラップラーベアとブラッディバイパーって、美味うまいのか？」

　え？　何を？　村長、あまりの事態にパニックですか？　いえ、私は食べたことがありませんので味は知りません。

　村長が周囲を見回すと、ハイエルフのリアが食べられると伝えました。

「なるほど。食べられるのか。なら、狩ろうか。村に来て被害を出されても困るし」

　えっと……狩ろう？　ああ、村総出で対応するのですね。なるほど。

　インフェルノウルフ、デーモンスパイダー、ティアさま、私たち、ハイエルフにリザードマンが協力すればなんとかできるでしょう。

　ふふ。頑張りますよ。

「グランマリア。俺を二匹がいる場所に運べるか？」

「それは可能ですが……」

　何かおかしい。疑問は解消しましょう。

「……私と二人で行くのですか？」

「そうだけど……何か問題があるのか？」

　…………。

「い、いえ。承知しました。精いっぱい、努めさせていただきます」

　私は覚悟が足りなかったようです。そうですよね。ふふふ。こういった時に命を捨てるのが務めです。忘れていました。

　村長が周囲に何か指示していますが、覚悟を決めなおしている私の耳には入ってきません。




　グラップラーベアとブラッディバイパーが村長によって瞬殺されました。

　夢でも見ているのでしょうか。いや、違いますね。村長が凄いのです。さすがティアさまとルールーシーの旦那さまです。

　できれば、私もこういった方と結ばれたいですね。あ、いけないいけない、現実逃避をしてしまいました。頑張って獲物を見張りましょう。




　トラブルは続きます。

　今度は竜です。竜の来襲です。全身が硬直し、恐怖に震えます。さすがに竜相手に勝てると思うほど、私は自うぬ惚ぼれていません。

　しかし、役目を忘れてはいません。なんとかしなければ。

　慌てた私を気にせず、来襲した竜は別の竜と格闘を始めたかと思えば、さらに別の竜が新たな方向から村に向かうという事態。パニックです。

　情けないことに私は何もできず、オロオロとしている間に収束しました。

　ラスティスムーン。

　天使族にも名の知られている凶暴な竜です。まさか、村に来ている温和なドライムさんの娘とは思いませんでした。

　詳しく話を聞くとドライムさんって、あの門番竜？　知らなかった。超有名竜じゃないですか。すみません、三流の竜かと思っていて。反省します。

　でも、ドライムさんだってお酒飲んだり、お料理を食べたりしかしていなかったから……いえ、すみません。思い込んだ私が悪いのです。




　なんだかんだでラスティスムーンが村で生活することになり、村の凶暴さ……ではなく、村の防衛力が上がりました。

　私もその一角を担うために、頑張っていきたいと思います。




　ルーさん（そう呼ぶようになりました）が出産し、ティアさまが妊娠しました。めでたいことです。

　まあ、やることはやっていますから、そうなるのも当然です。実は私も村長のご寵ちょう愛あいを頂く身ですので、いつかそうなるかもしれません。夢が広がります。

　とか思っていたら、また竜です。ラスティさんよりも大きな竜が来ました。この時、残念なことにラスティさんは里帰り中。

　竜は村の上空を旋回したあと、近くの森を焼きました。敵、確定です。クーデル、コローネと共に一気に竜に突貫しました。この時の私は、冷静ではありませんでした。

　冷静になれば、竜の敵意が変なのもわかります。村に火を放つならともかく、近くの森に放ったのはなぜなのか？　村長もそのあたりに気付き制止しますが、私たちは止まりませんでした。

　ラスティさんの時にみっともなくパニックになっただけの自分を許すためにも、攻撃しかないと思い込んでしまったのです。

　三位一体の攻撃。上手く決まればティアさまですら倒せる攻撃です。全力で行いました。ペシッと落とされました。ペシッです。尻尾で軽く蹴散らされました。ショックです。ここまで力の差があるとは。

　そして、村を守れないことにここまで激しい後悔があるとは。私は墜落しながら悲惨な未来を考えていました。ですが、墜落は途中で終わりました。ラスティさんです。

　人間形態のラスティさんが、地面にぶつかる寸前に私を受け止めてくれたのです。クーデル、コローネも誰かに受け止められています。誰なのでしょう？

　ドライムさんがいますので、お知り合いでしょうか？　疑問に思う私の上空では、竜と村長の戦いが始まりました。

　ここにいては危ないと、急いで移動します。




　私を撃墜した竜と村長の戦いは、村長の勝利で終わりました。さすがは村長です。

　ですが、どうも竜の方は本気ではなかったようです。本気になれば、村ごと村長を消滅させて勝利することもできたのかもしれませんが、竜はそうしませんでした。お話から、村長の腕試しの面が強いのでしょう。森に火を放ったのに、村に火を放たなかったのはそのためでしょうか。

　ともかく、村長は竜に認められたようです。竜の上から目線に、少しムカつきます。ですが、こちらから敵意を見せるのも得策ではないでしょう。

　ドライムさん、ラスティさんと共に来た竜たちもいます。敵対せずが正解でしょう。

　村長もそのように判断し、歓待するようです。

　一応、負傷した私たちに報復するかと聞かれましたが、そんな気はありません。怪しい行動をした云うん々ぬんを除けば、負けた私たちの力不足が問題なのです。

　負傷も魔法で回復してもらった身で、何かを要求するのは恥の上塗りです。恥の上塗りですが……。

　可能でしたら鱗の一枚でも頂ければ、新しい装備を……いえ、要求しません。はい。宴で一発芸の一つでも見せていただければ、それで十分です。




　私を撃墜した竜（ハクレンというらしいです）の一発芸は、抱腹絶倒でした。思い出しただけで笑いが出るので、詳しい話は割愛します。




　竜が帰ったあと、日常が戻ってきました。

　いつもと違うのは、私の生活にあった訓練の量が少し増えたことです。

　私はまだまだ弱い。これからも頑張っていきたいと思います。

　そして、もうこれ以上、私たちの存在意義を脅かす強キャラが村に定住しないことを祈ります。
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　森の北の方にダンジョンがあるとの話を聞いて、ハイエルフたちがザワザワしている。ダンジョンに潜る気だろうか。

　少し考える。

「ダンジョンに入るメリットってなんだ？」

「ダンジョンに住む魔物から毛皮や肉、骨を得ることができます」

「宝があったりはしないのか？」

「住んでいる魔物に金銀財宝を集める習性があれば、あるかもしれませんが……滅多にありませんね」

「そうか」

「ダンジョンに入る大きなメリットはありませんが、意味はあります。管理されていないダンジョンは、適度に中を荒らさないと魔物が出てきて暴れますから」

　そういえば、前にそんなことを言ってた。

　ただ、南のダンジョンのように管理する種族がいれば魔物が外に出ることは減るそうだ。

「管理されたダンジョンでも、管理している者の資質で魔物が出てきますから入って調べることに意味があります」

　管理している種族が好戦的や野心的な場合は、高頻度で魔物が外に出る可能性があるので、どちらにせよ放置はできないらしい。

　消極的許可を出すとハイエルフたちに交じってリザードマン、鬼人族のテンションが上がった。

　その様子を横目に、選抜戦をしているクロの子供たち。一緒に行く気満々だな。いや、抜け駆けするかな？

　前のように一年以上かかるなら、無理せずに定期的に戻ってきてほしい。







　新しく来た魔族の娘たちは、最初こそ色々と戸惑ったようだが、今は真面目に色々な仕事をしている。

　改めて魔族という種族について考えてみた。

　魔族。

　こう呼ばれる者たちには二種類存在するらしい。一つは、人間寄りな姿をしているが、人間じゃない者たち。亜人の意味合いで使われている。

　俺の知っている者で言えば、吸血鬼、天使族、ハイエルフ、鬼人族、リザードマン、獣人族、エルダードワーフ、ラミアがそれに当たる。

　吸血鬼、鬼人族、リザードマン、ラミアはなんとなくわかるが、天使族やハイエルフ、獣人族、エルダードワーフを魔族と呼ぶのは変な気がする。

　亜人の意味合いで使うなら、素直に亜人と呼べばいいのに。




　もう一つは、見た目はほぼ人間だが、所持する魔力量が遙かに人間を超えている者たち。

　フラウや新しく来た娘たちがこれに当たる。

　所持する魔力量が多いだけなんだから、魔法使いと同じじゃないかと思ったら、少し違った。所持する魔力量が多いと、その魔力によって肉体に変化が出たりすることがあるらしい。

　例えば、肉体が岩のように硬くなったり、手足が伸縮するようになったり、遠くが見えるようになったり、耳が異様によくなったり……。

　説明を聞きながら、前の世界の某ＴＶ番組でやっていた世界の奇人変人コーナーを思い出し、失礼なことを考えたと頭の中で謝罪する。

　要は少し変わった人間らしいが、種の起源がどちらにあるかわかっておらず、人間が劣化した魔族の可能性だってあるわけだ。




　フラウやこの村に来た娘たちも所持する魔力量が多いけど、人間との差は感じられない。

　肉体に変化が出るのは所持する魔力を扱い切れないからで、魔力をしっかり扱えるようになればその変化も小さくなったり、なくなるとのこと。

　そういう意味では、この村に来た娘たちは優秀なのかもしれない。いや、実際に優秀らしく、話を聞けば魔王国のお偉いさんの娘さんが大半だった。

　お偉いさんの娘だから優秀なわけではなく、優秀じゃないと偉くなれないので鍛えられるそうだ。そんな娘さんたちがここに来ていいのだろうか？

「帰りたいのであれば、帰れるように手配してやった方がいいかな？」

　俺はフラウにそう聞いたが、今のところは希望は出ていないらしい。現在は宿で寝泊まりしているが、彼女たちの家を建設中。

　お偉いさんの娘さんだから村での生活に苦労するかもしれないが……。

「ご飯、美味しい」

「あー……お風呂、サイコー」

「ギスギスした宮廷闘争もないし、のんびりできるわねー」

　大丈夫そうだな。




　ユーリは、フラウの案内で村を見て回っていた。

「ご自分がやろうとしていたことを理解しましたか？」

「ええ。ここに攻め込もうとするなんて……私は危ないところ……いえ、死ぬところだったようですね」

「兵を集めたら言い訳ができなくなります。行動は慎重にお願いします」

「わかりました。ですが、兵は早く集めた方が有利だと教えられてきたのです。それは間違いだったのでしょうか？」

「その点は間違ってはいません。勝てない相手に対して敵意を見せたのが今回の間違いです」

「兵を集めたことが敵意になるのですね」

「竜の目の前で武器を構えたら、ブレスを吐かれても文句は言えないでしょう。その竜がいる村ですし」

「まさか、本当に竜がいるとは思いませんでした。てっきり、何かの欺ぎ瞞まん工作かと」

「私もこの村に来る前なら、同じように思ったでしょうからその点は責めませんが……魔王様から、この森に関わるなと注意されたと思いますが？」

「お父さまの注意を無視したのは悪かったと思っています。ですが、フラウレムも悪いのですよ。いきなりいなくなったりして……」

「そのことに関しては申し訳ありません」

「理由に納得しましたから、謝罪は不要です。それより、これは本当に大丈夫なのですか？」

「はい。遠慮なく投げてください」

　ユーリはフラウに促がされ、手に持ったボールを投げた。そしてそのボールを追いかけるクロの子供たちが数頭。

　ボールを獲得した勝者がユーリの前に来て、褒めろという顔をする。

「よ、よく持って来ました。見事です」

　ユーリは褒めることはできたが、さすがに頭は撫なでられなかったので代わりにフラウがボールを持って来たクロの子供の頭を撫でた。
















「一頭でも街に入れば大災害になるインフェルノウルフですが、こうやっていれば可愛いものですよ」

「そうなのでしょうけど、なかなか」

「ですよね。私も、撫でることができるまで時間がかかりました」

「何か切っ掛けでも？」

「そうですね……チェスでボコボコにされたあと、競い合った結果でしょうか」

「チェス？　宿でやったボードゲームですよね。インフェルノウルフができるのですか？」

「村のチェスチャンピオンはクロヨンさん……あの木の下で横になっているインフェルノウルフです。強いですよ。私もまだ勝ったことはありません」

「……驚かされてばかりです」

「ですよね。さて、そろそろ昼食です。戻りましょうか」

「ええ。ここの食事は美味しいですから、毎回楽しみです」

「お口に合って何よりなのですが……あまり慣れると、帰れなくなりますよ」

「……帰らないと駄目でしょうか？」

「駄目だと思います」

「料理人を連れて帰るわけには？　私は王姫ですよ」

「その理屈が通じない村だと理解されたと思いますが？」

「うう……」










　余談。




「フラウ、少しいい？」

「リアさん？　なんですか？」

「どうして魔王の娘は王姫って呼ばれているの？　王女じゃないの？」

「魔王は世襲制じゃなく、任命制ですから。王女だと、魔王が代替わりした時に色々と困るので、王姫と呼ぶのが習慣なんです」

「へぇ。じゃあ、王子も？」

「王子の方は、そのまま王子です。魔王が代替わりされたあとは、王子と呼ばれなくなります」

「なるほど」

「まあ、任命制といっても基本的に魔王の一族から選ばれるので、ほとんど世襲制と同じなんですけどね」

「そうなの？」

「ええ。能力的に魔王の一族が一番優れているからだと聞かされていますが……」

「面倒なことを引き受けてくれる一族に押し付けているだけ？」

「野心家が少なくていいことなのか、悪いことなのか。それでですね……」

「ユーリが王姫だってのは知ってるわよ」

「い、いつから？」

「結構、最初の方から。全然隠せてなかったわよ。貴女もだけど、一緒に来た人たちが」

「うっ……村長は？」

「気付いていないと思う」

「秘密でお願いします」

「私たちは大丈夫だけど、隠したいなら本人に注意した方がいいんじゃないかな。時々、父親を自慢してるから」

「ちゅ、注意しておきます」
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　私は頭が痛い。

「フラウレムさん、お呼びと聞きましたが」

　とぼけた顔でやって来るマモンロズ子爵の次女。名はロアージュ。

　ええ、呼びました。呼びましたとも。

　ロアージュは私がこの村に連れてきた者の一人。彼女のミスは私の責任になってしまいます。

　なので言いたくないことも、彼女に言わなければなりません。

「ロアージュ。毎年、行われるお披露目会での風物詩を言ってみなさい」

「風物詩？　え？　魔王様の挨拶ですか？」

　首を傾かしげ、可愛く答えてくれますが、私に媚こびてどうするのです。

「そうじゃなくて、毎年出る一部のアレよ」

　ロアージュは少し考えてから、思い出してくれます。

「わかりました。身分の低い娘が、身分の高い男性にモーションをかけてヒンシュクを買っちゃうヤツですね」

「そう、それ。貴女はそれを見て、どう思っているのかしら？」

「当然、身の程を知りなさいと」

「そうよね。では、ここに来た時に言ったことをもう一回、言うわよ。よく聞きなさい」

「え？」

「私はここの最底辺。貴女はその最底辺の部下。村長はこの村のトップ。私の言いたいことは理解したかしら？」

「……ひょっとして、昨晩の件？　村長の部屋に忍び込んだ」

「そうよ！　貴女がやったのは、平民がいきなり魔王様のベッドに潜り込む行為。その場で打ち首になってもおかしくないの」

「そんな大おお袈げ裟さな」

「大袈裟だと思う？　ねえ、思う？」

　本当に大袈裟ならどれだけよかったか……。

「え、えっと……ご、ごめんなさい」

「一応、よくわかってない者が部屋を間違えただけと言ったけど……村長以外は誤魔化せなかったわ」

「村長さえ誤魔化せたらいいんじゃないかな？」

「……先ほどの風物詩の話だけど、身分の低い娘にモーションを掛けられた身分の高い男性が、その娘を怒ったりした？」

　身分の高い者は怒らない。怒る必要がない。

「怒ったりしないわよね。じゃあ、怒るのは誰かしら？」

「み、身分の高い男性を狙っている身分の高い女性」

「そうよ。今の状況を理解したわね」

「し、しました」

「よろしい。では、何があっても私はこの件には無関係と証言するように。私を巻き込んだら許さないわよ」

「ちょ、フラウレムさん。冗談ですよね。お願い、待って、助けて」

　もちろん、冗談です。この件には無関係ですが、彼女を見捨てるつもりなら注意なんてしません。

　ああ、頭が痛い。
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　フラウの連れて来た娘さんたちが色々と頑張ったのを見て理解した。彼女たちは文官だ。

　会社で言うなら事務や秘書、受付嬢。営業ができないこともないが、得意なのは組織の内部で支えることだろう。それが十人。

　…………。

　村には過剰な数だと思うが……商売とかをさせればいいのかな？　礼儀作法はしっかりしているし、交渉もできそうだし。

　ともかく、当面はフラウと一緒に頑張ってもらおう。

　しかし、彼女たちはしっかりしていると思っていたが、うっかりさんもいるんだな。俺の部屋をトイレと間違えるとは。危ないところだった。

　他の者が連れ出してくれてよかった。しかし、彼女はトイレで全裸派か。こちらの世界にもいるのだな。

　トイレに化粧スペース……いや、着替えスペースを設置すべきだろうか。今度、聞いてみよう。







　乗馬の練習をするが、なかなか上手くならない。

　鞍くらや鐙あぶみがあるので振り落とされることはないが、乗っているというよりは、乗せられている感じだ。

　俺の思い通りの方向に進むことはなく、半ば諦めの境地だった。しかし、解決の光が見えた。

「真まっ直すぐ進むぞ」

　俺の指示にクロの子供たちが従い、クロの子供たちの誘導で馬が動く。

　やった！　思い通りに進んだぞ！

　…………。

　違う。俺の望んだ乗馬と違う。あと、この方法だと馬がかわいそうなぐらいに怯えている。もう少し、馬との交流というか信頼関係というか……。

　エサやりから、気長にやっていこう。







　北のダンジョンに向けて調査隊が編成され、出発した。

　攻略隊ではなく調査隊と名付けたのは、やり過ぎないようにとの意味を込めてだ。

　メンバーはハイエルフが十人。リザードマンが三人。鬼人族が二人。インフェルノウルフ三十頭。ザブトンの子供がインフェルノウルフの背中に一匹～三匹。南のダンジョンから、ラミア族が三人。ラミア族の支配下にある大きなヘビの魔物が二十匹ほど。

　予定では、何があっても冬前に戻ってくることになっている。無事に戻ってほしい。




　村での規格に関して、話し合われた。きっかけは酒の量だ。

　村の外ではどうなのかと聞いたが、統一規格はないらしい。なので、村独自の規格を作ることにした。

　俺には『万能農具』がある。『万能農具』を定規に変化させれば、前の世界のメートル、センチ、ミリが計れる。

　ひょっとしたら狂っているかもしれないが、何回か出しても同じ長さだったから大丈夫だろう。

　同様に『万能農具』を計量カップにして、リットルを計る。

　重さに関してはどうしようかと思ったが……確か、水一リットルの重さが一キログラムのはずだ。水温で変化するが、基準が何度だったかは覚えていない。

　４度ぐらいだったと思うが、計る方法がない。まあ、前の世界に厳密に合わせる必要もないだろう。基準が必要なだけだ。

　そんなこんなで、長さ、体積、重さの基準を決めた。




　さっそく、一メートル、十メートル、五十メートル、百メートルのロープを作った。

　それで、村の各所を計ってみた。

「凄いですね。村長の畑、一面の長さがほぼ五十メートルですよ」

　感覚で五十メートルぐらいと適当にやったのに、俺って凄い。いや、『万能農具』が凄いのかな？

「大樹から川までは、百メートルが五十二回です」

　うん、五キロぐらいと思っていたので、大きなズレはなかった。……二百メートルは大きなズレかな？

　いや、問題なし。俺って凄いってことにしておこう。










　そろそろ秋の収穫が始まろうとした頃、フラウの客のユーリが帰ることになった。

　三カ月ぐらいいただろうか。

　ずいぶんと村の生活にも慣れ、時々は獣人族に交まじって砂糖を搾ったり、油を搾ったりしていたので、ユーリが帰ることを惜しむ声は獣人族に大きかった。

　一緒に来た娘たちもユーリが帰ることを惜しんでいたが、それじゃあ一緒に帰りましょうの言葉には乗らなかった。

「すみません。王都での失態は、ここで一からやり直していくことで償おうと思っています」

「未熟な私を鍛えてくれたこの村に恩を返せていません。それまでは不退転の覚悟です！」

「お世話している畑を放って帰るわけには……申し訳ありません」

　一緒に来た娘たちは全員、村に残ることになった。

「貴女たち……その手に持ったお皿とコップを置いてから、もう一度、言ってください」

　全員、自主的な希望なので問題はなさそうだ。

　ユーリが魔王の娘だというのは、最近になって知った。いいところのお嬢さんだとは思ったが、まさか王女さまだとは。この村にいてよかったのだろうか？

　これまで何度かビーゼルが来ていたが、それって彼女を迎えに来ていたのではないだろうか？　よくわからん。

　ともかく、悪い印象を持っていなければいいな。迎えに来たビーゼルを交えて送別会という名の宴会を行い、お土産をそれなりに渡しておいた。




　後日、ビーゼルからの小型ワイバーン通信に、ユーリからのおねだりが加えられるようになった。













〝魔王の城〟。

「ビーゼル。娘が村から戻ってきてから、妙に凜り々りしくなったというか……頼もしくなった気がするのだが」

「そうですね。そうかもしれませんが……なぜそれを私に言うのですか？」

「最近、お前と娘、仲がいいだろ？」

「仲がいいというか、私の娘との連絡の仲立ちをしているだけです」

「そうか。……ところで、その連絡で娘が私に関して何か言ってないか？」

「どういうことです？」

「最近、娘が私に冷たい」

「……気のせいでは？」

「いや、確実にだ。昨日なんか、朝と夜の挨拶しかしていないんだぞ」

「それは魔王様が忙しいからでは？」

「いやいや、そんなことはない。何度かこっちが暇なことをアピールしてもスルーされるんだ」

「あー……私も娘を持つ身ですからなんですが……あの年頃になれば、そんなものでは？」

「ウチの娘は違う」

「……魔王様。残酷なようですが、娘は親の知らぬ間に大人になっていくものですよ」

「大人？　男か！　まさか男ができたのか！　誰だ！　殺してやる！」

「魔王様、魔王様。そんな態度だと、いきなりお腹なかを大きくしてから紹介されたりしますよ」

「ひぃぃぃぃぃっ！　だ、駄目だ駄目だ駄目だ。そんなの駄目だぁぁぁぁっ！」

「まだ先の話です。落ち着いてください。あと、もうすぐ会議です。西方戦線に関しての資料、目を通しましたか？」

「会議なんてやってる場合じゃないっ！」

「会議を優先しないと、王姫さまに嫌われますよ」

「それは困るぅぅぅっ！」

「はいはい。あとで王姫さまに魔王様のことを伝えておきますから、会議頑張ってください」

「本当か？　本当だな。頼んだぞ」

「お任せください。では、会議場に向かいますよ」

「う、うむ！　あ、ちょっと待って。切り替えるから……よし。ふははははははは！　魔王国に攻め込んできた愚か者たちの未来を決めるとするか！」

「はっ」
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　収穫の秋が来た。

　まあ、秋以外にも俺の畑は何回か収穫しているのだが、秋はやっぱり収穫の秋だろう。黙々と働く。

　収穫は、ハイエルフ、リザードマン、獣人族を中心に行う。

　この時期は収穫作業中心。果実系は、ザブトンの子供たちが大活躍。クロたちは収穫では戦力外だが、ハイエルフたちが収穫作業をするので、狩りを頑張ってもらう。




　フラウの部下の娘たちは、少し呼び方が面倒だったので改善を考えたが、魔族と言うと幅が広い感じがしたので本人たちとの相談の結果、文官娘衆と呼称することになった。

　文官娘衆にも収穫作業はしてもらうが、メインは収穫量の計測。

　収穫作業の少し前から、倉庫にある収穫物の量を数えてもらい、在庫管理をしっかりすることにする。

　最終責任者はフラウ。




　ティアはそろそろ出産なので、無理せずに休憩。出産経験者のルーに傍にいてもらう。

　グランマリアたちはいつも通り警備。ドワーフたちは、平常通りに酒を造っているが……。

「ここからここまでは酒用の倉庫に」

　酒の原料確保のためか、収穫作業に参加してくれている。




　ラスティ、ハクレンも収穫作業を手伝ってくれるが、残念ながら器用さが足りない。手伝いレベルだ。

　なので、二人には収穫した物を輸送する作業をしてもらう。

　収穫量から運べる物はさっさと運んだ方がいいとの判断だ。

　ラスティはドライムの巣とシャシャートの街のマイケルさんのところに。

　ラミア族を使った輸送はしているが、輸送量や速度は竜便には敵かなわない。

　ハクレンはドースとライメイレンのところ。こっちは季節の挨拶みたいなものを含めてだ。

「お父さまとお母さまのいる場所、ここからだと真逆なんだけどー」

「じゃあ、片方だけでいいか？」

「それはそれで怖いわね」

「だろ。頼んだ」

「頑張る」

　ハクレンは先にライメイレンのいる南大陸に向かい、一度村に戻って、今度はドースのいる北大陸を目指す。

　飛行速度はラスティよりも圧倒的に速いらしく、なんだかんだで二週間ぐらいで輸送が終わった。

　ラスティの方は距離が短いので一週間ほどで終わっている。

　二人共、お土産があった。

　ラスティの方は、シャシャートの街の海産物。ラスティが街に到着したぐらいで、クジラに似た巨大な海の魔獣が街に接近。マイケルさんの依頼でラスティがそれを退治し、報酬代わりに得た海産物らしい。クジラに似た巨大な海の魔獣は、街の人総出で解体している最中。肉を確保できたら、ラミア便で送られてくる予定だ。

　ハクレンの方のお土産は、少し面倒だった。




「ダークエルフ？」

　褐色の肌のエルフが二十人。完全武装の姿で、揃っていた。

「我々の種族は山エルフと呼ばれています」

「そうか。すまない。俺の知っている種族と似ていたから、つい」

「いえ。ひょっとしたら、私たちの種族の別称かもしれませんし……なんでしたらそのようにお呼びいただいても構いません」

「ははは。まあ、そのあたりはよく考えてから。ところで君たちは、それで全員かな？」

　目の前にいる山エルフの二十人は全員、女性だ。

「はい。全員です」

　そうか、全員か。




　彼女たちは元々はとある山中で暮らしていたのだが、食料事情が悪化したらしい。

　他の地に移動を余儀なくされ、移動した先の守護獣に挨拶をしたら、それがライメイレンの部下の部下の部下。

　なぜかライメイレンにまで話が通り、この村に行くことになったらしい。

　数年ぐらいかけて移動するつもりだったが、ハクレンがタイミングよく来たので乗せてきたとのことだ。

「ライメイレンからはなんと？」

「新天地なら、お薦めの場所があるからそこで頑張ってみるようにと」

　多分、彼女たちに拒否権なんてないんだろうなぁ。俺の方にもないけど。

「わかった。ライメイレンの紹介だから村に受け入れる。村にはハイエルフがいるが、種族的に大丈夫か？　対立したりはしないか？」

「はい。問題ありません」

　いい返事だったが、一応、ハイエルフ代表のリアに意見を聞く。

「リアたちは、彼女たちの受け入れをしても大丈夫か？」

「大丈夫です。山エルフとは耳の形でよく同一視されますが、能力は別種族ぐらい違いますから、上下関係ではなく住み分けができます」

「それはよかった」

　一安心。

「村のやり方と生活に慣れてほしいが、無理をさせる気はない。駄目な部分は指摘してもらえると助かる」

「承知しました」




　とりあえず、山エルフが寝泊まりする場所として宿に案内した。世話役で悩んだが、ハイエルフから二人出してもらうことにした。

　村に定住してくれるなら、春になった時に家を建てよう。ただ、山エルフという名前だからな。ひょっとして、この村よりもハウリン村の方が住みやすいのかもしれない。

　そのあたりも考えながら、話し合っていければと思う。







　ティアの出産が始まった。

　ルーの時と違って長い。長いが、俺は何もできない。

　それなりに何かしようとしたのだけど、邪魔だと言われてしまった。申し訳ない。

　俺の代わりに、ハイエルフ、鬼人族たちが頑張ってくれている。

　…………。

　何もしていないと色々と考えてしまうので、外で粘土を捏こねることにした。焼き物用だ。

　粘土はラミア族のダンジョンの一部から採取できたので、頼んで持って来てもらっている。

　前々からドワーフたちから要望されていた酒を収める容器を作ろうか。

　基本、樽でいいのだが、樽だと木製なので中身が揮発してしまう。

　ワインや蒸留酒などはそれで味が熟成されるので構わないのだが、一部の酒は樽での保管に向かない。米から作った酒は特にだ。

　それでガラス瓶に収めるのだが、ガラス瓶は貴重だ。

　ハウリン村からそれなりの数を得ているが、最近は全て酒の保管用に持って行かれている。

　マイケルさんからガラス瓶を購入しようと考えたこともあったが、値段を聞いて諦めた。

　だからガラス瓶に代わる容器として、焼き物を思い出した。目指すは甕かめ。

　粘土を紐状にし、その紐で甕の形を作っていくのだが……なかなか難しい。

　まずは手捏ねで茶ちゃ碗わんからスタートかな？　納得できる形ができるまで頑張っていたら、いつの間にか子供が産まれていた。

　元気な女の子。

　ティアも無事だそうだ。よかった。

　さっそく見に行こうと思ったら、泥だらけの身体を注意され、風呂に送り込まれた。
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　ティアとの子の名はティゼル。女の子。健康に育ってほしい。

　ティアが落ち着いた頃に、出産祝いの宴会が始まる。

　少し飲み過ぎてしまった。アルフレートには妹ができたわけだが……よくわかってなさそうだ。







　山エルフたちの代表はヤー。

　村での生活に戸惑いを見せたが、誰もが通った道を大きく外れることはなかった。

　少しずつ慣れていき、十日もすれば落ち着く。

　見た感じ、狩りは罠わなを張るやり方を主流としているらしく、慣れない森の動物相手ではなかなか成果が出せないようだ。その分、採掘作業を頑張っており、加工も即戦力らしい。予想以上に優秀だったのは焼き物だ。

　俺が粘土を弄いじっているのを見て興味を持ったのか、やってみたら俺より圧倒的に上手かった。焼きも試行錯誤があったが、窯焼きで安定して焼けるようになった。

　俺が求めていた酒を収めるための甕も、キッチリ作り上げ、水漏れもない。冬の間は、焼き物に集中してもらうことになった。







　そろそろ冬かなという頃に、北のダンジョンに向かった調査隊が帰ってきた。

　魔物から採取した素材を大量に持っており、成果に誇らしそうな顔をしている。

「ダンジョン内に友好的な巨人族がいましたので、彼らと協力して調査を進めました。ダンジョンは北に向かって広がっており、全容はまだわかりませんがかなり広いかと」

「危険なヤツはいたか？」

「はい。ブラッディバイパーが何匹か確認できました。討伐は厳しいので逃げましたが、攻略するならいずれは倒さないといけません」

「ブラッディバイパー……ああ、大きいヘビか」

　前に大きい熊と暴れていたヤツだな。

「俺が行こうか？」

　提案すると、後ろからラスティとハクレンが話に入ってきた。

「村長が行くことはないわ」

「そうそう。私たちで処理するわよー」

　…………。

「お前たちが行ってくれるなら助かるが、自主的に動こうとするのは妙だな」

「え？　そ、そんなことはないと思うけど？」

「うん。全然、普通じゃないかな？」

　問い詰めたら、自白した。

　ブラッディバイパーの肉を食べると、精力がつくらしい。

　えーっと……栄養、いや興奮作用があるってことか？

　聞けば、子作りを願う者たちからは重宝される肉なのだそうだ。前に手に入れた時は、適当に焼いて食べてしまったが……。

「知ってたか？」

　周囲を見ると、知らないと首を横に振られた。

「ブラッディバイパーを食べる機会自体が少ないですから」

　ただ、効果は感じていたらしい。俺は全然、気にならなかったけど。

「まあ、理由がわかったから行ってもいいが……とりあえず、春になってからな」

　そう言ってその場は解散。調査隊の持ち帰った物を仕分け、倉庫に収める。

　…………あれ？　精力……春になってから……。

　未来のことは考えない。逃げ場のない冬じゃなくてよかったと考えよう。










　冬になった。寒い。




「男性不足と貨幣の導入について考えたい」

　俺は村の主要人物を集めた会議で提案した。

「男性不足はわかりますが、貨幣ですか？」

　ハイエルフのリアが、必要ですかと疑問を示す。周囲の者もその意見に賛同している。今のままで問題ないだろうと。

「さすがに今のままだと困るんだ」

「村長に何か不都合でも？」

　現状、村の物はすべて村長である俺の物という状態だ。狩りで得た獲物も、一度俺に納められたあとで配られる。誰かが何かを欲しがった時、俺の許可がいる。

　最初の頃はそれでもよかったが、今は人数が多い。

「細こま々ごましたことを毎回聞きにこられたら俺の作業が滞るし、俺と連絡できないことで村がまったく動けなくなるのも困る」

　正直、小さなことは自由にしてくれと思うし、色々と俺に報告して動いてくれているが、そのうちに俺の方が処理しきれなくなるのが想像できる。

　甘えかもしれないが、俺としては農作業だけに集中したい。村の運営とかは、フラウやラスティに投げてもいいかもと思い始めている。

　しかし、そうもいかないので、現状を楽にする方向で動く。

「その対策が貨幣の導入ですか？」

　リアは一応、納得してくれたようだ。

「物に値段を付けることで、小さなやりとりは自主的に処理してもらいたいと考えている。だが、いきなり貨幣を導入しても馴な染じまないことは予想しているし、値段の乱高下に振り回される未来が見える」

　経済は化け物だ。素人がいきなりコントロールできるなんて微み塵じんも考えていない。

「それではどうするのですか？」

「段階を踏む。第一段階がこれだ」

　俺は少し大きめのコインの形に加工した石をみんなの前に出した。

　コインの片面に大樹の絵を彫り、もう片面に社やしろに飾っている農業の神様を彫った。

「村長、これはなんですか？」

　リアがコインを取ってよく見たあと、横の者に渡す。

「貨幣の前の段階として考えた……褒ほう賞しょうメダルだ」

「貨幣ではないのですね？」

「ああ、俺の手製だからな。これを一年に一回、村人全員に何枚かずつ配る」

「あ、わかりました。この褒賞メダルと交換で物をもらえたり、何かしてもらえるということですね」

「そうだ」

　貨幣よりも、利用券みたいなものかもしれない。

「村に貢献した者にもこれを渡すし、大会やゲームの勝者にも渡そう」

　俺の言葉に、会議に参加した者たちが驚きの声を上げる。

「まずはこれに慣れてもらい、徐々に貨幣にシフトしていければと考える。まあ、先の長い計画だがどうだろう？」




　話し合った結果。

「とりあえず、一年。やってみましょう」

　リアの意見に、賛成多数で決まった。俺は心の中でガッツポーズ。

「ところで……この褒賞メダルですが、村人全員に何枚かずつ配るとなると、それなりの数が必要となりますが……」

　村人に悪人はいないと思うが、偽造は困る。なのでそれなりに作り込む必要がある。

　しかし、石をあそこまで加工できるのは『万能農具』を持つ俺だけだ。俺がやるしかない。




　辛つらいのは最初だけ。そう、最初だけだから。俺は自分に言い聞かせ、黙々と褒賞メダル作りに励んだ。

　へへ。偽造できるもんならやってみるがいい。メダルの側面に通しナンバーを振ってみたり、隠し図柄を入れたりしてみた。面倒くささがアップした。

　必死に褒賞メダルを作る俺のもとにお茶を運んでくれたルーが質問した。

「あの会議。男性不足に関しての話し合いがなかったのだけど、よかったの？」

「あっ」

　忘れていた。
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　私の名はジュネア。ラミア族の族長。

　一族と、一族が代々守る領地を維持するのが私の仕事。

　領地といっても、ダンジョンだ。




　ダンジョンがいつからあるのか、なんの目的でできたのかは知らない。

　ただ、私が生まれるずっと前からダンジョンはラミア族と共にあった。




　このダンジョンには大小、様々な魔物や魔獣が生息している。

　だが、その中でも私たちの一族は無敵を誇った。そう思っていたのが驕おごりだったのだろうか？




　私たちのダンジョンに侵入した者がいるとの報告を、私は食事中に受けた。

　だが、この時の私は慌てなかった。

　侵入者は珍しいが、これまで皆無だったわけではない。そして、それら侵入者は私たちが何かをする前に、このダンジョンに生息している魔物や魔獣によって排除されている。

　今回もそうだろうと思ったのだ。

　一族の者たちも同じ。本来ならそんな報告がされる必要もないのだ。

　だが、報告がされた。

　報告をしたのは、戦士長のスーネア。

　彼女の笑顔を見ると、考えていることが手にとるようにわかる。

「長、少し遊んできてよろしいでしょうか？」

　やっぱりだ。

　戦意が高いのは構わないが、もう少し落ち着いてほしい。何十年かあとには、彼女に族長の地位を譲ろうと考えているのに。

　危ない真似はするなと、止めたいところだが、私はため息を吐ついて許可を出す。駄目だと言っても勝手に行ってしまうだろうから。

「早々に退治し、報告に戻るように」

「はっ」

　思えば、これが間違いだったのかもしれない。

　私たちはじっとダンジョンの隅すみに隠れ、嵐が過ぎ去るのを待つべきだったのだ。







　次に報告を受けた時、私は耳を疑った。

「悪いけどもう一度、言ってもらえる？」

「はっ、戦士長が負傷しました。治療中です」

　…………。

　彼女は戦士長の地位を実力で勝ち取った戦士。

　つまり、一族で一番の武勇の持ち主。私だって、本気でやりあえば勝てるかどうか怪しい。

　その彼女が負傷した？　心配だ。大丈夫なのだろうか？　いや、それよりももっと心配しなければいけないことがある。




　彼女は勝って負傷したのか、それとも負けて負傷したのか？




「相手は？」

　私は不安を押し殺しながら聞いた。

「健在です。現在、ダンジョン入り口付近から南西方向を進撃中です」

　負けて負傷したのか……。

　報告に眩暈めまいを覚える。ダンジョン内にスーネアでも勝てない侵入者と……。

「多少はダメージを与えられたの？」

「いえ、一方的にいたぶられたようです」

　逃げ出したい。だけど、それはできない。逃げ出す先なんてないのだから。




「ごめんなさい。先に聞くべきだったわ。侵入者は何者？」

「インフェルノウルフです」

「……インフェルノウルフにスーネアが負けたの？」

　インフェルノウルフがダンジョンに迷い込んできたのは不運だけど、ダンジョンに迷い込んでくるインフェルノウルフはそれほど強くない。

　必勝ではないけど、一方的にスーネアが負けるとは思えないけど……。

「正確な数は不明ですが、二十頭以上の群れです」

　…………。

　最悪だ。インフェルノウルフの群れは災害に近い。




「全員に連絡。奥に立てこもります」

　奥にあるのは一族が長年かけて築いた防御陣地。

　これまで何の役に立つのかと馬鹿にしていたけど、心の中で謝罪。ごめんなさい。そしてありがとう。

　あそこなら、インフェルノウルフの群れが相手でも、凌しのげるはず。







　あれから一カ月。

　私たちは凌げていた。怪我けが人は多数でているが、幸いにして死者はいない。

　群れのインフェルノウルフでも、高低差を利用した防御陣地を相手には攻めあぐねているようだ。

　あとは、こちらの食料が尽きる前に諦めてくれることを祈るだけ。祈っているけど、インフェルノウルフはそろそろ諦めると思っている。

　インフェルノウルフは賢い。私たちを相手にするのが面倒だと思えば、引き上げてくれるはずだ。

　悪い予想としては、インフェルノウルフがこのままダンジョンに居座ることだけど……一頭、二頭ならともかく、二十頭を超える群れを維持するならダンジョンよりも外の方が適切だ。




　予想通り、インフェルノウルフは引き上げた。

　一頭残らず、外に。

　私たちの勝利だ。被害は甚大だけど……致命的ではない。

　私たちは仲間と喜びあった。あの地獄を乗り切ったと。







　地獄はすぐに再開された。

　インフェルノウルフの群れが戻ってきたと思ったら、空を飛び始めた。いや、正確には空中を移動するようになった。

　今までにない動き。どうやって？　壁だって登り始めた。

　私たちの疑問を無視し、インフェルノウルフは防御陣地を突破していく。

　まずい、まずい、まずい。




　私たちが活動できる範囲が急速に狭められた。このまま終わりかと絶望する。

　だが、違和感もあった。

　ここまで攻められながらも、私たちはまだ誰も死んでいない。

　私たちが強いからと自惚れたいけど、スーネアが一方的に負けたことから考えるとそうじゃないだろう。

　運がいい？　違う。手を抜かれているんだ。インフェルノウルフが私たちを相手に？　どうして？　疑問に思いながらも、私たちは粘る。心が折れるまで。







　はい、心が折れました。無理。

　だって、インフェルノウルフがあからさまに手を抜き始めたんだもん。

　完全にこっちの降伏待ち。

　しかも、インフェルノウルフの背中に、デーモンスパイダーがいる。デーモンスパイダーといっても子供だけど……インフェルノウルフ並みに手て強ごわい魔物。

　その魔物が糸でインフェルノウルフの身体を持ち上げていたので、空を飛んだり壁を登ったりするようになったのだ。

　感心する。

　そして、そこまで強い者同士が協力するなんてズルい。




　あー……私の命だけで許してくれないかな？







　降伏してインフェルノウルフに連れられたのは、ダンジョンの外。

　そこから少しというかかなり移動させられた。

　一体どこに？　と気が気でなかったけど、目的地は村だった。




　なに、ここ？

　でもって、インフェルノウルフがまだほかにいるの？

　デーモンスパイダーの子供も……。

　折れた心が粉砕された気分。




　村の代表者というか、インフェルノウルフとデーモンスパイダーの主あるじに出会った。

　とても好感の持てる人間。よかった。

　最悪、私の命だけでなんとかなるかもしれない。

　色々と覚悟を決めたのに、解放された。

　お土産付きで。




　…………。




　も、もちろん、向こうから要求はあった。

　服を着て胸を隠すこと。




　私たちは胸を放り出して生活をしていたから、攻められたのだろうか？

　そんな馬鹿なと思うけど、私たちにはわからない事情があるのかもしれない。

　一族に、いや子々孫々に伝えよう。服を着て胸は隠すようにと。




　しかし、もらったお土産が美味しい。止まらない。

　それなりの量をもらったのに、あっと言う間になくなってしまった。

　もっと欲しい。

　ずうずうしいかもしれないが、主にお願いしてみよう。

　もちろん、世の中はギブ＆テイク。

　交換できる物を持って行くのは忘れない。

　労働力が必要なら頑張らせてもらいます。

　なので作物を。はい、私はナスビが好きです。

　焼いて食べると最高ですよね。







　私たちラミア族は〝大樹の村〟に従っています。
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　春になった。

　小型ワイバーンによる通信で、各地からの情報を得る。

　ハウリン村からは、相変わらず穀物類を求められた。シャシャートの街のマイケルさんからは、買い付けたい作物が連絡された。魔王の城近くのビーゼルからは、新年の挨拶と共に、ユーリの分も込みで注文表が送られてきた。フラウと文官娘衆と相談しながら、作物を売ってしまう。

　マイケルさんに欲しい品をいくつか頼んだが、使い切れず村に金がそれなりに貯たまった。今度、皆と相談してお金の使い道を考えよう。







　新しい畑を作る。今年は色々と要望が多いので、拡張も決定だ。

　まずは醬しょう油ゆ、味み噌そ用の大豆畑。次に去年、ドースにもらった珍しい木々や植物を育てるための畑。

　マイケルさんとの取引のためにも、収穫量は増やさないといけない。『万能農具』があるとはいえ、単独で行わなければならないので作業量に限界がある。




　現状十六面×三十二面の畑を、東側に広げて二十四面×三十二面にした。四面×四面の薬草畑は、場所を東に移動させて四面×八面に拡張。果実エリアも八面×八面から、北側に拡張して八面×十二面に。

　最初の頃に比べれば、大きくなったものだ。色々な作物を育てたい。







　褒ほう賞しょうメダルを村人に配った。

　一人に三枚ずつ。クロたちにも配るが、さすがに全員には配れないのでクロたちでまとめて三十枚。ザブトンも同じく、全員には配れないのでまとめて三十枚。

　役職手当的に、各種族の代表に十枚ずつ配る。




　インフェルノウルフ族代表、クロ。

　デーモンスパイダー族代表、ザブトン。

　吸血鬼代表、ルー。

　天使族代表、ティア。

　ハイエルフ族代表、リア。

　鬼人族代表、アン。

　リザードマン族代表、ダガ。

　獣人族代表、セナ。

　ドワーフ族代表、ドノバン。

　魔族、文官娘衆代表、フラウ。

　竜ドラゴン族代表、ラスティ。

　山エルフ族代表、ヤー。




　あと、種族的に蜂とスライムとラスティの使用人として悪魔族がいるが、蜂はザブトンを通じて辞退。スライムは意思疎通に失敗。ラスティの使用人たちからは、住人全員に配られる三枚で十分と言われた。

　最後に、村長として俺に百枚。この百枚は、俺の自由分というわけではなく、ほかの者たちへの追加報酬やイベント賞品用だ。

　俺が作って俺が配るのだから、確保などしなくてもいいと思うが、俺が乱発しないためにそうした。価値は維持しないとな。

　とりあえず、今年一年はそういったことに使うのは年間百枚として様子を見てみる。この褒賞メダルが上手うまく機能してほしいものだ。




　村人間での褒賞メダルのやりとりは自由だが、紛失しても補ほ塡てんはしない。

　窃盗、恐喝、立場を利用しての搾取行為は厳罰。まあ、これは褒賞メダルが関係していなくても厳罰だな。

「厳罰の内容は？」

　ハイエルフの一人が、俺に聞いてくる。

　厳罰の内容か……考えていなかった。うーむ。鞭むち打ちとか牢ろう屋やはやり過ぎかな？

「村から追放でいいんじゃないか？」

　甘いかな？

「……確かに厳罰ですね。ありえないと思いますが、不正のないように周知します」

「よろしく」




　褒賞メダルで交換できるリストを発表した。

　基本、一つの項目でメダル一枚。





　・希望する家具一つ

　・希望する遊具一つ

　・希望する道具一つ

　・倉庫にある武具一つ

　・倉庫にある防具一つ

　・倉庫にある宝飾品一つ

　・希望する設備

　・酒（中樽たる）

　・ハチミツ（小瓶）

　・希望する作物畑の増加（要望が通った時のみ、メダル交換）

　・居住エリア改善希望（要望が通った時のみ、メダル交換）

　・その他（希望を聞きます）






　色々とリストに書いたが、一番人気を得たのが酒だ。




「褒賞メダル一枚で、中樽の酒一つですか？」

　ドワーフがさっそく聞いてくる。

「ああ」

「どの酒でもいいのですか？」

「交換用に確保している分ぶんからなら、どれでも構わないぞ」




　これにより、村人は自由に酒を飲むことができる。

　ちなみに、中樽で四リットルぐらいのサイズだ。一回の食事で飲むとして、八人分ぐらいだろう。これが多いか少ないかは別途考えよう。村で宴会をする時は、飲み放題だしな。




　その次に人気だったのが家具と遊具。

　これまでは、共同生活なので良い意味でも悪い意味でも平等だった。例えば、床置き草入り布団ではなくしっかりしたベッドで寝たいと思っても、全員にベッドが用意できなければなかなか実現しない。

　しかし、褒賞メダルの活用によって、我が儘ままが言えるようになったのだ。これは大きい。

　棚、ベッド、テーブル、椅子などの家具や、チェスやリバーシなどの遊具が希望された。







　褒賞メダルに早くも問題が出た。

　まず、村人の大半が褒賞メダルを酒と交換した。すぐに飲むのかと思ったら、各自の家や部屋で保管しているとのことだ。

　好きな時に飲めるのがいいらしいが、三枚全部をいきなり交換しなくてもと思う。

　一瞬、褒賞メダルではなく酒をメダル代わりに渡した方がいいかなとか考えてしまった。持ち運びが不便なことから、却下。

　なんにせよ、褒賞メダルがまだ信用されていないということだろう。これは実績によって解決していくしかない。




　次に、チェス、将棋、囲碁、ミニボウリング、ゴルフ、麻雀などで賭けが始まった。

　賭けは禁止にしないが、褒賞メダルの貸し借りは禁止にした。借金まみれで堕落する村人など見たくない。

　あと、賭けるにしても、もう少し小さい単位でやってほしい。その方が長く楽しめるだろう。




　家具、遊具への交換が思いのほか、多かった。

　これの問題は、俺が製作に関わる点にある。家具などは木材の調達だけでいいのだが、遊具に関しては細部まで俺が関わっている。

『万能農具』で作業しなければ、時間がかかり過ぎるからだ。遊具作りに、村人数人を長々と拘束するわけにはいかない。

　俺が頑張って作るが、褒賞メダルは俺が楽をするために導入したのにそうなっていないのが問題だ。

　次回からは、先に遊具は用意して交換しよう。今回みたいに注文生産するのは駄目だ。




　その他、色々と問題が出た。

　俺が一番ビックリしたのが、最後のその他（要相談）で獣人族の女の子が俺に対して子供が欲しいと言ってきたことだった。

　直後、追従する者が増加。いやいや、さすがに駄目だと却下。生まれてくる子供も、メダルで授かったとかはかわいそうすぎる。

　第一、セナ以外の獣人族の女の子に手を出していないのが、俺の心のブレーキなのだ。勘弁してほしい。

　なんとか説得した結果、俺と一日行動が一緒とか俺が手作り料理を作るになった。俺の忙しさが増加した。

　おかしい、褒賞メダル。




　やはり難しい。思った通りには動かない。

　だが、一年は頑張ってみよう。とりあえず、褒賞メダルを賞品にしたイベントの計画をしよう。第一回は……運動会がいいかな。
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　村長手彫りの褒賞メダルが配られました。

　一人に三枚ずつ。

　色々な物に交換できるとのことですが、これは交換せずに保管すべき物でしょう。

　交換など言語道断！　部屋に飾りましょう！　いえ、讃たたえるべきです！

　なにせ、村長は私たちに安住の地を与えてくれた方！　人間だけど、人間じゃない！　あの方は神様です！

　私たちが手も足も出ないインフェルノウルフやデーモンスパイダー、吸血鬼、天使族を従える神様です！　ああ、讃える方法を知らない私の罪をお許しください。

　せめて、この身を捧ささげることぐらい。できれば子供を産みたい。

　ああ、駄目駄目駄目。不遜な考えを持っては駄目！　神様のお情けを頂くだけなのです！

　……くっ、今日もライバルが多い。同じ信仰を持つ者として殴り合いはしませんが、威嚇はします。シャー！

　威嚇し返されました。怖いです。でも、負けません。







　翌日、リアから注意を受けました。

　褒賞メダルを保管せず、できるだけ使いましょうと。

　驚きました。一体、どういう考えなのか。私と同じ疑問を持った者が、リアに聞きます。

　その答えによると、村長を除いた事前会議での結果だそうです。

　事前会議。極秘会議とも呼ばれています。村長の前で醜い言い争いをしないための会議で、呼びかけなくても集まって開催されるそうです。

　私も参加したいのですが、そのためにはリアを倒さねばなりません。今の私の実力では厳しいでしょう。むう。諦めません。努力です。

　話が逸それました。

　リアが言うには、褒賞メダルを活用しないと村長が悲しむとのことです。なんということでしょう。

　しかし、保管しておきたいという気持ちもわかるので、一枚は手元に残して二枚は使いましょうと決まりました。

　仕方がありません。二枚、交換しましょう。交換する気はありませんでしたが、交換するならこれと一応は考えていた物があるのです。

　それはお布団。村長が使っている物と同じのが欲しいのです。ですが、いきなりウキウキと交換に行っては、褒賞メダルを大事にしていないと思われそうなので、様子を見てからにします。

　…………。

　ドワーフたちが、一斉に三枚を酒に交換しました。驚きました。あんぐりです。

　ドワーフのお酒に対する情熱は知っていますし、ある種の尊敬はあります。ですが、いきなり全交換は……。

　私はよほど変な顔をしていたのでしょう。ドワーフの一人が、こっそりと教えてくれました。

　ドワーフの代表ドノバンさんが、ドワーフ全員に一枚ずつ保管用に褒賞メダルを渡し、手持ちの三枚を使い切るように言われたそうです。

　ドワーフの酒好きは村長も知っており、ドワーフ全員が二枚しか交換しないと違和感を覚えるかもしれないとの配慮らしいのです。

　なるほど。素晴らしい。リア、私たちにも一枚ずつ……無理ですね。

　ハイエルフの数は多く、代表分として渡された十枚では全員に配れません。悔しいですが、どうしようもないので諦めます。

　気分を戻し、二枚の交換です！　ドワーフたちのおかげで、交換しやすい空気ができました。ならば今がチャンス！

　リストを見て、吟味した感じを出しつつ……。

「それじゃあ、私は布団を……」

　言おうとしたところで、言葉を吞のみ込みました。聞き捨てならないセリフが聞こえたからです。

「チェスとか囲碁って、新しいのを村長が作ってくれるの？」

「家具とかも村長手作り？」

　…………はい、方針変更。

　お布団は惜しいですが、村長手作りの物を自分の物にできるのなら、褒賞メダルとの交換も惜しくありません。




　私の部屋には宝物が三つあります。

　一つは褒賞メダル。一つはチェス盤とコマ。一つは大きな棚。

　最後の棚は普通の棚ですが、村長と私が一緒になって作った棚です。




　褒賞メダルは今年だけで、来年は未定とのことですが是非とも来年もお願いしたいです。




　しかし、獣人族の娘っ子共め。まさか、褒賞メダルを使って村長の子種をお願いするとは……思い付きもしませんでした。

　残念ながら叶かなわなかったようですが、油断しちゃ駄目のようですね。今後も動向に注意しておきましょう。




　さて、今日は村長のお宅に行く番。ふふふ。頑張りますよ。
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　新しい遊具との要望が出て、立体三目並べの存在を思い出したので作ってみた。

　板に棒を三×三の並びで刺し、棒に通るように穴を開けた球を作れば完成。

　少しプレイして、真ん中の二段目を取った方が圧倒的有利なことに気付いたので、改良。立体四目並べを作ってみる。なかなか奥が深い。

　一列並べても、本人が気付かないこともあって白熱する。ちなみに、並んだ際に宣言できなければ不成立のルールだ。

　意外と見落として逆転負けになったりしている。

　調子に乗って立体五目並べを作ってみたが、これは失敗。時間もかかるし、気楽に遊べなかった。







「褒賞メダルか。変わったことをするものだ」

　ドライムが、ラスティと立体四目並べをしながら会話を楽しんでいる。

　ハクレンが村にいることで、ドライムの来訪回数が減った気がする。それともラミア便の活躍で、欲しい物が手に入りやすくなったので来る回数が減ったのかな？

　それを確かめるかのようにハクレンがそこに交じりに行った。

「ドライムちゃん。ひょっとして、お姉ちゃんに会いたくないのー？」

「ははは。姉上、ご冗談を」

「だよねー。じゃあ、そっちの家に遊びに行ってもいいよね」

「え？　あ、も、もちろんですよ。ただ、今はちょっと色々とバタバタしているので、いいタイミングの時にこちらから声を掛けさせていただきたいと思う所存です」

「冗談よ。そんなに慌てないで」

「あ、あははは……」

「ところでラスティちゃん。種族代表としてもらった褒賞メダルの使用用途は、私も提案していいのかな？」

「うん。私は特に思いつかないけど、何かあるの？」

「人間や魔族を確保できないかなぁって」

「姉上？　生いけ贄にえはさすがにとめさせていただきますよ」

「こらこらドライムちゃん。お姉ちゃんがそんな物を求めると思ってるのー。怒るよー」

「失礼しました」

「実は村長がねー……」







「人間や魔族を集める？」

　種族の代表を集めた会議で提案された。

　各種族からそれなりの数の褒賞メダルが提出されての意見だった。その意図は俺が前々から言っていたことの解決のためだった。




　・村に男が少ない。

　・俺以外に農作業をする者を育てないと、俺に何かあった時に村が崩壊する。




　この二点解決のために出された提案が、人間や魔族を集めることだった。

　なるほど。悪くはないと思うが……。




「人数はどれぐらい集める気なんだ？」

「多ければ多いほどいいと思います」

「そうだろうけど、いきなり村の人口が増えて大丈夫か？」




　これまでは人数が増えても対応できる柔軟さがあった。しかし、今はある程度の人数が集まって村を形成してしまっている。急激な人口増加は、問題が多いだろう。

　正直、文官娘衆が十人来た時、問題が出るだろうと予想していた。だが、フラウが彼女たちを上手く統率してくれたので問題は出なかった。

　しかし、ならばこれからも大丈夫かと言えば、そうではないだろう。

　どのようなツテで連れて来るかはわからないが、大勢で新しく村に来るとなると確実に問題が発生するだろう。

「そこで提案ですが、別の場所に新しい村を作りましょう」

「どういうことだ？」

「言葉通りです。別の場所に新しい村を作り、そこに集めた人間や魔族に農業をしてもらうのです」

「……なるほど」




　一緒にするから問題であって、ならば最初から分けると。

　…………。

　悪くない。いや、いいアイデアだと思う。

「わかった」

　会議での話は提案であって、決定ではない。最終決定権は村長の俺にある。

　もちろん、その決定の責任も俺にあるということだ。

　責任から逃れる気はないが、俺は村長よりも気楽な農業従事者をしたい。

　なので一度、多数決による決定を提案したが、多数決で否定された。賛成したのは俺だけという結果だ。

　その上、厳しい環境下では、どうしても強い指導者の意思決定が必要と説得されてしまった。フラウもその説得する側だったので、代官を理由に決定権を譲るのは駄目っぽい。だから、俺が決めた。

「新しい村作りと、村人集めを行おう」

　あと、提出された褒賞メダルは返した。直訴するための物じゃないからね。こういったのは直接言ってくれて構わないから。










　新しい村作りと村人集めを決めたが、俺は何もしない。することがない。する必要が今のところない。

　新しい村を建設する場所の選定は、ハイエルフ数人とクロたちで行っている。

　川の傍そばでいいんじゃないかと思ったが、川に近すぎると川が氾濫した時に困るし、森に住む魔物を無駄に刺激しないことも大事だと説得された。お任せします。

　村人集めに関しては、フラウ、ラスティ、ハクレンがドライムとビーゼル、マイケルさんを交えて話し合っている。

　呼び寄せるにしても、色々と面倒な手続きが必要だったり、元々住んでいる場所の者に話を通したりと面倒があるらしい。すみません、お任せします。お任せしますが……関われないのは少し寂しい。




　仕方なく、俺は前々から考えている褒賞メダル獲得イベントとしての運動会の方を頑張る。

　運動会実行委員会のメンバーは、俺と文官娘衆。ルー、ティア、鬼人族は子育てで忙しいので、アドバイザーに留とどめている。

　その他のメンバーとしてフローラがいるが、彼女は醬油と味噌の味の改善に従事しているので、無理はさせない。運動会は大事だが、醬油と味噌も大事だ。







　運動会の内容を決めるために色々と調査した。調査したのだが……種族差を再確認してしまった。

　平地を走る速度などは、鬼人族が圧倒的で、ドワーフ族は本気で走っているのか疑うレベルで遅い。障害物競走になった場合、ハイエルフが機敏で、山エルフ、獣人族も負けていない。ドワーフは障害物を粉砕して進むので遅くはない。

　個人差は当然あるが、その前にある種族差が大きすぎて公平な競技ができないと判断した。当初は種族でチームを分けるつもりだったが、それは駄目だということだろう。

　まあ、種族チームだと、競技によってはクロたちやザブトンたちが参加できないし、ラスティやハクレンが強すぎる面もある。身体的には、獣人族が他の種族に比べて若すぎるという点もある。

　再検討。

　素直に赤組、白組の二つに分けて競わせるのが一番だろうか。分け方はどうしよう？　各種族を半分ずつにして、各チームに参加させるべきだろうか。




　運動会と呼称される競技会はないが、似た感じのイベントはあるらしい。

　俺の考えていた運動会は、前の世界で経験した普通の運動会だ。

　徒競走、障害物競走、玉入れ、玉転がし、棒倒し、騎馬戦などの運動会っぽい競技を行い、合間に応援合戦でもすればいいかと軽く考えていた。

　似た感じのイベントを知っているという文官娘衆の話を聞いた感じでは……武術大会、魔術大会、狩猟大会、超長距離駅伝、模擬戦という単語が俺の中で構築された。




　武術大会はその名の通り。

「武器を決めた大会と、武器が自由な大会があります。武器が自由な大会が人気ですね」

　魔術大会は、武術大会に魔法がＯＫになった感じ。

「地味な魔法が意外と効果的だったりして、勉強になります」

　狩猟大会は適当な森を舞台に、狩った獲物の種類やサイズを競うらしいが……。

「本気で競うわけではなく、どちらかと言えば社交的な面が強いです。まあ、たまに空気を読まない方もいますけど」

　超長距離駅伝は、街から遠方の街へと指定された荷物を運ぶ競技。輸送方法は自由で、何をどう使おうがＯＫ。荷物を真っ先に運んだ者が勝利という競技。

「輸送手段の確立のために、結構な頻度で行われています」

「ただ、妨害が一応は禁止となっているのですが、見張られているわけではないので、なんでもありになっています」

　模擬戦は、そのまま模擬戦。

「戦争の練習ですね。結構な怪我人が出ます」

「死者も珍しくありません」

　話を聞いて、運動会は一時凍結にし、別案を考えることにした。

　文官娘衆は俺の提案する競技内容に興味を示してくれたが、種族差が出過ぎるのは困る。個性と言えば個性だろうが、変な優劣ができてギクシャクされても困る。

　俺が運動会をしようと思った目的はレクリエーションだ。つまり……俺は前の世界の病室で見ていたアイドル番組を思い出す。

　いや、思い出すのはその次の番組。タレントが世界各地に出向き様々な体験をする番組だった。その中の一つのコーナー、世界のお祭り。

　俺がすべきはそのお祭りであって、学校の運動会ではないと気付いた。
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　運動会実行委員会は解散し、新たにお祭り実行委員会が設立された。メンバーは同じく俺と文官娘衆。




「飾りを持ち上げて、練り歩く？　目的地があるわけではないのですか？」

「トマトをぶつけ合う？　食べ物を粗末にするのはちょっと……村長もそうですよね」

「牛に追いかけられる？　意味がちょっと……」

「坂を転がる食べ物を追いかける？　えっと……」




　お祭りを口で説明しても、理解されないことを理解した。まあ、そうだよな。うん、そうだよね。

　お祭りなんて究極の内輪行事であって、外部の者が見ても変なことをやっているなぁって感じになるよな。

　じゃなかったらＴＶ番組になったりしないよな。第一、俺が説明したのは奇祭系。やらなきゃいけないのは普通のお祭り。前の世界では普通だった盆踊りとか。

　しかし、それは俺の常識だから、文官娘衆が知っているお祭りをするべきだな。

「お祭り……新年を祝うお祭りと、収穫を祝うお祭りがありますね」

「そのお祭りで何かやってるんだ？」

「そうですね……」




　はい、同じ失敗をしました。お祭りを口で説明されても、理解できません。飲み食いする部分は理解できたけど、お祝いのための行動が理解不能。

　それがこの世界の標準なら、文官娘衆に完全委任するのだが、どうやら違うらしい。

「私の育った地方だと、ピョッピョは街の中心から出て、お金持ちの家を襲撃するわよ」

「ピョッピョは穴を掘るだけでしょ。襲撃するのはムームー」

「えー、ムームーは食べ物でしょ？　どうやって襲撃するの？」

「闇討ち」

　お祭りは地方で微妙にというか大きく違うらしい。まあ、そういうものだな。

　それよりも問題は……。

「統合できる？」

「厳しいかと」

　お祭り実行委員会の未来は暗い。一旦、中断。







　村で歌う人は多い。食後、仕事中、仕事の合間、結構賑にぎやかだ。

　しかも、上手い。かなり上手い。歌に関して俺は欠片かけらも自信がないから嫉妬はしないけど、上手い。しかし、村に歌はあっても楽器は少ない。

　楽器は生活に余裕がある者が持つ物だからだ。だから、村に存在する少ない楽器も、実用的な鐘ぐらいなもの。

　音楽を楽しむための物はない。そのことは知っていたが、運動会やお祭りのＢＧＭを考え、再認識してしまった。

　なので、俺は楽器作りを始めた。




　まず、笛。

　…………。

　音が鳴らなかった。穴を開けただけじゃ駄目か。というか、穴の数っていくつだっけ？　覚えていない。




　ハープ。

　弦って何本だっけ？




　木琴は……ポコポコとした音がする。ポーンという音をイメージしていたのだが……叩たたく木の種類や長さとかで調整するのかな？




　思い切って、ギター。

　……触ったこともない楽器を作るのって無理だよな。

　形だけ作ると、文官娘衆の一人からリュートと言われた。リュートはファンタジー系の物語に出てくるギターみたいな楽器だったと思うが、そっちになってしまったか。

　まあ、どっちにしろ、音は綺き麗れいに出ていない。

　失敗ばかりだ。

　とりあえず、音が出ればいいと考えて太鼓。

　…………。

　いい感じのサイズの丸太の中身を削り、空洞にする。両端に布を張って……布じゃイマイチだったので、皮を張る。皮はザブトンが木の上に溜ため込んでいたコレクションの中から、程よい物を提供してもらった。

　だからだろうか、いい音がした。

　ふふふ。やっとまともな音を出す楽器が完成。よーしよし。この方向で頑張るぞ。

　俺は『万能農具』を手に、一心不乱に木に向かい合った。なぜか木魚ができた。悔しいが、これまでで一番いい音を奏かなでてくれる。

　ははは。才能の限界。

　村の住人に協力を求めよう。楽器を知っている者は……聞くまでもなかった。俺が楽器作りをしている時、やたらと周囲をうろうろしていたハイエルフ、山エルフ、そして文官娘衆たち。

　俺は彼女たちに意見を聞きながら、楽器作りに励んだ。正確には、彼女たちの指示に従いながら、楽器作りに励んだ。




　大小各種の笛。縦笛よりも横笛の方が好まれた。

　ハープ、リュート、ギターっぽい物、三味線っぽい物、琴っぽい物。楽器の形や弦の数で名称が色々変わるので覚え切れなかった。

　木琴、鉄琴、太鼓にマラカス。俺は細かいことを考えず、指示される通りに材料を作る。他の者たちがそれを組み立て、音階を揃そろえていく。なるほど、普通に壷つぼや樽の片面に皮を張るだけで、音の違う太鼓ができるのか。

　言われてみればそうだと思うが、思い付かなかった。木琴を考えたのに鉄琴に発想がいかないとは……。

　悔しい。悔しいので、何かないかとタンバリン、カスタネット、トライアングルっぽい物を作ってみた。

　残念ながら、すでにそれっぽい楽器は存在しているらしいが、新しい楽器の登場に文句を言う者などいなかった。




　詳しく聞けば、ピアノっぽい物も存在するらしいが、ギミックが難しいので製作は断念。今度、マイケルさんに相談して手に入れてもらおうか。俺は弾けないが、誰か弾けるだろう。

　まあ、それはあとの話として、なんだかんだで楽器ができた。

　楽器ができたら、次は演奏だ。

　楽器製作に協力してくれたハイエルフ、山エルフ、文官娘衆の演奏は優秀だった。

　ハイエルフは管楽器。山エルフは打楽器。文官娘衆は弦楽器と、得意なパートが分かれていてよかった。

　楽器を触ったこともない者たちへの指導も、問題なくできている。楽器を配ろうかと思ったが数が限られているので、村共有の財産として俺が一括管理し、貸し出す形になった。

　貸し出す形だが、いちいち回収したりはしないので問題なし。

　村人は積極的に楽器に触れ、指導を受けたことによって、村では音楽が絶えなくなった。いいことだ。

　…………。

　三日目ぐらいまでは。




「さすがに、夜も音楽を流し続けるのはどうなんだろう？」

　村での楽器演奏は、決められた時間のみ。日が暮れてからは基本的に禁止となった。

　全面禁止じゃないのは、夕食の時、宴会の時はＯＫだからだ。何事も、適度に楽しんでほしい。

　ちなみに、アルフレートとティゼルがいる部屋には防音の魔法がかけられており、静かだった。

　俺の注意が遅れた原因でもある。
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　ドワーフたちは、常に飲んでいるイメージがあるが、そうではない。

　酒造りに関してのみだが、彼らは熱心に働く。酒が関わっていれば農作業も文句を言わずにやってくれる。

　逆に俺よりも収穫時期に関してうるさかったりする。いいことだ。

　酒造りの際、盗み飲みは常習かと思っていたが、味見程度で盗み飲みは一切やっていない。

　彼ら曰いわく。

「酔った状態で作業して、いい酒ができるわけがなかろう」

　なるほど。

　酒造りに火を扱うこともあり、交代で寝ずの番をしたりする時も、酒を嗜たしなんだりしない。

「火の番が酒を飲むなど言語道断」

　もっともだ。火事は怖い。

　彼らが酒を飲むのは食事の時。

「うむ、今日の酒は駄目だな」

「ああ、香りが飛んでいる。喉を焼くためだけの酒だな」

「香りといえば、良い香りのする木を見つけたんだ。あれで樽を作ってみないか？」

「樽よりも、村長が言っていた方法はどうだ？」

「作物を乾燥させる時に香りを付けるというヤツか」

「作物を燻いぶしてから酒にするだけだ。難しくはないだろう」

「確かにな。しかし、これまでそんな方法を思いつかなかった自分が悔しい」

「ははは」




　普段の食事の時に彼らは酒を飲むが、どうしても試飲、品評、研究発表の様子が強い。

　まあ、これは俺が村人に飲酒を規制しているからだ。村人が酒を飲めるのは宴会の時のみ。

　さすがにずっと規制しているのは悪いので、節度を覚えたあたりで解禁したかったが……いい感じなのでこのまま継続。

　褒賞メダルとの交換で酒を手に入れる方法があるので、不満が爆発はしないだろうと思いたい。




　ともかく、ドワーフはイメージと違って常に酒浸りというわけではない。

　彼らは熱心だ。酒造りに関しては。

　…………。




「あー、ドノバン」

「どうした村長？」

「また増えたのか？」

「うむ。今朝、到着した。すぐに村長に挨拶させようと思ったのだが、酒造りの現場の方を優先したいと言ってな」




　現在、ドワーフは十五人になっている。

「寝る場所に困るだろ。建設するか？」

「建設するなら先に乾燥小屋を頼みたい。あと、新しい蒸留器が欲しい。それを設置する小屋もだな」

「必要なら建てるが、先に寝る場所だろ？」

「いや、乾燥小屋を先に頼む。寝る所なら床で十分」

　彼らは熱心だ。酒造りに関しては。










　客が来た。変な人だ。

　変な点、その一。ザブトンやグランマリアたち、クロたちに察知されずに村に来たこと。

　まあ、このあたりは新しく来るドワーフたちもそうだけど……。

　変な点、その二。それなのに、ザブトンやクロたちが襲い掛からないこと。

　手を出したくても出せない感じだ。

　変な点、その三。発見した時、大樹に設置した神様の像の前で土下座……いや、拝んでいたこと。

　俺たちがその客の存在に気付き取り囲んでも、彼は拝むことをやめなかった。

　そして客の正体はあっさりと判明した。

「始し祖そ様！」

　ルーのお爺じいちゃんだった。




「ルールーシーが子供を産んだと聞いてね。何かの間違いかと思ったんだけど……本当なんだね」

「ええ、私も子供が産めるとは思いませんでした」

「そうだろうね。でも、稀け有うなことだけど子は宝。大事にするように」

「はい。ありがとうございます」

　始祖さんの見た目は若いお兄ちゃん。

　カチっとした貴族らしい服装なのだが、一部をワザと崩している。崩しているのにだらしなく感じることはなく、逆にそれがお洒落しゃれだと理解させられてしまう。

　だからといって他者を寄せ付けない空気を出すことなく、逆にフレンドリーさを演出している。




　ルーの紹介では、この始祖さんは四千年ぐらい生きているとのことだ。

　四千年。

　目の前の人物にそんな重みは感じられず、俺には近所の顔見知りのお兄さんぐらいに思える。

「ははは。長く生きるコツは、時々記憶を消すことなんだよ」

　俺の疑問を感じたのか、始祖さんが先に回って説明してくれる。

「名前とか血族とか大事なことは忘れないようにして、その他のことをさくっと忘れるんだ。最初は不安だけど、一回やると慣れるよ。前に消したのが二百年ぐらい前だから、まだまだ若い感じになっちゃうのさ」

「吸血鬼ってのは、そんなことができるのか？」

「吸血鬼だからじゃなく、魔法だよ。竜も一部はやってるんじゃないかな。長く生きるってのは色々とシンドイからね。ああ、ドース君じゃなくてその上ね」

「ドースと知り合い？」

「君たちのことはドース君から聞いたんだ。あーそうそう、挨拶もなく村に入ったのは申し訳ない。様子を見たら黙って帰るつもりだったんだけど、つい興味を引く匂いに釣られちゃってね」

「匂い？」

「これ。この像。創造神様」

「創造神？　どっちが？」

　大樹の社やしろには、俺の彫った神様が二柱ある。

　一つは、俺がこの世界に来ることになった時に会った神様。もう一つは、『万能農具』をくれたであろう農業の神様。

　始祖さんは迷わず、俺がこの世界に来ることになった時に会った神様を指さした。

「こっち。凄すごいね。創造神様を見事に体現している。思わず、頭を下げちゃったよ」

「……会ったことが？」

「僕が生まれた時に一度ね。ちょっと変わった体質だけど、頑張るようにって」

「変わった体質が吸血鬼？」

「そうみたい。この体質で、色々と苦労したし、色々と助かったし、色々とやったみたいなんだけど記憶にないからねー。ははは」

　始祖さんは一通り笑ったあと、真面目な顔でこっちを見る。

「何をやっても、創造神様は忘れないし、忘れられないよ。でも、姿はわからない。若者の姿なのか、年寄りの姿なのか。目の色は？　髪の色は？　長さは？　僕も形にしようと何度かチャレンジしたけど、この像ほど体現できなかった」

　始祖さんの像を見る目に、熱いものを感じる。

「さすがに譲れませんよ」

「それは残念だけど、わかってる。だから、僕のために新しいのを彫ってほしい。代金はちゃんと払うから。お願いできないかな」

「あー……」

　俺は少し悩み、周囲を見る。

　結構な村人が集まっていたが……ルーとフローラは、お願いしますと俺を拝んでいた。ティアやグランマリアたちは、仕方ないでしょうと促がす顔。ラスティ、ハクレンは俺がどう答えるかを期待した顔をしている。フラウや文官娘衆は……始祖さんと関わりたくないのか、見なかったことにしたらしい。現実を見つめないと駄目だぞ。

　その他の者たちも、大体はこの四つの行動。一番多いのが、仕方ないでしょうと促がす顔だった。

「彫ってみるけど……気に入ってもらえるかどうかわからないぞ。俺、彫刻師じゃないし」

　実際、彫ったのは俺だが『万能農具』のおかげな面が強い。

「ああ、全然構わない。よろしくお願いする」

「わかった。ちょっと待っててくれ。あっ、サイズの希望は？　人間ぐらいのサイズでいいか？」

「それぐらいで」

「了解。さくっと彫るよ」

　森に行って程よい木を選び、伐採。

『万能農具』をノミに変え、感謝の気持ちを込めながら彫る。彫る彫る彫る。『万能農具』を彫刻刀に変え、微調整。完成。

　大樹の社にある像より二割ぐらい美男子になった気がするが……雰囲気は合っていると思う。

「これでどうだ？」

　新しい像の前で拝む始祖さんに、答えを聞くまでもなかった。




　その後、始祖さんを歓迎する宴会が行われた。

　その最中、始祖さんはアルフレートを抱き、満面の笑みを浮かべていた。本人は孫を可愛かわいがっているつもりなのだろうが、見た目が若いので自分の子のように見える。

　絵になるなぁと思いつつも、それは俺の子だと軽く嫉妬。

　そんな俺をルーが宥なだめてくれた。うーん、家族。




　宴会中、始祖さんと色々な話をしたが、始祖さんが凄いことしかわからなかった。
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　某国、中央神殿。

「おおっ。宗そう主しゅ様。お帰りなさいませ」

「久しいな」

「はい。五十年ぶりでございます」

「そうか。今はお前が神殿長か？」

「はい。三十年ほど前に選出されました」

「お前は信心深かったからな。妥当な人選だろう」

「ありがとうございます」

「変わったことは？」

「ございません。ここはいつも通りでございます」

「そうか。それは喜ばしいが、今日は変化がある」

「どういった変化でございましょうか？」

「本殿に、私の持って来た像を祀まつってほしい」

「……新しい像ですか？」

「ああ、一番よい場所に祀ってほしい」

「一番よい場所となりますと、ツールークの創造神像を移動させることになりますが？」

「そこに頼む。……ふふふ。そう不満そうな顔をするな」

「失礼しました」

「不満はわかる。だが、私の持って来た像を見れば、考えが変わるだろう」

「……それほどですか？」

「でなければ、私がわざわざ来ると思うか？」

「確かにそうですな。設置の手配を致します」




　数日後、大陸で最も古く権威のある神殿で盛大な祭りが行われた。

　祭りの理由は不明。ただ、祭りの規模は最大。本殿に入った者全てが涙したという噂うわさだけが流れた。







「彫刻師を聖人指定することにしましょう」

「悪いが、それはできない。本人は目立つことを嫌っているようだしね。私たちからの聖人指定など、逆に迷惑になるだろう」

「むう。それは残念です」

「だが、陰かげながら応援する程度なら問題あるまい」

「確かに。さすがは宗主様」

「だろう。各支部に伝えよ。そして、決して敵対してはならん」

「ははっ」







「村長、盛大なクシャミをしましたが大丈夫ですか？」

「あ、ああ。自分でもビックリした」

　神様から『健康な肉体』をもらってから、クシャミは初めての経験だ。

　まあ、生理現象だから健康な肉体でもクシャミぐらいはするか。

「それより村長。早くピアノを設置しましょうよ」

「そうだな」

　始祖さんが帰ったあと、ピアノが送られてきた。彫刻作業の代金ではないが、そのようなものだ。

　実は彫刻の代金は、完成したあとで考えようと思っていた。ただ、完成した像を見ると神様を売るような気分になったので代金は断った。

　俺としてはそれで話が終わりなのだが、始祖さんはそうはいかなかったようだ。

　なんとしても代金を……いや、謝礼をと言うので、アルフレートとティゼルの誕生祝いをもらうことで落ち着いた。

　その誕生祝いが、ピアノ。

　俺は素直に喜んだが、フラウや文官娘衆は顔を引きつらせていた。ピアノは高級品と聞いていたから、それでだろうか？

　ともかく、もらった品なので遠慮なく使わせてもらう。設置場所は、色々と話し合った結果、宿の食堂になった。







「あのピアノ。グラゾール師のピアノよね。世界に三台しかないと言われている……」

「ええ。刻印を確認しました。本物です」

「大きな教会とか神殿に置かれる系？」

「大きな儀式の時にしか使わない系のヤツです」

「……こ、刻印は見なかったことにして、弾かせてもらう？」

「そ、そうですね。滅多にない機会ですし……いや、普通に生きていたら一生ない機会ですから」

「このこと、知ってるのは？」

「確定はフラウレムさん。あとは……ルーさんやティアさんたちは知っていてもおかしくないかと。ラスティさんやハクレンさんはどうでしょう？　意外なところで、山エルフやエルダードワーフたちも知っているかもしれません」

「結構、多いわね」

「ですね。となると……」

「弾けるうちに弾かせてもらいましょう」




　新しく来たピアノは人気だった。色々な人が弾きたがった。

　まあ、上手いのは一部で、大抵の者は音を鳴らす程度だったが……。




「もう一台？」

「れ、練習用にお願いします。ボロボロの物で構いませんから」

「私たちの精神安定のために、お願いします。あのピアノで練習はちょっと……」




　何人かの有志で集めた褒賞メダルが差し出されたが、ちゃんとした理由があるなら褒賞メダルは不要と返した。

　褒賞メダルで意見が言いやすい環境になったとは思うけど、褒賞メダルを出さないと意見が通らないと思われるのは困るな。何か手を考えよう。

　ともかく、マイケルさんにお願いしてピアノを一台、購入することになった。

　中古品だったが、それなりにいいお値段だった。娯楽品は高いのだろう。




　ちなみに、始祖さんのピアノの輸送はスイレンの旦那であるマークスベルガーク。

　生まれた時に色々とお世話になったらしく、始祖さんに頼まれたら断れないそうだ。お土産に作物を渡しておく。










　ラスティとハクレンが、北のダンジョンに向かった。

　ダンジョンに住む大きなヘビ、ブラッディバイパーを倒しその肉を手に入れるためにだ。

　同行者に、前回と同じ規模の調査隊。ラスティとハクレンだけでも大丈夫だろうが、現地で協力してくれた巨人族のことを考えると顔見知りが一緒に行かないと危ない気がした。

　不幸な争いはない方がいい。なんだかんだで、ラスティとハクレンは暴れん坊だからな。

　…………。

　ブレーキ役に誰かを送り込みたいが、あの二人のブレーキになる者などいない気がしたので諦めた。代わりに、同行するハイエルフに、二人が問題を起こしたら報告するように密命を与えておいた。

　問題はなかった、との報告が聞きたい。
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　新しい村を作る場所が決定した。

〝大樹の村〟の西にある川を越え、少し南に下った場所。直線距離で……十キロぐらい？

　川が北から南西に向かっているので、新しい村の方が川に少し近い。

「選定の理由は？」

「まず、上下関係から川上は不可です。必然的に川下から選びました」

　え？　リアの答えに少し困惑する。

「上下関係？」

「はい」

「えっと……それ、必要？」

「必要です」

　濁りのない瞳で言われた。そうか、必要なのか。必要なら……ま、まあ、いいか。

「それで川下で……川の向こう側なのは？」

「新しい村が反乱を起こした際、川で止めるためです」

　…………。

「反乱？」

「はい。可能性として考えなければいけません」

「考えないと駄目なのか？」

「駄目です」

　そ、そうか？　駄目なのか？　…………深く考えないようにしよう。

「選んだ場所の近くに、大きな魔物や魔獣はいませんから。ザブトンさんの子供や、クロさんの子供たちで防衛が可能です」

「な、なるほど」

　そう言えば、自主的な出産調整をしていると思ったクロたちが、今年は頑張っていた。

　ひょっとして、新しい村の警備のために数を増やそうとしているのだろうか？　それとも、新しい村ができることで収穫が増えるのを見越してだろうか？　そのどちらもかもしれない。

　それはそうと、パートナーが多いマサユキが疲れた目をしていたな。同情。凄く理解できるぞ。




　新しい村に意識を戻す。




「建設予定地はわかった。じゃあ、とりあえず俺が行って森を拓ひらけばいいのかな？」

「そうですが、その前にお願いしたい作業があります」

「ん？」

「橋です」

「橋？　あ、ああ。川を越えるために橋か」

「はい。今後の資材運搬のことを考えても、橋があると助かります」

「それはそうだな。……これまでは川を避けてたのか？」

「いえ、渡れる場所がありますからそこで。クロさんたちは、飛び越えてますけどね」

「そうか」

「水路をそのまま道として使いますので、水路近くに橋を架けられればと思います」

「わかった。指示してくれ」

「はい。よろしくお願いします」




　新しい村建設隊の第一陣。

　代表、俺。

　建設要員、ハイエルフ、リアを含め八人。

　作業要員、リザードマンが五人。

　護衛、クロの子供たちが十頭。

　定期連絡員、クーデル。




　川幅は五メートルぐらい。深さは一～三メートルぐらいで場所によってまちまち。川辺は砂ではなく、岩場。立っている場所から一メートルぐらい低い。少し北に向かうと、滝のようになっている場所があり、高さは七メートルぐらい。水路はこの滝の高い場所から水をもらっている。




　橋は、滝から少し下流に作ることになった。

　俺のイメージは吊つり橋だったが、リアたちの考える橋は違った。

　川幅を越える大きく太い木を一本、架ける。動かないように両端を固定。歩きやすいように、木の上面を削る。削った上面の幅は一メートルぐらい。

『万能農具』を使ったので、あっと言う間に終わった。

「こんなのでいいのか？」

「ええ。あと数本架けましょう。お願いできますか？」

「了解」




　川に五本の橋が架けられた。距離的には見える範囲だ。

「並べて太い橋にした方がよかったんじゃないかな？」

「大きい橋を架けると、大きい魔物や魔獣が通っちゃいますから」

「ああ、そうか」

　そのあたりも注意しないと駄目か。

「橋の両側をある程度、拓いてもらえますか？　魔物や魔獣の接近を見つけやすくするためです」

「了解」

『万能農具』で木を切り、地面を掘り耕す。土のままだと寂しいので、芝を育てることにしてみた。

　これで橋に関しては終了。次は村かと思ったが、違った。

「では、村長。こちらの方角になります」

　俺は新しい村の建設予定地に向け、道を作り始めた。

　うん、確かに道は必要だ。木を切り倒し切り株は『万能農具』のクワで土にする。道幅は五メートルぐらい。

「私たちは、周辺警戒と狩りをしておきますので」

「わかった。俺の進路がズレたら指摘してくれ」

「わかりました」




　俺は黙々と日が傾くまで道を作った。『万能農具』の扱いに慣れたせいか、昔よりも道を作る速度が速くなったが、それでも数日かかった。

「ここが建設予定地か」

「はい」

　場所の良し悪しは俺にはわからない。わからないが、リアたちがここだと言っているのでそれを信じた。

「村長。この木です」

「ん？」

　リアが俺を案内したのは、一本の大きな木。〝大樹の村〟の真ん中にあるような木だ。

「この木を新しい村の中心にしたいと思います」

「なるほど。わかった」

　俺はその木の周辺を耕す。

　どこに何を作るかはリアたちが考えているとのことなので、まずは木以外を更地にする。この時、注意しないといけないのが、余計なことを考えないようにすること。

　考えると、作物が育ってしまうからだ。そうなると俺の性格からそのまま畑にしてしまうだろう。色々計画しているリアたちに申し訳ない。

　なので無心。無心で俺は『万能農具』を振るった。

　数日の作業で、大きな木を中心に広大な更地ができた。

　次に、井戸を掘る。

　これまで、水は水筒に入れて運んでいたが、井戸のおかげで少し楽になる。

　次にトイレ。

　うん、トイレは大事だ。尻拭き用の草も確保し、手洗い用の桶おけも設置する。今度、スライムを連れてこよう。

　大きな木と井戸とトイレ。そして森を拓いた時に確保した大量の材木。

　建設はまだ始まらないみたいなので、俺は大きな木の傍に社を作る。

　俺をこの世界に送ってくれた神様と、『万能農具』をくれたであろう神様の二柱を祀るためだ。

　ハイエルフたちが手伝ってくれたので、社はあっと言う間に完成。

　収める二柱を彫る。うん、なかなかのイケメン。

〝大樹の村〟と同じように、クロとユキも彫って狛犬のように配置する。少し遊び心を加え、等身大のザブトンも彫ったが……配置場所に困った。

　似合うのは社の上だが、神様を祀る社の上に置くのは不敬な気がする。

　困っていたら、ザブトンの子供たちが来て大きな木の上に運んでいった。そこに配置するのか。

「構わないが、落とさないように固定しろよ」

　あと、今気付いたが、大きな木の上に数十匹ものザブトンの子供が到着していた。
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　新しい村の施設として、井戸、トイレ、社が完成した。

　次に作られたのが、集会所となる大きな建物だ。雨さえ凌げれば、色々な問題が減るからだろう。

　俺もそれに協力しようかと思ったが、別の仕事があった。

　水路作り。

　井戸はあるが、畑のことを考えれば水路は必須。道に平行して水路は作るが、排水用は別方向に作るとのことで、方向を示された。

　俺はその示された方向に排水用の水路を作っていく。

　数日後に、川に到達。昔に比べれば、格段に作業が速くなったと実感。

「ため池はここでいいのか？」

「はい。お願いします」

　順番的に逆な気もするが、水を溜める池を掘り、排水用の水路を繫つなげる。もちろん、排水を浄化するためのスライムプールも作った。

　あとは、水を引き入れるための水路だが、これに関しては俺は作業しなくていいらしい。

　どうしてだろうと思ったら、新しく来る村人にさせるためらしい。なんでもかんでも用意すると、施されて当然と思うようになるので、よろしくないのだそうだ。

　そうなのか？　うーむ。まあ、村を作る喜びをこっちで独占するのはよくないかと納得する。

　じゃあ、次は何をしようかと思ったのだけど、俺の作業は終了らしい。

「いいのか？」

「はい。ありがとうございました。あとは残りの者でなんとかなります」

　これまでの作業で何度か入れ替わりが行われているが、現場にいるのはハイエルフ八人とリザードマン五人。

　護衛としてクロの子供たちが十頭と、いつの間にか来ていたザブトンの子供たちが数十匹。

　うん、大丈夫か。

「わかった。それじゃあ、あとは頼む」

　俺は定期連絡に来たクーデルに抱えられ、〝大樹の村〟に戻った。

　向こうで作業をしている間も、日が暮れる前に戻っているので懐なつかしさはない。

『万能農具』があるので、夜通し作業をしても大丈夫なのだが、夜はしっかりと休んでほしいとの意見に従った結果だ。

　しかし、そう思うなら、夜はもう少し寝かせてほしい。




　村に戻っていつもと同じ仕事をする。

　収穫時期になっていた作物を収穫し、新たに畑を耕す。新しい村のために、種や苗を用意した方がいいだろうから、いつも以上に頑張る。




　北に向かった調査隊が戻ってきた。

　同時にラスティ、ハクレンが竜の姿で、倒したブラッディバイパーを抱えての輸送が開始された。

「何匹いるんだ？」

　十七匹らしい。でっかいので場所を取って仕方がない。




「腐ったりしないのか？」

　討伐に行っていた期間を考えると、倒してからすでに数日以上は経過しているだろう。

　しかし、肉は新鮮な状態に見える。

「ブラッディバイパーの肉は、なかなか腐らないことで有名なんだけど？」

「生命力が強いからなかなか腐らないのよー。頭を残せば、身体からだが生えてくるしねー」

　ラスティとハクレンにそう言われても、知らないので「はぁ」としか返せない。

「全滅させたのか？」

「小さいのは残しておいたから全滅はさせてないわ。これで、毎年……は無理だとしても、何年かに一回は狩れるかな」

「えっと……残しておいて、友好的な巨人族は大丈夫なのか？」

「残さないと、巨人族が食べる物がなくなっちゃうでしょー」

「……ブラッディバイパーを食べてるのか？」

「小さいブラッディバイパーを食べてるのよ」

「…………」

　食べ残しが、大きくなって暴れているって感じだったのだろうか？

　深く考えないようにしよう。

「ともかくだ……北のダンジョンの調査は完了でいいのか？」

　俺は調査隊に入っていたハイエルフの一人に聞く。

「はい。友好的な巨人族から、迷宮内部の詳細な地図を頂きましたし、内部の危険勢力はほぼ制圧。ブラッディバイパーの大物は全てああなっていますから……」




　なるほど。

「他に報告することは？」

　俺の質問に、ハイエルフの顔が引き攣つる。出発前に、密命を与えたハイエルフだからだ。

「ラスティ、ハクレンは問題を起こしてないか？」

「ダ、ダンジョンの一部を崩落、崩壊……させましたが……巨人族の方々は、大丈夫、気にしないでと優しい言葉をかけてくれました」

「つまり？」

「も、問題なしですが、巨人族の方々に何かしてあげたいとは思います」

　うん、今度からラスティとハクレンには遠慮してもらおう。

「……あとで、巨人族に作物を差し入れておこう」

「ありがとうございます」




　それはそれ、これはこれとして……。

　調査隊に参加した村の者たちに、褒賞メダルを一枚ずつ渡す。うん、こういった使い方が正解だよな。

　調査隊に同行したラミア族には作物をと思ったが、どうも褒賞メダルに興味があるようだったので、使い方を説明してラミア族全体に五枚渡した。

　村の外だと無価値だから、注意するように。




　調査隊の帰還を祝い、その日は宴会。

　ブラッディバイパーの肉が大量に使われた料理が出され、夜が大変だった。




　翌日、ラスティはドライムの巣にブラッディバイパーの肉の差し入れに行き、ハクレンはスイレン、セキレンの巣に持って行った。

　ビジュアル的に、竜が大きなヘビを持って移動する姿は……強そうだった。




　差し入れや食べた分で減ったが、まだまだあるブラッディバイパーの肉をどうしたものか？

　一匹丸々をクロたち用に……宴会の時に食べていたけど、まだ食べられるかな？

　大丈夫？　でも、焼いてほしいと？　わかった。




　一匹をザブトンたちに……こっちは生で大丈夫と？

　ザブトンをはじめ、子ザブトンたちがブラッディバイパーに群がる。

　俺の想像以上の数がいて、少し驚いた。

　…………。

　あっという間に骨になった。骨になった頭部に、大きくて綺麗な石がある。魔物や魔獣にある魔石だそうだ。

　そう言えば、大きな猪イノシシにも魔石があったが、これまではクロたちがボリボリと食べてたな。食べられるのだろうか？　疑問に思っていたら、ザブトンが魔石をゴリゴリと食べた。食べられるらしい。音が痛そうなので、俺は遠慮したい。




　ともかく、邪魔になると思ったブラッディバイパーは数日で消化された。

　骨は耕たがやそうと思ったが、倉庫で保管だそうだ。何か使い道が……そうじゃなくて財宝扱い？　あんな骨を欲しがる人なんているのか？　世の中、変わった人がいるものだ。
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　私たちは山エルフと呼ばれる種族。山岳では我らに敵う者はいない。敵うとすれば、同じ山エルフだけだろう。

　悔しいことに、私の一族は同じ山エルフの一族と争い、居住地を失い、放浪を余儀なくされた。

　しかし、運がよいことに新たなる居住地がすぐに見つかった。しかも、前の場所よりも遙かにいい場所。これも一族の長であるヤーさまが礼節を重んじ、周囲との関係を大事にしていたからだろう。さすがはヤーさま。私も礼節を大事にしようと思います。そして、尊敬しています。




　しかし、そう、しかしだ！　今のヤーさまには不満がある。

　それは、新天地の主である村長に対する態度。まるで初めて恋を知った女子のような態度ではありませんか。

　駄目だ。いや、恋愛をするのが駄目というわけではない。

　ヤーさまだっていいお年頃。いや、多少の行き遅れ感のある年齢……げふんげふん。

　ともかく、私が駄目だと言っているのは恋愛のことではなく、あの男のこと！

　あの男は駄目だ！　すでに無数の女と関係を持っている節操なしだ！

　確かに、そう確かにこの地に村を一人で作り始めた話を聞いた時は、凄いと思った。尊敬に値すると。

　有名な吸血鬼や天使族を部下に持っているのも悪くない。だが、駄目だ。女癖が悪すぎる！

　存在を否定しようとは思わない。この居住地の主であることも認めよう。だが、ヤーさまの相手となるのは認めない！　決してだ！




　しかし、私がヤーさまに何かを言ったところで聞いてもらえないだろう。

　村長に対しても同じく無駄。言って止まるなら、あんな数の相手に手を出したりしない。

　ならば………………どうしよう。

　どうすれば、ヤーさまと村長がくっつくのを防げるのだろう。

　私は自分の知恵を信じていない。困った時、頼るべきはヤーさまだった。そのヤーさまに相談できないのだから……駄目だ。

　居住地で思いつく知恵者は、全て村長の寵ちょう愛あいを受けている。

　文官娘衆なる魔族の娘は大丈夫そうだが……彼女たちに頼ると痛い目を見そうな気がするのでやめておく。こういった直感は大事だ。山で色々なことから私を守ってくれた。

　となると、残るはザブトンさんやクロさんだが……コミュニケーションが難しい。それに、まだちょっと怖い。

　…………。

　独力でなんとかするしかない。ない知恵を絞る。今こそ活躍する時だ、私の頭脳よ！




　現状は、ヤーさまが村長に対して好意を持っている（私主観）。

　村長からヤーさまに対してのアプローチはない（私が知らないだけかもしれないが）。




　つまり、ヤーさまが村長のことを諦めればＯＫ。

　諦めるだろうか？　年齢的にも限界……げふんげふんっ。

　ヤーさまは素敵な女性だ。きっといいお相手が見つかるに違いない。なので諦める。諦めさせる。

　その方法は……村長の悪いところを見せれば、ヤーさまから身を引くのではないだろうか？

　うん、そうに違いない。なら簡単だ。村長の悪いところを探す！







　そう思ったのが五日前。

　欠点だらけのように思った村長は、極めて普通の農民だ。いや、真面目な農民と言った方がいいかもしれない。

　唯一の悪い点が、夜の生活だが……あれも私の感覚で悪なだけで、一夫多妻の家庭は珍しくはない。

　むう。ヤーさまの目は確かということなのだろうか。いやいや、諦めてはいけない。

　私は村長の悪いところを探そうとしているが、それは私が自由にできる時間でだ。

　つまり、限られた時間でしか村長を見ていない。それ以外の時間に悪いところがあるのかもしれない。

　明日は思い切って、自分の仕事時間をずらしてみよう。




　今日の村長は、家で何か細かい作業をしている。誰かに頼まれたのだろうか？

　木を小さくカットし、ザブトンさんから糸をもらい、倉庫から何やら持ち出している。

　何をしているのだろうか？　ひょっとして、これが村長の悪いところに繫がるかもしれない。よしっ。

　いや、慌てるな。私は村長のやっていることを観察する。

　…………。

　ワケがわからない。

　時々、私には理解できないことをする村長だとは思っていたが、これほどとは。しかし、一体何を……。

　…………。

　何かを作っていることはわかるが……私の知識で一番近いのは……。

「罠？」

　思わず声を出してしまった。

「ははは。罠じゃないよ」

　村長にも気付かれた。失敗を恥じる。が、それを村長に感じさせたりはしない。

「えーっと、ではなにを？」

「あー……ここをこうして……これで完成だ」

「これで完成？」

「ああ」

　村長はそう言って、並べていた小さな木の板を倒す。

　その小さな木の板が並んでいる同じような小さな木の板を倒していき……セットされていたボールが転がりだす。転がったボールが当たって、紐ひもに結ばれた何かが動き、さらに別の仕掛けに連鎖していく。

「おおおおおおっ！　凄い！　罠の連鎖ですね！」

「ははは。罠じゃないけど……。まあ、そんな感じかな。だけど、ここで止まってしまったな」

　村長の説明では、カップの上をボールが行き来するらしいのだが、そこで失敗したようだ。

「ここが上手くいっていれば？」

「こっちの仕掛けが動いて、ここが動いて……こうなる」

「おおおっ！」

　山エルフは、罠で獲物を狩るのが得意だ。

　何が言いたいかと言うと……こういうの、めっちゃ好き！




　その日、時間を忘れて村長と遊んだ。まだ仕掛けは最後まで到達していないが、満足だ。

　この大作を永遠に残したい。だが、無情な鬼人族メイドが片付けろという。芸術を解さない者め。

　いいか、よく見ろ。ここがこうなってだな、こっちがこうなって……あ、はい。片付けます。

　超怖い顔をされた。くっ。まさしく鬼だ！　……あれ？　鬼人族だからあの顔が普通なのかな？










　後日。

　無駄と思いつつ、素直に村長に言ってみた。

「ヤーさまに手は出さない方向でお願いします」

「もちろんだ！　そのためには君の協力が必要不可欠！　いいか、できるだけ俺と二人っきりになるような状況は作らないように！　できるだけヤーの傍にいるんだ！」

「え、あ、はい」

　敵軍に囲まれ、孤立した中で援軍の到来を見た兵士のような顔の村長だった。

「いい雰囲気になったら、ぶち壊すことを許可する！　頼んだぞ！　絶対だぞ！　頼むからな！」

　力強い言葉に偽りは感じない。私は何か誤解していたのだろうか？

　いやいや、村長も自身がヤーさまと釣り合わないと思っているのだろう。そうに違いない。

　ともかく、私は村長の許可の下もと、ヤーさまと村長の仲の進展を妨害していく！

　…………あれ？　私、ヤーさまから恨まれない？
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　俺の朝は遅い。日が完全に昇ってから起きる。

　軽くラジオ体操っぽい運動をしたあと、まずは家の見回り。なんでも、これは家長の仕事らしく、可能な限り毎日、朝と晩に行う。

　俺が無理な時は、俺の知らない間にできた家中序列の順に行われる。

　その序列順だと、ルー、ティア、フローラ、アン、ハクレンになるらしい。

　アルフレート、ティゼルはまだ幼いので組み込まれていないが、本当にそんな序列は知らない。

　知らないが、これまで知らされなかったのだから知らなくていいことなのだろう。そう思うことにする。

　朝の家の見回りは、家内で働く者への挨拶が中心。鬼人族のメイドたちは、すでに活動を始めており、火をおこし、朝食の準備や清掃が始められている。

　クロたちの食事の用意もあるので、かなり大変だろうが文句を言わずに頑張ってくれている。ありがとう。

　そして、彼女たちは俺より先に起きて作業を開始するため、俺は早く起き過ぎてはいけない。

　俺は別に気にしないからと言っても、彼女たちは俺より先に起きようとするので俺が諦めた結果だ。

　家長の俺よりも寝ているわけにはいかないという、俺には理解し難いメイド魂があるらしい。

　なので、俺は目が覚めてもベッドから出ない。出てはいけないのだ。

　俺の朝が遅いのは彼女たちのためであって、けっして俺がだらけているからではない。




　話を戻して。

　顔を合わせた際に連絡事項があれば交換する。




「昨晩、酒スライムが食料倉庫に侵入。調理用のお酒が一樽、やられました」

「酒スライム対策に小分けにしていた分か？」

「はい。目もく論ろ見み通りと喜ぶべきか、侵入を許した不ふ甲が斐いなさを嘆くべきか悩みます」

「侵入を防ぐのは半分諦めている。目論見通りと喜ぼう。他には？」

「特にありません。今日の朝食のメインはダイコンとほうれん草、キャベツのスープに、キラーラビットの肉を炙あぶった物です」

「わかった。急ぐよ」




　俺の朝食は家の見回りを終えてからになる。

　見回りは、個室や倉庫を除いた家の中。なのでそれほど見回る場所は多くない。

　要所要所で鬼人族メイドたちと挨拶し、報告を受ければすぐに終わる。




　朝食。

　家の朝食は食堂で、三回に分けて行われる。

　一回目が俺とルー、ティア、フローラ、ハクレン。アルフレートとティゼルは、食事内容もタイミングも違うので別。

　なんにせよ、俺が食べないと他の者が食べられないので、急いで食べ終わる。ルーやティアもアルフレートやティゼルの食事があるので、急ぐ。




　二回目が鬼人族メイドたち。

　一緒に食べてもいいと言ったのだが、食堂の広さと一回に出せる食事量、そしてアルフレートとティゼルの世話を考えて分けられている。

　ルーやティアが食事している間、誰かが見ないといけないからな。




　三回目が一回目、二回目に間に合わなかった者たち、または早朝から家に来た来客用だ。

　主に俺よりも起きるのが遅く、よく一回目の食事に遅れるフローラ、ハクレン。それと、グランマリア、クーデル、コローネが中心となる。

　グランマリアたちはここに来た当初はリザードマンたちと一緒に生活していたのだが、生活リズムの違いから今は別の家で暮らしている。

　そしてわかったグランマリアたちの家事能力のなさ。

　掃除洗濯はリザードマンたちが訪れてしているそうだが、食事に関してはタイミング等の問題があるので俺の家で食べるようになっている。

　名目的には、前日の見張りの報告だ。




「特に問題はなかったと？」

「はい。夕方ぐらいにキラーラビットが三匹ほど村に近づこうとしましたが、クロさんたちが排除しました」

「わかった。しかし、あの兎ウサギは減らないな」

「そうですね。まあ、美味しいので文句を言うのはアレですが」

「確かに」




　兎の数は減るどころか増えているような気もする。







　朝食を終えると、俺は家の外に。

　クロ、ユキ、ザブトンに挨拶をし、社にお参り。そのあと、畑を見回りに行く。

　お供はクロかユキ、もしくはクロの子供たち。畑を耕す必要があれば耕し、水が少なそうな畑には水を撒まく。作物の状態の確認をしつつ、害虫駆除。

　害虫に関しては、ザブトンの子供たちが食べてくれたり、クロたちが教えてくれるので大きな被害はまだない。

　俺が見つけた害虫は『万能農具』のジョウロで排除。作物の状態に関しては……これまでのところ、問題は起きていない。『万能農具』で作った畑だからだろうか。

　新しい村で農業が始まった時、そのあたりが心配だな。なんとかする魔法とかないかな？　今度、ルーやティアに相談してみよう。

　ああ、フラウやラスティ、ハクレンに聞くのもいいかもしれない。




　なんだかんだで畑も広くなったので、見回るのも大変だ。

　しかし、しっかりと成長している作物を見ると心が安らぐ。




　昼食。

　しっかり食べる。

　これは集まって食べるのではなく、鬼人族メイドたちが用意してくれているのを各自で、自由に食べる形だ。場所も決められていない。

　決められてはいないが、俺は家の食堂か中庭に設置したテーブルで食べるようにしている。




　昼食に関しては、俺は前の世界の記憶があるので普通だったが、こちらの世界では一般的ではなかった。

　ルーやティアにしても、昼食の存在に驚きながらも、すぐに慣れた。

　クロたちは、昼食は食べない。というかクロたちは食べようと思えばどれだけでも食べられ、食べないでおこうと思えば十日ぐらい食べなくても平気みたいだ。

　十日ぐらいなのは俺の心配の限界で、もっと平気なのかもしれないけど。

　ハイエルフたちは昼食どころか、朝食にも戸惑っていた。なんでも、この村に来る前までは一日に一回の食事も怪しかったらしい。

　そのことを知った時、思わず涙が出てしまったのを覚えている。いっぱい食べていいからな。

　昼食に戸惑わなかったのは、ドワーフぐらいだろうか。まあ、彼らの戸惑いはお酒の方に向いていたからかもしれないが。

　時々、村に来るドライム、ビーゼルも最初は戸惑っていたが、今は慣れている。一時、ここにいたユーリは、戻って大丈夫だったろうか？　周囲に迷惑を掛けていなければいいが……。

　いや、王姫だっけ？　立場があるから大丈夫か？

　ともかく、昼食の習慣は村人には受け入れられている。

　そして俺の昼食は村人たちとの相談の場、報告の場となっている。俺が昼食をとる場所を決めているのは、そのあたりが理由だ。




「村長。新しい村で、建設予定の建物は大半が完成しました。あとは細かい内装ですが、そのあたりは新しく来る住人たちに任せようかと思います」

「山羊ヤギの雌のお腹なかが膨らんできました。子供ができたんだと思います。エサをいい物にしたいと思いますが、構いませんでしょうか？」

「村の南西ですが、住居と森の間が近いので、もう少し広げてほしいという意見を聞いています」

「秋の収穫の予想から、このままですと新しい倉庫の建設が必要です。それか、早々にマイケル氏に販売するべきかと」




　今回の昼食を一緒にしているのは、ハイエルフ、リザードマン、鬼人族メイド、そして文官娘衆が各一人ずつ。

　俺は各自の話を聞き、判断が必要なら指示していく。褒賞メダルを導入したことで、このあたりは少し楽になったと感じられる。

　少し前まではルーやティアもよく一緒にいたのだが、アルフレートやティゼルの世話をしながらだと他の者が遠慮するとのことで、別になっている。

　俺がアルフレートやティゼルに構い過ぎるからかもしれない。反省。




「村長。山羊もそうですが、妊娠したインフェルノウルフたちの気が少し荒くなっています。アルフレートさま、ティゼルさまは近づけないようにしてください」

「わかった、注意するよ。まあ、ルーやティアがついているから大丈夫だとは思うけど」

「あー……子育ては、母親がすべきとは思いますが、慣れている鬼人族の方々にお任せするのも手かと」

「ルーやティアに何か問題でも？」

「いえ、そうではありませんが……その、見てて危なっかしいので……」

「そう言ってやるな。誰もが一人目は、そういうものだろう。俺もアルフレートが生まれた直後は、抱くのすら怖かった」

「失礼しました。はっきり言えば、抱いて飛ぶのはどうかと思います」

「……抱いて飛んでいるのか？」

「はい。飛んでいます。結構な高さを。それを見て、落とすのではないかと不安になります」

「わかった。注意しておこう」

「よろしくお願いします」




　昼食はなんだかんだで賑やかに行われた。
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　昼食が終わったあとの俺の行動は大きく三つ。

　一つ、朝と同じく畑の見回り。これはまあ、朝に見回れなかった分と、村の様子を見るためだ。……いや、散歩かな？

　クロたちを引き連れ、村の内外を見回る。

　主に道を整備したり、雑草の駆除、荒れた地面を耕して芝生にしたり、目隠しに植えた植物を刈り込んだりする。

　雑用？　管理人みたいな仕事だろうか？　まあ、仕事に不満はない。




　一つ、村人からの頼みで、何かを作ったりする。

　主に建築資材の調達、小物製作。ちょっと変わった頼みとすれば料理研究。頼まれなくても作るのが、玩具おもちゃ系。

『万能農具』のおかげで、ほぼ素人の俺でもなんとかなっている。いや、製作するようになって数年経たっているから素人に毛が生えた感じかな？

　改めて神様に感謝。




　そして、最後の一つ。

　戦闘訓練。

　農業に戦闘の訓練が必要なのだろうか？　そんな疑問を横に置いて、村人たちからの強い勧めで行っている。

　もちろん、一人ではない。グランマリアやリザードマン、ハイエルフに鬼人族、それに文官娘衆たちも参加する。

　全員参加ではなく、手の空いている者だけを対象にした希望参加なのだが、それなりに数が揃う。妙に生き生きしているのは気のせいだろうか？　戦うことが好きなのかな？　それとも、体重を気にしてとか？　おっと、余計なことを考えた。

　まず、武器の握り方、構え方、使い方を再確認。次に、防具の着け方、構え方、使い方を再確認。そして一人で素振り。ある程度、身体が温まったら誰かと組んで一対一。最後に多人数対多人数で行う。

　武器は布を巻かれて怪我けがしにくいようになっているが、当たれば痛い。俺は何度も痛い目にあった。

『万能農具』を使えばそれなりにできるが、いざという時のことを考えれば普通の武器が使える方がいいのだろう。

　だが、村長としては、武器を使ったり使われたりする前になんとかするべきだと改めて思う。俺に武器は向かない。

　ちなみにだが、『万能農具』は槍やりや斧おの、鎌にはなるが、剣にはならない。小刀にはなるのに、普通の剣にはならない。槍にはなるのになぜだろうか？

『万能農具』の槍を改めて見る。

　どう見ても普通の槍だ。装飾は皆無。長い木に槍先を固定した普通の槍。イメージとしては、貧乏な戦士の持つ槍だ。

　うーむ。これでワイバーンを落としたとは思えない。でも、これでワイバーンを落とした。……もう使うことがないことを願う。







　日が沈み始めると、作業を終了して家に戻る。

　村に街灯なる物はなく、日が完全に沈むと真っ暗になってしまう。

　空は星空と二つある月が見えて綺麗だが、地上は幾つかの建物から漏れる光ぐらいだ。

　夜に出歩く時は手に灯あかりを持つようにしているのだが、街灯を考えた方がいいだろうか？

　街灯……固定の松明たいまつかな？　問題は燃料。一日の消費量は少なくても毎日となると積もり積もって凄い消費量になる。

　魔法に頼らないと駄目かもしれない。要検討だな。




　夕食は家の食堂で食べる。

　メンバーは朝食や昼食の時よりも多い。フローラ、ハクレンが確実にいるのもあるが、フラウやラスティが参加するからだ。また、場合によってはリアやダガ、ヤーなどが参加する。

　席に座ってから食事が並ぶまでの時間で、フラウ、ラスティはその日の報告をする。

　一応、彼女たちは村の代官と村の外交担当で、俺は村長だからだ。

　まあ、フラウはともかく、ラスティから何か報告されることは珍しく、普通に夕食を食べに来ているだけに思える。

　リアやダガ、ヤーたちがいる時は何か報告があるからだろう。

　いい報告だといいのだが、悪い報告だと夕食前に勘弁してほしいと思うこともある。まあ、食後に報告されても危機感が薄れるか。

　現状が正しいと思おう。




　夕食はそれなりの料理が並ぶ。

　俺には普通の食事なのだが、村長レベルの普段の食事としては破格の豪華さと量らしい。

　他の村の村長は、どんな食生活を送っているのだろうか？　考えると怖いので、考えない。

　食料に関してはできるだけ公平に分けているので、村の他の家でも同程度の食事をしている。

　これも全て『万能農具』のおかげ。感謝の気持ちを忘れずに、食事を楽しむ。

　料理の中に、見たことがない料理があった。




「アン。この料理は？」

「今日の料理当番の新作メニューです」

「自信は？」

「二割だそうです」

「前から言っているが、できれば五割を超えてから出すようにしてくれないかな？」

「食材を無駄にはできません」

「……確かに」




　俺は頑張って、食事を楽しんだ。




　食後は、のんびりとする。

　主にアルフレート、ティゼルとの触れ合いタイムだ。愛めでる。

　アルフレートは、片言ながら喋しゃべれるようになっているので、言葉を教える。




「日々、努力だ」

「ひび、どりょく？」




　俺の息子は天才だ。おっと、娘よ。お前は美人になるに違いない。

　親馬鹿タイムを楽しむ。

　しばらくしてアルフレートやティゼルは鬼人族メイドに預け、風呂に向かう。

　風呂は家の外の、俺専用の風呂だ。

　一応、家に風呂を設置する案もあるのだが、村に俺専用の風呂がある状態なので遠慮している。




　俺は食後に風呂に入る派なので、他の者もそれに合わせている。

　気にせずに入ってもらいたいのだが、大勢で入る方がいいらしい。

　…………。

　俺専用の風呂は、それほど広くないのだが……賑やかな入浴になる。

　家に新しい風呂を作るとデカくなりそうなので、遠慮している一面もあったりする。




　風呂上がりは、まったりタイム。

　ではなく、このあたりから緊張感が漂い始める。

　わかっている。流された俺が悪いのだ。手を出した俺が悪いのだ。手を出したからには、最後まで責任を取ると決めたのだ。

　なんだかんだで楽しんでいる自分がいるじゃないか。ははははは。

　俺が自由なのは風呂から家に戻るまでの短い間。先のことは考えないようにする。それが俺の精神を守る術すべだ。

『健康な肉体』をくれた神様。ありがとう。もらえてよかったと思います。







　朝、目が覚める。

　家にいる時、俺は寝ると思って寝た記憶がない。いつの間にか寝ている。

　…………。

　日の高さで時間を確認し、まだベッドから出てはいけない時間だと認識する。

　わかっているが、ベッドから出る。

　扉の近くに、鬼人族メイドの誰かが用意してくれたのであろうお湯とタオルを確認。お湯がまだ温かいので、本当に置いた直後のようだ。

　感謝しつつ、身体を洗う。そして、用意された服を着て、軽いラジオ体操のような運動。

　気付けばベッドから出ていい時間。また、一日が始まる。




「今日も頑張ろう」
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　朝、日が昇る前に目が覚める。

　いつもの習慣だ。どの時間に寝ても、起きるタイミングが一緒なのはいいことなのだろうか？　寝坊で怒られることはないので、いいことだと思おう。

　顔を洗い、身なりを整えたあと、今日の当番表と連絡板を確認する。

　この村に来てから導入された当番表と連絡板は、物覚えの悪い私はとても助かっている。

　当番は〝家〟〝清掃〟〝料理〟〝村〟〝村長〟〝アルフレートさま〟〝ティゼルさま〟〝休み〟の八つ。




　村長の〝家〟で、掃除と料理以外のことを担当する当番。

　なんでも当番とも呼ばれる。もっともハードな当番で、来客があった時が一番忙しい。さらに、夜の見張りを行う者を二人、出さなければいけない当番でもある。




　村長の家の〝清掃〟当番。

　徹底して清掃だけをする当番。洗濯も含まれるので、冬場は人気がない。




　村長の家の〝料理〟当番。

　料理が上手い人を専属にしましょうと意見が出ているが、現在のところは見送られている。私が当番の時にハズレだとか言われないようにしたい。




〝村〟の村長の家以外の場所に行き、料理や掃除の指導を行う当番。

　ハイエルフやリザードマンたちには教えやすいのだけど、ドワーフたちには教えにくい。

　ドワーフたちに覚える気がないとも言える。酒を造っている場所の清掃はできているのだから、やればできるのにしない。許されるならドワーフたちを一回、殴りたい。




〝村長〟のお世話当番。

　もっとも楽で、もっとも厳しい当番。村長は油断すると何でも自分でやってしまうので、求められるのは先回りする技術。

　村長に不要と言われないように頑張らなければならない。




〝アルフレートさま〟のお世話当番。

　大変な上に責任もある重要な当番。しかし、アルフレートさまに名前を覚えてもらえる機会なので、かなり人気が高い。




〝ティゼルさま〟のお世話当番。

　こちらも大変な上に責任もある重要な当番。当番になった者は真っ先に自身の体調をチェック、不安がある時は申告して代わってもらうように指導されている。




　普通に〝休み〟。

　村長が提案して作られた当番ですが、私たちは動いていないと落ち着かないので拷問に近い当番。

　お休み当番の者は、こっそり誰かの手伝いをするようになっているのが現状。




　当番表に名前がないのは二人。

　私たちの代表でありメイド長であるアンさまと、獣人族の世話係を専任しているラムリアス。

　専任の仕事がもらえているラムリアスがちょっとうらやましい。




　今日の私の当番は、〝村長〟だ。

　気が抜けない。

　なにせ、村長当番は私一人。本来なら二人でやるのだが、アルフレートさま、ティゼルさまの当番に人数が取られてしまった。

　仕方のない理由だ。私がアンさまの立場でもそうする。

　もちろん、だからと言って〝村長〟の当番を軽視しているわけではない。私に二人分の働きを期待されているということだ。

　ふふふ、見事にその期待に応えてみせましょう。

　そう意気込むけど……一人での〝村長〟当番の欠点がある。

　それはトイレ。村長から目を離せないので、トイレに行けない。いや、厳密には村長がトイレに行ったタイミングでしか行けない。

　最悪の事態を考え、オムツをすることも真剣に検討する。

　…………。

　プライドが勝り、オムツはしない。

　代わりに、竹の容器を何本か用意した。どう使うかは考えないように。




　当番を理解したあと、連絡板を確認。

　何か急ぎの伝達事項があれば、ここに書かれる。

　今日は何もないようだ。




　そのまま仕事に行きたいが、慌ててはいけない。

　まずは玄関ホールに集合する。

　朝礼だ。

　メイド長のアンさまが登場する前に、私たちはピシッと並ぶ。

　来てからピシッと並んでも駄目なのだ。来る前にピシッと並んでいるのが大事。

　大変だけど、それほど長い時間ではない。

　アンさまはすぐにやって来て、軽く挨拶をしてくれる。




「おはようございます」




　それに対し、私たちは頭を下げて挨拶をする。

　声は出さない。まだ寝ている人がいるかもしれないからだ。

　鬼人族である私たちが揃って元気よく挨拶すれば、それなりに大きな声になってしまう。以前は完全防音の魔法が各部屋にかけられていたのだが、夜中も楽器を鳴らした件で村長が危機感を覚え、現在は緩い防音になっている。

　なので、ある程度の大きさの声は通ってしまうのだ。だからここでは声は出さない。

　黙ってアンさまの報告を聞く。それがルール。




「昨晩、酒スライムが食料倉庫に侵入したようです。小分けにした調理用のお酒に引っ掛かりましたが、〝料理当番〟は改めて被害を確認してください」

「〝家〟当番の者、何度も言っていますが徹夜は禁止です。しっかりと役割を決め、事前に寝るようにしてください。できなければ、こちらで〝夜〟当番を作りますよ」




　どうやら、夜の見張りの者が寝てしまい、酒スライムの侵入を許してしまったようだ。

　気持ちはわかるが、見張りは起きているだけで仕事がない。

　仕事がないは言い過ぎか。退屈な仕事しかない。

　なので、どうしても昼に色々とやってしまい寝るタイミングを逃してしまうのだろう。

　アンさまの言う通り、そのうちに〝夜〟が当番として作られるかもしれない。




「アルフレートさまは問題ありません。ティゼルさまは昨晩少し熱を出されました。本日の〝ティゼルさま〟当番の方は、注意してください」




　アンさまの言葉に、今日の〝ティゼルさま〟当番の者の顔に緊張が走る。

　注意しなければいけない仕事に怯おびえたのではなく、注意しなければいけない仕事を与えられたことを喜んだのだ。うらやましい。

　アンさまの報告が終わり、今度はアンさまも何も言わずに頭を下げる。それに応えるように私たちも頭を下げ、朝礼は終わった。







　私は〝村長〟当番の定位置に立つ。

　それは村長の部屋の扉の横。正面だと、扉を開けた時にぶつかってしまう。失敗は一度で十分。

　同じように、〝清掃〟当番の者が五人、私の後ろに控えるように立つ。

　注意すれば、部屋の中で村長が動いている気配を感じられる。近づいてきた。扉が開かれ、村長の顔をしっかりと見たあと、頭を下げる。




「おはようございます」




　村長に一番に挨拶できるのは、〝村長〟当番の特権だ。




「おはよう」




　村長は私に挨拶をし、後ろにいる〝清掃〟当番にも挨拶してくれる。

　いい主あるじさまだ。







　村長はそのまま部屋を出て、家の中を見回る。

　家長として当然の行為で、私は少し離れてあとを追いかける。同時に、掃除当番の者が村長の部屋に入り、清掃作業が開始される。

　主さまに掃除をしている姿は見せない。常に綺麗であるのが当然というのがメイドのプライドだ。

　なので、部屋の清掃は、村長の朝食終了までに終わらせることが求められている。

　朝食後、村長が部屋に戻ることがあるからだ。

　頑張れと心の中で応援しながら、私は村長の姿を見失わないように注意する。

　今日も気の抜けない一日が始まった。
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　村長が家の中を見回り、決められた場所にいる者が挨拶と報告をする。

　気を抜いているわけではないが、朝食までは特に私に仕事はない。ないが油断はできない。

　村長が家を見回り、気にした箇所を覚えておく。あとでアンさまに報告するためだ。

　私には気にした理由がわからなくても、アンさまならわかるかもしれない。

　物覚えの悪い私には厳しいが、ここは頑張るしかない。




　村長が食堂に向かえば、朝食が即座に並べられる。

　私が村長の居場所を、要所要所で他の者に伝えた結果だ。

　それに満足しながら私は食堂横の厨ちゅう房ぼうに入り、厨房にある小さなテーブルで急いで食事を開始する。

　食事中の村長のお世話は〝料理〟当番がしてくれるので、その間に私は食事を終わらせなければいけない。

〝村長〟当番が二人の時なら交代で食事しながら村長のお世話もできたのに、少し悔しい。悔しいが、食べないと倒れてしまうのでしっかりと食べる。

　うん、今日の朝食も美味しい。




　村長が朝食を終えると、畑の見回りに行く。

　私は家で村長を見送ったあと、急いで村長を追跡する。以前は堂々と同行していたのだが、気を使うと村長に言われたので隠れて付いて行くようになったのだ。

　もっとも近い位置には、クロさんとユキさんがいるので安全かもしれないけど、傍にいさせてほしい。




　隠れて村長の追跡だが、この時の距離がむずかしい。

　村長に気付かれる、気付かれないではなく、先客がいるからだ。

　クロさんの子供たちが二頭～三頭。ザブトンさんの子供たちが……結構な数。そして、ハイエルフが一人。村長の周囲に隠れている。

　目的は同じ、村長の護衛。

　今でこそ、この数だが、前はもっと多かった。

　秘密の事前会議での話し合いによって、数が制限された成果らしい。クロさんもザブトンさんも協力してくれてよかった。

　ともかく、村長を大事に思う気持ちは同じ。他の者と被かぶらないように、しっかりと村長を見守る。




　クロさんの子供の一頭が、私たちに合図を送った。

　ザブトンさんの子供を見ると、足の一本が村の一方向を示す。大きめの魔物か魔獣が、その方角から近づいてきているらしい。

　私は用心のため、村長の傍に移動する。




「村長、畑の様子はどうですか？」




　いざという時、身を挺ていして守るためだ。

　まあ、村長の目に触れる前に、クロさんたちかハイエルフたちが倒してしまうのだろうけど。

　油断はしない。




「少し虫が付き始めている。悪いが、手伝ってくれるか？」

「はい。お任せください」




　私は昼食まで、村長と一緒に畑仕事をした。

　村に近づいていた大きな魔物か魔獣は、ゲートボアと呼ばれる大きな猪だった。

　クロさんの娘婿のウノさんが、倒したとのことだ。




　昼食は、村長と一緒に取る。

　メイドが主と一緒に食事をするのは避けるべきなのだが、村長に誘われたのを断るのはもっと避けるべき。

　誘われたから仕方がない。

　いや、〝村長〟当番の特権とか思っていないから。その証拠にちゃんと役目を果たす。




「村の南西ですが、家と森の距離が近いので、もう少し広げてほしいという意見を聞いています」




　物覚えの悪い私でも、内容が内容なだけに間違えない。

〝村〟当番の者から聞いた話だが、森が近いので虫が多く寄ってくるらしい。

　寄ってきた虫はザブトンさんの子供たちが捕まえているので被害はないのだけど、巣に捕まっている虫の多さに獣人族の子たちが泣き出してしまったのだ。

　私も一度見たけど、あれはトラウマになる。

　うん、早急になんとかしてほしい。ザブトンさんたちなら平気で、他の虫なら駄目というのも変なのだけど……。

　昼食も美味しかった。




　昼食のあと、今日の村長は戦闘訓練のようだ。

　物作りになると、手伝える時と手伝えない時があるので訓練はありがたい。

　私も鬼人族として、それなりに戦える。

　武器は剣。防具は盾。一般的なソードマンスタイル。

　さあ、村長。私と一緒に訓練を！

　とか思っているのに、邪魔な者たちが多い。

　戦闘訓練は村長と接する数少ない機会だ。人気がある。

　こういった時、メイドとして村長の傍にいることが多い私たちは、一歩引くことをアンさまから命じられている。

　村で生きていくための術すべだ。術なのはわかるけど、悔しい。

　ううっ、私も村長と模擬戦したかった。

　仕方がない。私は文官娘衆の一人に相手してもらおう。向こうが何か嫌がっている気がするけど、気のせい気のせい。

　さあ、ファイトだ。

「よろしくお願いします」

「鬼人族相手に勝てるわけないじゃない！　いやだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　彼女は頑張ったと評しておこう。







　日が沈み始めたので家に戻る。長いようで短い一日だった。

　いやいや、これからが本番だ。

　夕食。

　朝食と同じように、厨房にある小さなテーブルで食べる。

「ぶふっ！」

　痛烈な味が口内を襲った。噴き出さなかったのを褒めてほしい。

「なに、これ？」

「新作なんですけど……どうも上手くいかなくて」

「それ、失敗作って言わない？」

「認めなければ、失敗ではありません」

「ほほう。では、自分の食事はこれだけでも不満はないと？」

「私は味見でお腹いっぱいです」




　くっ。

　今日の料理当番は、料理下手とは聞かないから油断した。

　朝、昼と大丈夫だったのは偶然？　ひょっとして、朝と昼はアンさまが見張っていたのかもしれない。




「そのお皿以外は、いつも通りだから安心してください」

「できれば、全部をいつも通りにしてほしかった」

　食堂の村長は大丈夫だろうか？　村長のことだから、無理して食べるんだろう。

　…………。

　私には無理だ。失敗料理以外を美味しくいただくことにした。




　夕食のあとはのんびりタイム。

　村長はアルフレートさまやティゼルさまとの団だん欒らんを楽しむ。

　いい光景だ。あの中に、私の子供がいたりしても……妄想が膨らむが、振り払う。

　まだ仕事中。気を抜いてはいけない。




　私は〝家〟当番の者に村長を任せ、村長のお風呂道具を用意する。同時に私の分も。

　気合が溢あふれそうになるが、まだ抑える。まだだ。ふふふ。

　村長が家族との団欒を終え、お風呂に向かうので即座にお風呂道具を渡す。

　本来はメイドが持つべきなのだが、村長がそれぐらいは自分で持つと言って譲ってくれない。まあ、これぐらいは許容範囲だ。

　私は村長の後ろを歩きながら、お風呂に向かう。

　いつも使っている女性風呂ではなく、村長専用のお風呂。

　村長の背中を流すために。〝村長〟当番の特権の一つだ。お風呂場にはライバルが多いけど、ここはみんな譲ってくれる。

　それをありがたく受け取り、村長の背中を洗い、お湯で流す。

　さすがに前は洗わせてくれない。

　背中も昔は洗わせてくれなかったのだけど、鬼人族メイド一同による嘆願の成果で洗えるようになった。日々、コツコツと努力したのが実ったのは嬉うれしいし、無駄にはしない。

　村長の背中。普通だ。普通の男性の肉体。

　鬼人族の男性に比べれば、貧相と言ってもいいだろう。

　しかし、この背中に重責が圧おし掛かっているのだ。私がその一助になれればと思う。







　お風呂から上がれば、一気に緊張感が高まる。

　村長がお風呂から出た情報は、あっという間に広がっているからだ。

　村長には秘密の会議で順番は決められているのだが、暴走する者は当然いる。最近は獣人族の娘たちも油断できない。

　鉄壁のガードで、村長を安全にお部屋にまでお連れする。それが私の使命。それが〝村長〟当番の目的。

　そして、今日の私の仕事は、そこまで。村長をお部屋にお連れしたあとは自由だ。ふふふ。

　お風呂場から村長の家までが、とても長く感じる。







　翌朝。

　いつも通りに日の出前に目が覚める。

　急ぎ、身体を清めて身支度を整える。

　温かいお湯とタオルを用意し、寝ている村長に一方的に挨拶をして連絡板のある場所に移動する。

　今日の当番表は見なくてもわかる。

〝村長〟当番の次は、〝休み〟当番だ。でも、一応確認。

　連絡板に何も書かれていないことを確認し、朝礼を待つ。

　今日一日はお休み。逆に言えば、何をしてもいい日ということだ。

　つまり、働くのも可。何をするかは決めていないが、とりあえず村長の部屋の清掃を手伝わせてもらおうと思う。

　忘れ物があったら恥ずかしいから。




　今日も一日、頑張ろう。
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　私の名はヒテルトー。山エルフです。

　一族の長であるヤーさまの補佐をしています。

　本来は私が長になる予定だったのですが、トップよりは二番目の方が性格にあっていると思ったので辞退しました。

　ヤーさまに押し付けた形になりましたが、結果的によかったと思います。




　ヤーさまとは幼少の頃から一緒に育ち、友人として一緒に遊んでいた時期もありました。

　年齢は私の方が少し上でしたっけ……まあ、細かいことは気にしてはいけません。

　山エルフは長寿の一族、十年、二十年は誤差です。




　さて、色々ありまして私たちの一族は〝大樹の村〟でお世話になっています。

　運がよかったのでしょう。

　美味しい食事、美味しいお酒、暖かい寝床、やりがいのある労働。村では充実した生活を送っています。一族の生活がこれほど豊かだったのは初めてではないでしょうか。

　私たちを迎え入れてくれた村長には感謝です。

　村長のため、そして村のためにはなんでもする所存です。敵に斬りかかれというなら真っ先にいきますし、寝ずに見張りをしろと言われたら、十日ぐらいは頑張ります。夜よ伽とぎを命じられたなら、恥ずかしいですがこの身を捧げる覚悟はあります。ええ、村長の見た目は悪くありませんし、一族として村長との確かな繫がりは大事です。

　まあ、この村に敵対する勢力はなさそうですし、私たちの見張りより強力なインフェルノウルフの見張りがいますからね。

　私たちとしては、仕事と夜伽で村長に恩を返したいと思うのですが……。




　仕事は問題ありません。

　幸いにも私たちの種族は先天的に手先が器用であり、〝大樹の村〟に貢献できていると思います。

　問題は夜伽。

　村長から求められるのが一番なのですけど、村長の周囲には女性の姿が多くあります。滅多なことでは声は掛からないでしょう。

　だからといって、こちらから声を掛けるのは淑女としてどうかと思います。

　あ、いや、他の方をどうこう言うつもりはありません。〝大樹の村〟は、村長を中心に動いています。誰しもが村長との確かな繫がりを求めるのはわかります。

　なのでこちらも努力しなければいけません。待ちの姿勢ではいけないのです。

　努力によって村長の目を引き、声を掛けてもらう。これです。

　これなのですが、長のヤーさまに先駆けて行うわけにはまいりません。

　序列を乱してはいけないのです。なのですが……。

　私は頭を抱え、ヤーさまを見ます。

　ヤーさまは今、大きな岩を持ち上げています。

　彼女は何をやっているのでしょうか？　聞きたくないですけど、聞いてみましょう。

「ヤーさま、何をしているのですか？」

「鍛えています」

「……少し前の一族会議で、ヤーさまは村長に声を掛けていただくために努力するという話になりましたよね」

「ですので、こうして鍛えているのです」

　私は深呼吸をします。叫びそうになったからです。まずは自分を落ち着かせます。

「とりあえず、ヤーさま。その岩を下ろしてください」

「…………？　わかりました？」

「ありがとうございます。では、もう一度、質問します。何をしているのですか？」

「え？　ですから鍛えているのです」

「なにを？」

「もちろん、筋肉をです」

　…………。

　ヤーさまは幼い頃より頭の弱い……失礼、思考の浅い……ごめんなさい、馬鹿でした。

　ですが、まさかここまでとは。

「なぜ、村長に声を掛けていただくのに、筋肉を鍛えるのですか？」

「なぜとは変なことを言いますね。男性を魅了するには筋肉。昔から言われていることではありませんか？」

　あー、なるほど。確かにそう言われています。そこは否定しません。ですが……。

「ヤーさま、伝統を重んじるのは大切ですが、現実を見ましょう」

「現実？」

「はい、現実です。筋肉は確かに大事です。男性を確保した後に守るため、他の女性を近づけないため、反抗する男性を締め付けるために」

「でしょう」

「ですが、今は男性を確保する前の段階です。その段階では筋肉は逆効果です」

「馬鹿な。男性を確保するにも必要だろう」

「それは物理的に確保する時の話です！　この村でそれをやったら色々な人を敵に回しますよ！　あと、恩を仇あだで返す気ですか！」

　ああ、いけない。怒鳴ってしまった。クールに。クールにならなければ。

「ヤーさま、わかりました。百を言うより一を見せましょう」







　私とヤーさまは、村長のお屋敷の前で待機します。

　村長がもうすぐ、ここを通るからです。

　私が村長の情報を細かく集めているのは、こういった使い方をするためではありませんが、仕方がありません。

　少しして村長の姿が見えました。

　私とヤーさまは軽く頭を下げて挨拶。本来なら地に伏せたいのですが、それは駄目だとこれまでの生活で学んでいます。

　さて、ヤーさま。どうぞ。

「任せなさい」

　村長がさらに近づいてくるなか、ヤーさまは大きな岩を抱え、一気に持ち上げました。










「ヤーさま、わかりましたか？」

「うむ」

　ヤーさまが膝を抱え、落ち込んでいます。

　かわいそうですが、仕方がありません。

　岩を持ち上げたヤーさまに対し、村長は小さな悲鳴。村長とヤーさまの距離を考えれば、攻撃されると怯えての悲鳴ではないのは確かです。明らかにヤーさまの力に、女性としての魅力を感じていませんでした。

　ええ、わかりきった結果です。

　村長の周囲にいる女性には、ヤーさまより力のある方々がいますが、その力をまったく誇示していないのです。

　逆に弱々しく……か弱い感じに。それが村長のタイプなのです。

　獲物を仕留める時は、獲物を観察する。基本中の基本でしょうが。

　それなのに、伝統に則のっとって筋肉を鍛えるとは……。

「すみません、ヒテルトー」

「謝ってもらう必要はありません。これから頑張ってください。貴女あなたが村長に声を掛けていただかないと、私たちも動けませんので」

「わかりました。ですが、その……」

「どうしました？」

「鍛える以外に、私はどうすれば？」

　…………。

　先は長そうです。




「とりあえず、薄着に。胸は……期待薄ですね。お尻を重視して、スカートの丈を短くしましょう。あと、お勉強も。村長は力よりも頭脳を求めているように思えます」

「胸のことは言わない約束でしょ！」

「文句は村長の子供を産んでからにしてください！　これ以上の筋肉は不要ですが、落とさないように維持はしてくださいよ。油断したらお腹にお肉が付きますからね」

　私たちは長寿の一族ですが、その寿命が尽きる前に村長とどうにかなってもらいたいものです。
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　新しい村作りは順調に進んでいるらしい。

　順調でないのは、お祭り実行委員会だ。




「とりあえず、どこかのお祭りをそのままするのが一番かと」

「変に混ぜても、誰も喜ばないと思います」




　お祭り実行委員会内で、時には武力をもって長く話し合われた結論だ。

　素直に各地のお祭りの名前を書き、クジで決める。

　もっと早く思いつけばよかった。

　俺はこういうの多いなぁ。




「武闘会？」




　引いたクジには、そう書かれていた。

　…………。

　武闘会ってお祭りなのか？　誰が書いたんだ？　よりにもよって、なぜこれを？　やり直しってできるかな？

　色々な思いがあるが、クジは高い紙を使って作った。一発勝負、文句なしの決意表明のためにだ。

　だから、お祭りの内容は決まった。

　武闘会だ。




　武闘会をすると村中に知らせた直後から、村の雰囲気が変わった気がする。いや、多分、本当に変わった。

　外で武術の練習をする者の数が増え、活気が出てきた。

　同時に、ルーやティア、フローラが治癒魔法を使う回数が増えた。

　フラウや文官娘衆が早朝に集まって、ランニングっぽいことを始めた。

　リザードマンの何人かが、森に入って狩りの手伝いをしている。

　グランマリアたちの飛行速度が、いつもより二割ぐらい速い気がする。

　ドワーフたちは水を入れた酒さか樽だるを持ち運びし、身体からだを鍛え始めている。

　ここまではいい。ここまではまだ許容範囲だ。

　だが……。




「ちょっと実家で鍛えてくるね」




　ハクレンがそう言ったので、思いっきり止めた。

　参加する気か？　そう聞く勇気がなかったので、審判役を押し付けた。

　不満そうだったが、俺は武術系はさっぱりだし、強い者が審判をしてくれたら助かるとの説得に応じてくれた。

　次の問題が……。




「ちょっと実家で鍛えてくる」




　ハクレンと同じことを言うラスティだ。参加する気なのだろう。

　審判役はハクレンに任せた。ラスティには……何も思いつかない。

　思いつかないが、審判が二人いちゃ駄目ってことはないだろう。




「私も戦いたい」




　駄目だった。

　考えろ、考えるんだ。

　……………………………………!!




「ラスティって、ハクレンと戦ったことはあるのか？」

「もちろん。でも、勝ったことはないけど」

「その時は竜ドラゴンの姿か？」

「そうだけど」

「人間の姿で戦ったことは？」

「ないかな？」

「そうか。じゃあ、お前とハクレンに、人間の姿での模範試合を頼みたい。ハクレンも構わないか？」

「模範試合？」

「ああ、戦いの見本だな。さすがに模範試合をした達人は、本戦に出るのは遠慮してもらうけど」




　達人と露骨に煽おだててみた。




「達人……私はいいわよー。でも、ラスティちゃんが嫌がるんじゃないかなー」

「達人……私も構わないわ。ハクレンお姉さまが相手なら、受け止めてくれるだろうし」




　二人共、ありがとう。




「よし。じゃあ、ラスティとハクレンで模範試合を頼む。ああ、審判の方もしっかり頼むぞ」

「はーい」

「わかったわ」




　よし。心の中でガッツポーズをしながら、難題をクリアした達成感に浸る。

　さて……。




「久しぶりに貴女あなたを殴れるのね。腕がなるわ」

「久しぶりすぎて、その腕が腐ってないといいですね」




　ルーとティアが口での前ぜん哨しょう戦を始めている。

　武闘会に向けて気合を入れるのは構わないが、アルフレートやティゼルを抱きながらはやめてほしい。

　武闘会前に暴発しないように、注意しよう。







　武闘会は、一般の部、戦士の部、騎士の部の三部門で実行されることになった。

　一般の部は、そのまま一般の部門。戦いを生業なりわいにしない者として、フラウ、文官娘衆、獣人族が参加する。

　戦士の部も、そのまま戦士の部。戦いではないが、狩りで森に入る者たちが参加する。主な参加者はハイエルフ、鬼人族、リザードマン、ドワーフ、山エルフ。

　騎士の部は、戦士の部の上位部門。村長権限で選ばれた者たちだけが参加資格があるとした。

　参加者はルー、ティア、グランマリア、クーデル、コローネ、ハイエルフのリア、鬼人族のアン、リザードマンのダガ、悪魔族のブルガとスティファノ。

　悪魔族の二人の強さは知らなかったが、竜のお世話係が弱いわけがないらしく、自薦他薦が揃そろってこちらの部門になった。

　騎士の部門に参加するのがあと二人。

　クロたちの中で予選が行われ、勝ち抜いたウノ。雌は妊娠している者が多く、予選は雄のみで行われたらしい。ウノが雄最強なのだろうか？　クロは負けたのか？　それとも最初っから不参加なのかな？

　もう一人は、ザブトンの子供たちの中で選考会が行われ、選出された畳半畳ぐらいの蜘蛛クモ。

　成長して大きくなったが、ラミアたちのいる南のダンジョンに潜った猛者もさの一匹だそうだ。

　名前なしだと武闘会の時に困るかなと思ったので名を付けた。




「ザブトンに比べ、丸みがあるから……マクラだ」




　俺にネーミングセンスはない。わかっている。でも、本人が喜んでいるからいいじゃないか。







　審判にハクレン、ラスティ。

　表立って不参加なのは、フローラぐらいだろうか。




「いいのか？」

「一人ぐらい治癒魔法に専念しないと、マズいと思うので」

「……悪いな」

「別の機会に返してもらいますので。それより、村長は参加しないの？」

「出ると、周りが気を使いそうだから」

「あはは。確かに」




　俺は村長として、武闘会の運営に全力を傾けるつもりだ。







　その全力が今。

　俺は居住エリアの南側の森を削って広げている。武闘会の会場を作るためだ。

　最初は居住エリアの中でやるつもりだったが、みんなの気合の入り方で少し怖くなったので急きゅう遽きょの新設だ。

　戦いの場は、二十メートル四方の四角い舞台。周囲より五十センチほど高くし、舞台は硬すぎず、柔らかすぎずに固めたり、耕したりして調整する。

　できるだけ怪我けがはないようにしたい。

　舞台から外に飛び出した時のことを考え、舞台の周囲は極端に柔らかくしておく。

　舞台の一方向を、出場者の待機場所にし、残り三方向を観客席で取り囲もうと考える。観客席は地面に直座りでいいかと思ったが、遠くに座ると見難にくくなってしまう。

　さらに武闘会は一日かける予定なので食事が出る。食事しやすいように、それなりの観客席が必要だと思い、作る。

　作るが椅子を一脚一脚作るのは手間がかかり過ぎるので、そのあたりは手を抜く。それなりに大きな木を横に倒し、上面の皮を削ってそのまま長椅子にした。舞台傍そばから奥に向けて木の直径を大きくすることで、段差もできる。

　通路スペースを忘れずに取ると、それっぽくなった。うん、会場。

　あとは少し離れた場所に、調理スペース。さらに飲食スペースも必要か。

　むう。丸太を輪切りにした簡単テーブルと、簡単椅子で許してもらおう。

　ああ、トイレも必要だな。これは多めに作ろう。トイレに困るのは辛つらいからな。スライムの確保を忘れないようにっと。

　なんだかんだでそれっぽい感じの会場ができあがった。




　さあ、祭りが始まる。










　予定外。

　ドライム、ドライムの奥さん、ドース、ライメイレンが観戦に来た。娘の発表会を楽しみにしている親という感じだった。

　ビーゼル、ユーリが見知らぬイケメン中年を連れて観戦に来た。フラウや文官娘衆の応援だろうか。

　ルーのお爺じいちゃんである始祖さんが、いつの間にか観戦席にいた。ドースと見知らぬイケメン中年、始祖さんが和やかに会話している。知り合いだろうか。

　見た感じ、見知らぬイケメン中年が少し立場が弱いみたいだ。

　南のダンジョンからラミア族が六人、武闘会に参加しに来た。戦士の部と騎士の部を希望したので受け入れた。

　ハウリン村から、いつの間にかドライムと相談して運んできてもらったガルフと他三人が参加しに来た。
















　竜にビックリしていたとか聞いたのに、慣れたね君たち。

　……まあ、作物を運ぶ竜を見ていれば慣れるか。

　こちらは全員が戦士の部を希望したので受け入れた。

　武闘会のことは極秘にしていないから、何かの連絡の際に漏れたのだろう。

　極秘にするべきだったか？　いや、祭りは賑にぎやかな方がいい。




　予定外はあったが、祭りの始まりだ。
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　武闘会の最中、村は完全にお休みとなる。

　といっても、仕事はある。

　村全体の警護に、クロの子供たちやザブトンの子供たちが頑張ってくれている。

　お祭り中に魔物に襲われでもしたら興きょう醒ざめだ。感謝しつつ、彼らの好物を差し入れておく。




　武闘会に参加する者たちの食事を作る者も必要だ。

　個人的にはアルフレートやティゼルの世話もしなければならない。

　ドースや始祖さんなどの来賓もいるわけだし、武闘会に出るだろうが、文官娘衆と鬼人族メイドたちには悪いが頑張ってもらう。

　もちろん、俺も頑張る。

　武闘会の手伝い、料理の手伝い、そして来賓のお相手。

「村長。紹介します。私の父です」

　さっそくユーリから、見知らぬイケメン中年を紹介された。ユーリの父というと……。

「魔王？」

「うむ。余がガルガルド魔王国の魔王である。ふははははははははははは」

　おおっ、魔王っぽい。

「お父さま。もう少し、フランクに」

「ユーリのパパです。よろしく」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　豹ひょう変へんする魔王に少しビックリしたけど、そのあとの会話で魔王だと再確認。

　話した感じ、普通のパパさんだったけど。




　魔王との挨拶が終わるのを見計らって、始祖さんが挨拶に来た。

「やあ。村長、突然来て悪かったね」

「いえいえ」

「お祭りは昔から好きでね。楽しませてもらうよ」

　始祖さんとは、そのあとの挨拶でやんわりとルーとの間に二人目を希望された。




　始祖さんの次はドース。

「ハクレンは迷惑を掛けていないかね」

「ははは。普段通りだと思いますよ」

　俺の返事に、ドースが満足そうに微笑ほほえんだ。




　来賓たちはなんだかんだと食べる系の手土産を持って来てくれたし、マイケルさんからは観戦できないことの悔しさを綴つづった手紙と共に、海産物の差し入れが届けられている。

　お祭りの時の差し入れは食べ物が基本なのだろうか。覚えておこう。

　そして、手土産や差し入れに感謝しつつ、見知らぬ食材と格闘する。

「村長。料理も大事ですが、そろそろ始めないとどこかで暴走しますよ」

　いかんいかん。うっかり集中してしまった。







「それでは第一回、〝大樹の村〟武闘会を行います！」

　俺の開幕の合図に、聞いていた者たちが大きな声で応える。

　その声の震動に、俺は少しビビッてしまった。




「それでは、一般の部を行います」

　一般の部の司会進行は、グランマリア。俺がするという話もあったのだが、遠慮させてもらった。

　俺には料理の手伝いという重要な任務があるからだ。とか思っていたら、特別に用意された舞台近くの席に座らされた。

　ドースたちが来た時、貴賓席っぽい場所が必要と思って観客席スペースの一部を改造した時、文官娘衆の一人に言われて作ったスペースだ。村長席だったのか。

　そして、村長として、そこで見ているようにとのことだ。

　料理の手伝いは、なぜか始祖さんとドライムの奥さんがやっていた。器用にジャガイモやニンジンの皮を剝むいている。申し訳ない。







　俺は色々と諦め、意識を一般の部の試合に向ける。




　一般の部は、クジによる対戦。連戦は基本的に行わない。

　ルールは、相手に敗北条件を与えることで勝利となる。

　敗北条件は複数。

　頭のハチマキを取られる、切られる。ギブアップを宣告する。ダウンして、十カウント以内に起き上がらない。舞台以外の場所に接地するリングアウト。審判から、戦闘続行不能と判断される。以上の五つ。

　なので、主な勝利の方法は、相手の頭のハチマキを奪うか、舞台から押し出すことになると予想する。

　最初、他の者たちが考えていたルールは、相手を戦闘不能にするかギブアップさせれば勝利というワイルドなものだったので、ルール追加で少しマイルドにした。

　また、大前提ルールとして、武器は最大二つまで。試合開始前に相手に見せ、布を巻くなどのダメージを軽減させる処理を行わなければならない。

　防具は自由。魔法も自由。

　また、これはお祭りであって殺し合いではないので、相手を死亡させてしまった場合は即座に失格敗北、さらに重いペナルティーを加えることになっている。

　ペナルティーの詳細は伝えていない。

　下手にペナルティーの詳細を伝えると、いないとは思うがその程度なら構わないかと考える者が出ても困るからだ。

　俺の中の常識では、相手を死亡させるまではやらないと思うが……戦いに酔うというか、興奮することはあるからな。

　そのあたりは油断できない。

　審判の判断に期待しよう。




　審判のハクレンが舞台に上がったあと、グランマリアから最初の対戦者が発表される。

　第一試合は、獣人族の娘と、文官娘衆の一人だ。

　双方共、普段はスカートだが今はズボンを着用している。俺がそう推奨しておいた。

　獣人族の娘は両手に短めの短剣を持ち、文官娘は普通の剣と盾を装備している。




「始めっ！」




　ハクレンの掛け声で舞台の上で戦いが始まり、それを取り囲む村人や観戦者たちの興奮が高まっていく。

　応援は自由だが、相手を罵倒する系は駄目と事前に伝えているので今のところは綺き麗れいな声援だ。

　試合は、あっと言う間に終わった。

　まずは獣人族の娘が身を低くして突撃、文官娘は盾でそれを防ごうとしたところで、獣人族の娘は右前に転がるかのような勢いで移動。

　文官娘は剣を右手に持っているので、そこから遠ざかる形で横を取った。が、剣からは遠ざかったものの、盾は目の前にある。

　そのあと、どうするのかと思ったら、獣人族の娘は足を伸ばして盾の下に見えている文官娘の足を引っ掛け、転ばせようとした。

　文官娘は足を引っ掛けられ、体勢が崩れはしたが転ぶまではいかなかった。

　逆に獣人族の娘が伸ばしている足を盾で殴り、ヒット。獣人族の娘は足を引きながらまた右前に向けて転がる。徹底して剣から遠ざかる作戦のようだ。

　それを見て、文官娘は思い切って身体を右側に大きく回し、転がる獣人族の娘を迎え打つ形で剣を振るった。先回りということだろう。

　獣人族の娘も負けず、両手に持つ二本の短い剣を振るった。

　そしてハチマキが舞う。

　転がった分だけ身体と頭が低い位置にあった獣人族の娘のハチマキに、文官娘の剣が当たって飛んだようだ。

　獣人族の娘の振るった二本の短い剣は、文官娘の脇腹をとらえていたが、布を巻いてダメージを軽減しているのでダウンさせるほどではなかった。




「決着！　そこまで！」




　ハクレンが試合を止め、相手のハチマキを落とした文官娘の勝利を告げた。

　会場から歓声が上がった。




「今のは思い切りましたね。一瞬とはいえ、相手に背中を見せるのですから」




　グランマリアが今の一戦の解説をしながら、互いに今後のための注意点を伝えていく。

　うん、俺には無理な仕事だな。

　俺は俺の仕事をする。

　勝利した文官娘が、俺の前にやって来た。

　俺は彼女を褒め、そして勝利者として褒ほう賞しょうメダルを一枚、渡した。

　文官娘は褒賞メダルを満面の笑みで受け取ったあと、苦痛で悶もだえ、フローラが慌てて治癒魔法を使った。

　獣人族の二本の剣が脇腹に当たったのは、それなりのダメージだったようだ。

　いや、痛いなら我慢しなくていいからな。先に治療を受けよう。




　こんな感じで一般の部は行われた。

　幸いにして、大きな怪我人は出なかった。

　小さな怪我人に関しては……ノーコメントで。
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　一般の部のベストバウトは、フラウと獣人族のセナとの戦いだろう。

　大抵の試合が一分以内に終わっていたのに、二人の戦いは五分ぐらい続けられた。

　フラウは片手剣に魔法を使い、セナはなんと無手。

　試合的には摑つかんだら投げるセナを、フラウが逃げつつハチマキを狙うという展開。

　最終的に、二人でもつれ合いながら舞台から落ちるという両者負けで勝負が終わった。

　両者負けなので褒賞メダルは渡せなかったが、いい試合をしたということで褒める言葉をかけた。

　しかし、セナ。投げキャラだったのか……知らなかった。

　そして、観戦席のビーゼル、ユーリ、魔王の応援は熱かった。

「惜しかったな」

「あと少しでした」

「ビーゼルの娘もなかなかやるではないか。しかし、まだ若い獣人族なのに、あそこまで戦えるのか……うーむ」







　一般の部が終わると、戦士の部が始まる。

　こちらは試合で勝った者が舞台に残り、次の対戦相手と戦う勝ち抜き方式。

　勝ち抜いた数がもっとも多い者が優勝となる。

　最初はトーナメント方式でやろうと思ったのだが、参加人数が多いので諦めた。一試合を一分前後と考え、選手の入れ替えをスムーズに行ったとしても、かなり時間を取られる。

　舞台が複数用意できるなら、それでもよかったのだが……このあたりは今後の課題だな。

　まあ、来年も武闘会だったらだけど。




　戦士の部は、ハイエルフ、鬼人族、リザードマン、ドワーフ、山エルフ、それにハウリン村の獣人族や南のダンジョンのラミアが参加する。

　勝ち抜き方式にしたのは正解だったかもしれないが、組み合わせ運が大きいようにも思える。

　この戦士の部あたりから、料理の手伝いをしていた始祖さんやドライムの奥さんも観戦席に座った。




　試合のルールは、ほぼ一般の部と同じ。

　ただ、頭のハチマキ以外に両手、両足にも布を装着。

　ラミアの場合は足の代わりに尻尾に装着し、リザードマンの場合は両足と尻尾に装着する。

　そして、このハチマキを含めた布が二カ所以上取られたら敗北となる。

　大きく一般の部と違うのは、負けたあとの再チャレンジが可能なこと。

　治癒魔法を使うフローラが許可を出せば、また列に並べるのだ。

　そして、最低でも参加者が一巡したあと、こちらの予定している時間まで試合を行うことになっている。




　審判はハクレンからラスティにチェンジ。

　司会進行は、グランマリアからフラウにチェンジ。

　グランマリアは、このあとの騎士の部に出るからだ。フラウに試合のダメージがなくてよかった。いや、フローラの治癒魔法のおかげかな。

　ああ、ビーゼル、ユーリ、魔王、司会進行の応援は遠慮してもらえると助かる。







　試合は次々と行われた。

　敗者が舞台から移動させられると、すぐに次の挑戦者が登場するからだ。

　ほとんどインターバルがなく連戦になるので、連続して勝ち抜ける者は少ない。

　勝ったあと、すぐに負ける者が大半だ。

　そんな中、頑張ったのがドワーフのドノバン、山エルフのヤー、ハウリン村のガルフ。

　そして南のダンジョンのラミア族。

　戦士の部にはラミアが四人参加しているが、どれも強い。近距離は剣で攻撃し、遠距離になれば魔法。さらに接近戦になると、尻尾による巻きつき攻撃が効果的だ。巻きつけられると、ほとんどの者が抜け出せない。

　審判のラスティがそこで試合を止める。ナイス判断だと思う。

　今のところ、ラミアの巻きつき攻撃に耐えられたのはドワーフのドノバン。

　巻きつきの圧力に耐え、目の前にある尻尾の布を奪取し、その前に腕の布を落としていたので勝利となったのだ。

　他の者は、巻きつき攻撃を避けることを重視。

　そんな感じで、戦士の部ではラミア族がキーマンだった。

　そして一巡したあと、山エルフのヤーとハウリン村のガルフの勝ち抜き数が共に四つで最高だった。

　山エルフのヤーは、誰が相手でも中距離を徹底して維持し、片手剣と魔法攻撃で勝ち進んだ。

　連勝が止まったのは、ハイエルフの一人が接近戦に持ち込み、乱戦の末に場外に落ちてしまったからだ。

　ハウリン村のガルフは、ラミアとの対戦がなかった運のよさもあったが、それなりに強いと俺の横にいた鬼人族メイドが説明してくれた。

　力と速度で相手を翻ほん弄ろうしながら、相手の弱い部分を狙う戦法。今回の布を二カ所取ったら勝ちというルールも彼には有利に働いたらしい。

　ガルフを負かしたのはリザードマン。

　尻尾がある種族との戦いに、ガルフが慣れていなかったのが敗因らしい。何度かリザードマンたちと戦えば、そうそう負けないようになるらしい。




「それぐらいでなければ森の中を通って、この村にまで来られませんよ。まあ、今回は竜を使っていましたが」




　鬼人族メイドはそう言っていた。なるほど。

　戦士の部の予定時間もあと少し。

　このままでは二人の優勝で決まりかな。

　そう思っていたら、参加者も空気を読んだのだろう。

　試合の辞退が相次ぎ、舞台の上にはヤーとガルフが立っていた。

　決着をつけるということなのだろう。




「お相手、お願いします」

「俺は勝つために来たんだ。恨むなよ」

　ラスティの開始の声で、熱戦が始まった。

　ヤーは普段の服装に手てっ甲こうや脛すね当あてを着け、片手剣。
















　魔法が使えるので、距離を取った戦い方をする。

　ガルフは、前に村に来た時と同じ歴戦の戦士のような皮かわ鎧よろいと、片手剣。

　ガルフも魔法は使えるらしいが、ヤーには敵かなわないのだろう。

　接近戦を挑もうと積極的に前に出る。

　互いに得意な距離を取った方が勝ちということなのだろう。

　俺には凄すご腕うで同士の剣舞を見ている感じだった。どっちがどう有利かわからない。

　突如大きな音がしたと思ったら、ヤーの持つ片手剣が空中に舞っていた。

　ヤーが負けた？

　そう思った瞬間、先ほどまで片手剣を持っていたヤーの手がガルフの手首を摑み、引き寄せる。

　そのため、ガルフの剣がヤーに届かない。瞬時にガルフは剣の柄つかで攻撃しようとしたが遅かった。

　ヤーは摑んだガルフの手首をそのまま引っ張り、背負って放り投げていた。

「な、なんのっ！」

　ガルフの身体が宙で三回ほど回転したが、体勢を立て直して両足で着地。

　ノーダメージのようだ。

　だが、ガルフの立っている場所は舞台の外だった。




「決着！　勝者、ヤー！」




　ラスティの宣言で、戦士の部の優勝者が決まった。







　一般の部と違い、戦士の部の優勝者であるヤーには褒賞メダルを七枚渡す。

「ありがとうございます」




　さらに、ドワーフのドノバン、ラミア族の四人、ガルフを優秀選手として褒賞メダルを三枚ずつ渡した。

「村長、この褒賞メダルとは？」

　ガルフが少し困った顔で俺に聞いてきたので、リストを見せながら説明する。

「ここに書かれている品と交換できるんだ。ハウリン村に持ち帰っても価値がないから、帰る前に交換してくれ」

「なるほど。いや、一枚は記念にもらっておく。交換は残りの二枚を……本当に色々あるな。少し考える」

　了承した。




　最後に、優勝者のヤーや優秀選手以外の者で、戦士の部で一勝でもした者に褒賞メダルを一枚ずつ渡す。

　これにて戦士の部は終了。

　こちらも大怪我した者が出なくてよかった。







　休憩を挟み、次は騎士の部である。

　が、その前に本格的な食事が始まる。

　一般の部が始まった頃から、食事はスタートしていた。

　料理を提供する場所を何カ所か用意し、欲しい物を取りに行くバイキングスタイル……というかお祭りの屋台のような感じかな？

　基本、無料で食べ放題。

　舞台から離れた場所に飲食スペースを用意したが人気はなく、大半が観客席に持ち込んで食べていた。

　酒も振る舞われているが、武闘会に出る者が飲むのは推奨しないというか禁止。

　なので、武闘会に出ない人でも夜まで本格的に飲まないように注意はしておいた。




　ドースたちに、自分で取りに行かせるのもなんだったので、武闘会に出ない鬼人族メイドや文官娘衆にお世話をお願いしておいた。

　が、すぐに自分たちで取りに行くようになってしまった。

　料理の種類を多く用意し過ぎただろうか。いや、お祭りだ。賑やかな方がいい。




　俺も食事を楽しむ。

　ルーやティアは騎士の部に参加するので、すでに食事は終わらせて調整に入っている。頑張れ。

　俺はアルフレートやティゼル、そしてその面倒を見てくれている鬼人族メイドたちと共に、お祭りの雰囲気を楽しんだ。
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　メインイベント。武闘会、騎士の部。

　まずは出場者紹介。





　・ルー（吸血鬼）

　・ティア（天使族）

　・グランマリア（天使族）

　・クーデル（天使族）

　・コローネ（天使族）

　・リア（ハイエルフ）

　・アン（鬼人族）

　・ダガ（リザードマン）

　・ブルガ（悪魔族）

　・スティファノ（悪魔族）

　・ウノ（インフェルノウルフ）

　・マクラ（ザブトンの子）

　・ジュネア（ラミア）

　・スーネア（ラミア）






　舞台の上に勢ぞろいする。

　ジュネアとスーネアは、南のダンジョンの主ぬしと戦士長。

　クロとザブトンの子供たちに連れられ、この村に来た者たちだ。

　あの時いたもう一人は留守番らしい。







　騎士の部は、トーナメント方式。

　相手を戦闘不能にする、もしくはギブアップ宣言をさせれば勝利だ。

　これまでのハチマキルールやリングアウトがなくなり、かなりガチな戦いになる。

　舞台外に出たらアウトのルールがなくなったのは、飛べる選手が有利すぎるからだ。

　逆に、舞台から遠くに行き過ぎると、審判の判断で勝敗が告げられる。

　武器は自由、ダメージを軽減する処理は行わない。参加者は寸止め、手加減ができると判断された結果だ。

　俺は反対したが、武器に細工する方が逆に危ないからと説得された。そうなのだろうか？







　一試合は最大で十五分ぐらい。曖昧なのは俺が適当に作った砂時計を使うからだ。

　十五分で決着がつかない時は、俺の判定で勝敗が決まる手はずとなっている。

　出番がないことを祈りたい。

　そして、できれば参加者に怪我がないことを祈る。







　審判はラスティからハクレンに戻った。

　司会進行は、引き続きフラウ。







　舞台の上で勢ぞろいした参加者は、クジを引いてトーナメントの開始場所を決める。

　十四人なので、二人が不戦勝となる。

　さあ、どうなるか。
















　さて、騎士の部、第一試合はティアとグランマリアの対決。

　いきなりの天使族対決。グランマリアがかなり絶望的な顔をしているが、頑張ってもらおう。

　瞬殺だった。

　ティアがグランマリアを圧倒して終わった。







　第二試合はルーとアンの戦い。

　アンはこの村に来る前は、ルーとフローラを主あるじとしてメイドをしていたので、色々と複雑だろう。

　やり難いかな？




「千載一遇のチャンスですね」

　アンの呟つぶやきは、聞かなかったことにしよう。

　試合は泥仕合という名が相応ふさわしい戦いだった。

　アンが超近接戦を求め、ルーがそこから逃れようとする戦い。

　互いに無手なので、鈍い打撃音が舞台の上に響くが、双方共に倒れない。

　ダメージ的にはアンの方がキツそうだが……。

「もう少し、部屋の片付けをしてくださいっ！」

　アンの反撃は衰えない。

「が、頑張ってるもん」

　ルーの反論。

「使ったら、元の場所にっ！」

「すぐに使うから、あそこに置いてるの」

　…………。

　アンは色々と溜ため込んでいるのかもしれない。少し優しくしよう。

　そして、自分の生活を見つめ直そう。うん、それがいい。

　試合は時間いっぱい使われ、最後は判定に。と思ったら、ハクレンが試合を止めたタイミングでアンがダウンして気絶。ルーの勝利となった。




「ルールーシー。ちょっと来なさい。君の生活に関して、お話をしようじゃないか」

　勝者のルーは、始祖さんと少し長いお話をすることになった。頑張れ。







　第三試合は、ラミアのジュネアとクーデル。

　飛べるクーデルが有利だろうか？　個人的にはクーデルを応援したいが……どうなるかな？

　試合開始直後、予想通りにクーデルは上空に。

　ラミアであるジュネアは受け身になるしかないと思っていたら、なんと長い尻尾をバネのようにして垂直ジャンプ！　ジュネアが飛んでくることを予想していなかったクーデルには奇襲になり、巻きつかれてしまう。

「くっ、やっかいな」

　そしてそのまま落下。勝負が決まったかと思ったが、クーデルも負けていない。

「な、なんだこのパワーは」

「日々の訓練の賜たま物ものです」

　ジュネアの巻きつき攻撃を腕力で解き、そのまま尻尾を持っての振り回し。パワーキャラっぽい戦い方で、少しビビる。

　試合はその後、ジュネアが反撃を行ったがクーデルは受け切り、クーデルの勝利となった。

　身内贔屓びいきかもしれないが、よかった。







　第四試合。

　ハイエルフのリアと悪魔族のブルガの戦い。

　リアは迷わずに騎士の部に出たが……自信があるのだろうか？　自薦も他薦も揃っていたから了承したけど、不安になる。

　考えてみれば、リアの強さはよく知らない。森で狩りをするのだから、弓で戦うのだろうか？　遠距離戦かな？

　できれば、怪我をしないでほしい。

　ブルガは、ラスティの世話係なので、なんだかんだと会話する機会がある。

　機会はあるが……戦闘に関しては知らないなぁ。

　ラスティやハクレンの話では、弱かったら竜の世話係などできないという話だが……。

　服装はいつも通りの執事服。

　ここに来てすぐはメイド服を着たり、村娘のような格好をしたりしていたのだが、個性がと叫んで執事服に落ち着いた。

　個性に拘こだわるわりには、スティファノも同じ執事服なのはなぜだろう？

　ともかく試合が始まった。

　リアは予想通り、距離を取って弓での攻撃。一本を射うったと思った次の瞬間には、次の矢がセットされている早業に驚かされる。

　対するブルガは……分身？　しかも全てが別の行動をしている。

　魔法攻撃、投げナイフ、短剣、そして打撃。

　互いの攻撃が被かぶらないように少しずつポイントをずらしているのがわかる。

　それは圧倒的な攻撃だったが、リアはその全ての攻撃を矢で打ち落とした。

　魔法を、ナイフを、短剣を、そして打撃を放つ拳に矢が当たる。

　攻撃を全て打ち落とした上で、さらにまだ矢に余裕があり、ブルガの身体を的確に狙っていた。

　矢がブルガの身体に当たるたびに、身体が消えていく。

　そして、矢の一本がブルガの胸に突き刺さり、その身体は消えなかった。

　本体に当たったのかと理解すると同時にそのビジュアルに俺は焦あせった。

　さすがにそれはマズいだろっ！

　俺は審判のハクレンを見たが、特に何も動かない。噓うそだろ。

　俺が試合中止だと叫びかけたところで、矢の刺さったブルガの身体が消えた。




「あはは。引っ掛かってくれないか」




　いつの間にか、舞台の端にブルガが立っていた。

　無傷だ。




「あれで油断してくれたら、楽だったんだけどね」




　喋しゃべるブルガに、リアは遠慮なく矢を放つ。しかし、ブルガはその矢を難なく避よける。

　避けた矢は、舞台の外に飛び出すと急に失速して地面に落ちる。飛び道具避けの魔法の効果だ。

　弓を使うリアのために、ハクレンが試合前に観客席に向けてかけてくれた。




「ハクレンさまのおかげで、矢を受けなくていいから助かります」




　ブルガは余裕を持って、ハクレンに頭を下げる。頭を下げながらも矢は避ける。

　リアも避けやすいであろう直線的な矢だけを放っているわけではない。どういった仕掛けか右や左に曲がる矢を交ぜて放ったりしている。

　それを全て避け、ブルガは笑う。まさしく悪魔の笑いだ。

　ブルガの身体がフッと消えた瞬間、弓を構えるリアの背後に現れた。同時にリアは弓と矢を捨て、腰の短刀を抜いて斬り付けた。ブルガは上半身を反らしてその短刀の一撃を避け、反撃とばかりにリアの周囲に八体の分身を出す

　八体のブルガは構えるだけで、攻撃しない。リアも動かない。

　そして、リアがギブアップ宣言をした。




「さすがにこの数は捌さばききれません。もう少し減らしてください」

「あはは。七体なら捌けた？」

「七体なら、まだチャンスはあったかと」

「だよね。だから八体。手て強ごわかったよ」

「そう言ってもらえると嬉うれしいですが……完敗です」




　試合はブルガの勝利で終わった。




「ブルガって強いんだな」




　横にいる鬼人族メイドにそう言うと、ご存じなかったのですかと返された。

　知らなかったが、ブルガはそれなりに強いことで有名らしい。

　俺、知らないことが多いなぁ。
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　武闘会、騎士の部。

　次の試合は、ラミア族のスーネアとインフェルノウルフのウノ。

　ウノが登場すると、観客席の外周部にクロたちが姿を見せた。ウノのパートナーであるクロサンの姿もある。

　俺の気のせいかもしれないが、ウノの気合が満ち溢あふれているように見える。

　対してスーネアは、弱気だ。




「大丈夫。あの時とは違う、一対一。一対一なら負けない」




　過去のトラウマと戦っているようだ。

　スーネアが手に持つのは短めの槍やり。槍の先は三又になっており、海神が持つ武器みたいだ。

　さてどうなるか。

　審判のハクレンが「始め」の合図を出すと、ウノの角が光り輝き、全身の毛がブワッと広がり、一回り体格が大きくなったように見えた。

　おおっ。見たことのない姿。強そう。

　俺は驚いたが、スーネアは驚かなかった。

　見慣れていたのかな？

　スーネアは尻尾をバネのようにまとめて、力を溜めた。ジュネアが見せた尻尾を使ったジャンプの態勢だ。




「うらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　そして、スーネアは奇声を上げながら短い槍を構えてウノに向かってジャンプ。

　ウノはそれを大きく横に飛んで避けた。

　と思ったらスーネアの軌道が変化し、避けたウノを追撃した。

　空中でどうやってと思ったら、スーネアの尻尾の先が地面から離れていなかった。

　ジャンプしたように見せて、実は身体を伸ばしていただけか？

　ウノは逃げ切れないと迎撃のために牙を見せた。

　そして、交差したと思ったら……いつの間にかウノがスーネアの首を嚙かんでおり、審判がストップを掛けた。




「そこまで！　勝者、ウノ！」




　その声に、観戦していたクロたちが遠吠ぼえを始めた。舞台上のウノは、少し誇らしげだった。




「ううっ、勝てなかった……」

「スーネア。貴女は頑張ったわ」

「ジュネアさま」

「また明日から、私と一緒に修行をしなおしましょう」

「はい」




　首を嚙まれたスーネアにダメージはなさそうだ。

　甘嚙みだったのだろうか？　なんにせよ、怪我がなくてよかった。




　一回戦、最後の試合はダガとマクラ。

　体格的にはダガが圧倒。マクラは畳半分ぐらいの大きさだ。

　だが、マクラには八本の足がある。そして糸攻撃。

　ダガは剣と盾を持ったオーソドックスなソードマンスタイルに、尻尾攻撃がある。

　正直なところ、ダガがマクラをつぶさないか心配だ。

　試合が始まった。

　展開はダガの剣や尻尾による攻撃を、マクラが軽快に避けるといった形。

　マクラは攻撃せず、回避に専念しているように見えた。このままでは、いつかダガの攻撃がヒットして勝負がつく。素人の俺はそう思ったが、観客は違ったらしい。




「危ないぞっ！」

「急ぎなさいっ！」

「あと少しです！」




　まるでダガが劣勢であるかのような声援。

　どういうことだと頭を傾けた時、舞台の上でキラリと何かが光った。

　え？　あっ……糸。

　マクラは糸を無数に出しており、一部はすでにダガの身体に絡からみ付いていた。

　俺がそれを確認したのが合図だったのか、ダガの身体に目に見えて糸が絡み付き、動きを阻害していく。

　ダガの動きが目に見えて鈍くなったところで、マクラが飛び上がり、ダガの頭の上に乗った。




「そこまで！　勝者、マクラ！」




　勝負が決した。

　マクラ、強い。

　マクラが片足を上げ、こちらに振ってきたので俺も返した。




　司会進行のフラウが、敗者のダガに質問する。

「障害物がないのだから、剣や尻尾に拘らずに格闘に持ち込むべきだったのでは？」

「格闘か……」

　ダガはマクラを呼ぶ。

「俺の速度では、摑むことは難しいだろうし……」

　ダガが近くに来たマクラの横に座ると、マクラは二本の足を使って座った姿勢のダガをそのまま持ち上げた。

「パワーでも勝てない。俺が勝つには、あれしかなかったと思う」

「あはは。失礼しました」







　一回戦が終了した。

　二回戦の対戦はトーナメント表では次のようになる。
















　しかし、ここで少しの休憩が入る。

　一回戦不戦勝だった者と、戦った者の差を少しでも埋めるためだ。

　その休憩時間に行われるのが模範試合。ハクレンとラスティの人間形態での戦いだ。




　ハクレンとラスティが舞台の上に立った。

　二人はいつものスカート姿ではなく、動くためのズボン姿。ラスティはズボンのお尻部分を改造して尻尾を出している。

　鎧などは装着せず、武器も持っていない。髪を後ろでまとめており、まるでこれからランニングでも始めるかのような格好だ。




「頑張ろうねー」

「負けません」




　気合が入っているのか、入っていないのか……。

　あー……でも、村に来た時のことを考えると、やり過ぎないか心配でもある。

　ラスティは切れると怖いからなぁ。

　ハクレンは……切れてもどこかで冷静な部分があるからそれほど心配していない。

　あ、でも、悪ふざけで暴れる可能性がある。不安だ。







　模範試合でも、審判は必要だ。

　これまでの審判役だったハクレンとラスティの試合なので、代わりの審判が必要になる。

　事前に誰かにお願いしようと思ったが、誰も自信がないと辞退されてしまった。

　なので俺がやる予定だったのだが、観戦にドライムが来たのでお願いした。ドライムは不安そうな顔をしながらも引き受けてくれたのだが、なぜかドースが審判に収まっていた。




「公平なジャッジを約束しよう」




　そう言われると、断れない。

　いや、願ってもない。よろしくお願いします。







　模範試合が始まった。

　始まって思い出したのが、昔読んだ漫画。

　舞台の上の二人の動きが速くて、捉え切れない。いや、身体の位置はわかるが、手足が時々消え、現れたと思ったら相手に当たっている。遠くで見ているのに動きがわからないって……どれだけ速いんだ？

　舞台の上に突風が巻き起こる。その様子にドースが魔法を使い、舞台の周辺に膜を作った。

　観客席にいる者たちを守るためだろう。ありがとう。ドースが審判でよかった。

　そして、二人に模範試合とか提案した自分を反省する。

　できるだけ、被害が少ないようにお願いします。




　模範試合は五分ほど続いた。

　最初は舞台上を移動していたが、今は舞台中央で足を止めての打ち合い。見やすくて助かる。

　状況はハクレンが優勢。ただ、ラスティも負けずに反撃し、何度かいい打撃を与えている。

　ラスティの攻撃が当たるのは主にショートアッパー。

　ハクレンは下からの攻撃が苦手なのか？　まさか、自分の胸が邪魔で見えないとか？　……ありうる。

　考えていると、またラスティのショートアッパーがハクレンの顎を捉えた。

　かなり深く入ったらしく、ハクレンの顔が大きく上を向く。ラスティのチャンスだ。

　ラスティもそう思ったのだろう。

　力を込めて次の一撃をハクレンのボディーに打ち込んだ。ハクレンの身体がくの字に折れたところに、ラスティの打撃がハクレンの顔面を襲う。

　今更ながらだが、グローブを着用させるべきだったかと反省する。

　ラッシュ！

　ラスティの連打が、ハクレンにヒットする。連打だが、一撃一撃は重い音を立てている。

　このままラスティの勝利か？

　違った。

　殴られながらも、ハクレンは一歩前に足を踏み出した。

「え？」

　そしてラスティの顔面に向けてのオーバースイングのストレート。

　ハクレンの拳がラスティの顔面にヒットし、そのまま地面に叩きつけた。

　大きな音、そして舞台に入った大きなヒビ。

　動かないラスティ。




「そこまで！　模範試合、終了！」




　無事なのか？　死んでいないか？　俺の不安は、即座に解消された。

　ラスティがピクリと動いたと思うと、そのまま普通に立ち上がった。

「うう、勝てなかった……」

「まだ譲らないわよー」

　二人して和気藹あい々あい。

　あれだけ殴り合ったのにダメージを感じさせない。

　殴られた顔とか他の場所に……アザすらない。

　これが竜か。驚く俺に、審判役のドースの言葉が届いた。

「二人共、人間の姿での加減が上手うまくなったな」

「でしょー」

「あはは。ありがとう。お爺さま」

　…………あれで加減か。

　竜の姿で戦ったら……考えないようにしながら、俺は戦った二人を労ねぎらった。

　さあ、次は二回戦だ。




　ああ、その前にヒビの入った舞台の修理だな。わかってる。急ぐ。
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　二回戦第一試合。

　スティファノとティアの戦い。悪魔族と天使族の戦いだが……。因縁的なものでもあるのだろうか？




「この前は薬草を譲っていただき、ありがとうございます」

「構いませんよ。それより今日は魔法研究の成果をお見せします」

　因縁は特になさそうだ。

　一回戦でグランマリアを圧倒したティアだが、スティファノ相手ではどうだろうか？

　スティファノがどれだけ強いか知らないが、ブルガと同程度ならいい勝負になるかもしれない。

　審判はハクレン。模範試合の影響はなさそうだ。




「始めっ！」




　宣言と同時に、スティファノが呪文を詠唱。

　自分の足元から漆黒の槍が無数に飛び出し、ティアを狙った。

　ティアは空に逃げず、優雅に回転しながら横に移動して漆黒の槍を避ける。

　ティアの魔法による反撃。スティファノの身体がいきなり燃え上がった。

　その光景に、俺はビビる。マジか？

　俺の心配を無視して、スティファノの足元から飛び出していた漆黒の槍が大きなマントに姿を変え、燃え上がったスティファノを包み込んだ。炎が隠される。

　炎を包んだマントが解かれると、中には誰もいない。手品みたいだ。

　スティファノの姿は、ティアの背後にあった。

　スティファノがティアに組み付いたと思ったら、スティファノの全身から漆黒の槍が飛び出し、ティアの身体を貫いた。

「うおっ」

　思わず声を出してしまう。だが、ティアは無事だった。

「相性の面で、私が有利でしたね」

　ティアを貫いた漆黒の槍が崩れて消える。突き刺した部分に貫通痕はない。

　逆にスティファノの身体に、いつの間にか真っ白な槍が三本、突き刺さっていた。

「ですね。ギブアップです」

　スティファノとティアの戦いは、ティアの勝利で終わった。

　終わったが、俺は慌ててスティファノに声を掛ける。

「スティファノ、大丈夫か？」

「あら、村長。ありがとうございます。これぐらいならすぐに治りますよ」

「貴方。愛する妻の心配はしてくれないのですか？」

「心配しているが、まずは槍が刺さったままのスティファノの心配だろう」

「大丈夫ですよ。致命傷になる場所は避けています」

　ティアがそう言うと、スティファノを貫いていた真っ白な槍が霧散する。

　貫いた痕はあるが、血は出ない。そして、その痕は即座に治っていく。

　よかった。そして、少し遅れたがティアの勝利を喜ぶ。

「次は……ルーさんとクーデルですね。ふふ。ルーさんの腕が鈍っていなければいいのですけど」

　ルーは一回戦、泥仕合だったからな。







　二回戦第二試合は、そのルーとクーデルの戦い。

　ルーは始祖さんとお話したからか、気合の入った顔をしている。

　対してクーデルは、諦め顔。

「クーデル。最初っから諦めてはいけません！」

　グランマリアが観客席から応援するが、クーデルの顔は晴れない。

「いや、ルーさんって、あのルールーシーですよ。私たちが三人掛かりで勝てないティアさまとバチバチにやりあってた」

「私はそのティアさまとやりました！　大丈夫です。万が一があります」

「万が一……ね」




　試合が始まった。

　クーデルの予想通りなのか、ルーの圧勝で終わった。

　一回戦の泥仕合はなんだったのだろうか。アンが強いのか？　それとも組み合わせの不幸なのだろうか？







　二回戦第三試合。

　ブルガとウノの戦い。

　これはどうなるかまるっきりわからない。一回戦の様子から、ブルガの分身がウノをどこまで惑わすか。ウノは、ブルガの分身から本体を見抜けるかが勝負じゃないかな。

　あ、でもあの分身って、残像だよな。本当に分身してたりするのかな？　違う動きしてたけど……全部、本物とか？　試合前だから細かいことを聞くのはやめよう。




　試合が始まった。

　一回戦と同じく、ブルガが分身。ウノに攻撃を仕掛けていく。

　ウノは避けるかと思ったが、正面から突撃。分身したブルガを次々とつぶしていく。

　その様子は、本気で狩っているように思える。本物だったらどうするんだ？

　ブルガは分身の数をさらに出し、応戦。

　長いように思えたが、試合はそれほど時間がかからずに終わった。

　分身による飽和攻撃によってウノを抑えつけ、審判が試合を止めてブルガの勝利を宣言した。

「うう、分身を出し過ぎたぁ」

　ブルガは両手を挙げて周囲に勝利をアピールするが、かなり疲労したように見える。

　負けたウノの方が元気だが、負けは負けと尻尾を下げて舞台から下おりた。

　それをクロサンをはじめとしたクロたちが出迎えた。

　慰められたのかな？　ウノの尻尾は元に戻った。

　うん、ウノは頑張ったと思うぞ。俺だったら即座に負けている。







　二回戦第四試合。

　マクラとコローネの戦い。

　どうなるかと思ったら、すぐに終わった。

　試合開始とともにコローネが上空に……飛べなかった。

　いつの間にか糸がコローネの足に絡まっており、そのまま地面にベタンッと落下。

　そのままグルグルに縛られた。

「相性が悪すぎる！　天敵です！」

　マクラの勝利で終わった。







　これで二回戦が終了。

　残っているのは四人。

　三回戦、つまりは準決勝の組み合わせは次のようになる。
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　武闘会、騎士の部、三回戦第一試合。

　ティア対ルー。

　この村に来るまではライバル同士であり、俺の子供を産んでくれた女性同士の戦い。

　予想された戦いであり、どうなるかわからない戦い。

　二人共、ズボン姿で武器は持っていない。

「こうするのも久しぶりですね」

「そうね。始祖様が見ているから、手加減はできないわよ」

「ご心配なく、最初からそのようなものを期待していませんから。互いに全力で。楽しい時間にしましょう」

「ふふ。望むところよ」

　互いの気合は十分。

　審判のハクレンによって、試合開始が告げられた。




　距離を取ったり、空を飛んだりするのかと思ったが、二人はゆっくりと舞台の中央に歩み寄り対たい峙じ。

　そして足を止めての殴り合いが始まった。

　しかも、アメリカ映画っぽい、一発殴ったら一発殴らせるスタイル。

　でも、それって男同士がやるからいいのであって、女同士だと怖い。しかも、その両方が俺の奥さん。かなり怖い。

　殴る手は平手ではなく、握り拳。互いの頰を狙い、的確なフック。殴られたあと、ニヤリと笑うのも忘れない。

　…………。

　俺には無理だな。今後、夫婦喧げん嘩かはできるだけ避けよう。

　その殴り合いがしばらく行われたあと、両方が示し合わせたように距離を取った。

「なかなか効きました。やりますね」

「そっちもね」

　そして始まる魔法戦。

　互いに無詠唱なので、いきなり火や水、風の魔法が飛び交い、ぶつかり合う。

　ハクレンの魔法によって観客席は守られているが、比較的舞台に近い俺のいる場所だとかなり迫力がある。

　そして、どっちが有利かとかは全然わからない。

　そんな魔法戦が行われたあと、二人は空を飛んでのぶつかり合い。

　殴っているのか魔法を使っているのか、ただの体当たりなのか……。

　よくわからないが激しい戦いが行われたのはわかった。

　そして決着。

　両者が空から舞台の上に戻った時、ティアは立っていたが、ルーは立てずに片膝をついていた。

「今日は私の勝ちですね」

　勝者はティアだった。




　双方、疲労はしているが大きな怪我はなさそうでよかった。

　俺は二人を出迎え、労う。

「貴方あなたぁ、ティアがいじめるー」

「ルーさん、それはズルいです」







　三回戦第二試合。

　ブルガとマクラの戦い。

　試合にならなかった。

　ブルガはウノとの戦いで消耗し過ぎたのか分身の数が出せず、マクラの糸が避けられなかった。

「ううっ。あとちょっとだったのに……」

　マクラの勝利だった。







　そして決勝カードが決まった。ティアとマクラだ。

　その前に、三位決定戦に関して話し合われる。準決勝で負けた者同士で戦い、三位を決める試合なのだが……。

　ルーはともかく、ブルガは完全にダウンしている。

　フローラも試合の許可は出せないとのことで、三位決定戦は流れた。まあ、無理に三位を決める必要もないだろう。







　そして決勝が始まる。

　思いっきり、盛り上がらなかった。

　うん、わかる。

　ティアとマクラの戦いだ。少し前のコローネとマクラの戦いを誰もが思い出しただろう。

「あ、相性が悪すぎます」

　糸で巻き取られたティアは、似たようなことを言って敗北した。













　武闘会、騎士の部の優勝者はマクラ。

　ザブトンの子、マクラが優勝となった。マクラは片足を上げ、周囲の歓声に応える。嬉しそうだ。







　さて、試合が終わったら表彰式だ。

　俺は優勝者のマクラに褒賞メダルを十枚渡す。そして、お祭り前に準備していた木彫りの優勝トロフィーと木彫りの冠を渡した。

　冠に変な意味があったりしないかと少し心配になったのでルーたちに相談したが、魔王領だと特に気にしなくていいらしい。

　そう思って冠を作ったが……人間を想定していたので、冠のサイズがマクラに合わない。

　どうしようかと思ったが、マクラは冠を受け取るとお尻の上に載せた。

　冠をお尻にか……似合っているから、ＯＫ。

　マクラはトロフィーと冠を観客に自慢するように見せながら、片足を振った。



















　準優勝のティアに褒賞メダルを五枚。

　その他に、一回勝った者に一枚、二回勝った者に二枚を渡して表彰式は終了。

　今後も頑張ってほしい。







　武闘会はこれで終わりだが、このあとは夜までというか明日の朝まで宴会だ。

　舞台はそのままあるので、自由参加の戦いも行われる。

　ただ好き勝手に戦って怪我でもされると残念なので、ちゃんと審判は用意する。

　戦い足りないハイエルフや山エルフ、ハウリン村のガルフ以外の獣人族たちが進んで舞台に上がり、戦いを見せた。

　時々、獣人族の女の子が舞台に上がり、訓練みたいな戦闘が行われたと思ったら、ティアとルーがリベンジマッチを始めたりした。

　日が沈んでも、松明たいまつや魔法の明かりに照らされながら戦いは続く。

　その横で……。

「魔王よ。どうだ？　私とやってみるか？」

「ははははは。ご冗談を」

　ドースの誘いを魔王がなんとか断ろうと努力している横で、始祖さんがビーゼルを相手に戦闘に関して語らっていた。

「もう少し、無詠唱の魔法が流行はやればいいと思うんだけどね」

「無詠唱だと威力が低下しますから、手順を大事にした方がよいのでは？」

「敵の前で長々と詠唱している方が危なくない？」

「詠唱する余裕がない位置に魔法使いがいる方が問題では？」

　そこにユーリが加わった。

「私、無詠唱の方法を知りません。ご教授いただけますか？」

「そうなの？　じゃあ、簡単に説明すると」

「お、お待ちを。いいのですか？　王おう姫きさまに教えると、貴方の立場に問題が出ませんか？」

「んー？　私の立場なんてどうにでもなるさ。細かいことは気にしない、気にしない」

「ありがとうございます。私、頑張って覚えます」




　ドライムは奥さん、ラスティ、ライメイレン、ハクレンの五人で食事を楽しんでいた。

「お婆ばあさま。私はもう少し人化の術を磨くべきですね」

「そうですね。ですが、ラスティスムーン。慌てる必要はありませんよ。ドライムだって、完全な人の姿になれたのは……」

「お母さま、その話はやめてください。それよりも、あー、えっと……そうだ、セキレンの嫁入りの話はどうなったのですか？」

　話を逸そらそうとしたドライムをハクレンが睨にらむ。

「ドライムちゃん。私の前で妹の結婚話をする気？」

「か、構わないでしょう。お姉さまは、ここに嫁いだようなものですし」

「え、あ、ま、まあ、そうなのよね。うん、そうなんだけど……」

　二人の様子を見ながらドライムの奥さんが呟つぶやく。

「あのハクレンがテレているとは……不思議な光景ですね」

「グラッファルーン。私をからかうと、貴女の昔の話をするかもしれないわよ」

「あら？　では貴女の昔の話を村長にお伝えしてもよいので？」




　賑やかな食事のようだ。

　回復したブルガとスティファノが世話役として動き回っているので、問題はないだろう。

　邪魔しないようにしつつ、ブルガとスティファノに食事とお酒の追加を渡しておく。

　それにしても、ドライムの奥さんの昔の話か。……聞くのが怖いな。




　ともかく、大変だった。

　特に俺の心の疲労が。怪我の心配で疲れたという感じかな。

　来年は、絶対に別のお祭りにしよう。

　そう思いながら、俺はお祭りの夜を過ごした。
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　私は魔王。ガルガルド魔王国の魔王である。

　娘がビーゼルと出掛けると聞いて、無理やりついて来た先で驚いた。

　竜がいたのだ。

　人間の姿をしているが、その独特の魔力は隠せない。しかも、竜王ドースだ。

　その周囲にも竜がいるが、決して弱くはない。

　正直に言おう。漏らすかと思った。だが、耐えた。私の下半身、凄すごい。

　まあ、不意打ちだったしな。覚悟ができていれば、挨拶ぐらいできる。




「竜王ドースか。お目にかかるのは初めてかな？」

「当代の魔王か。まあ、喧嘩する気はないから揉もめ事を起こさぬようにな」

「うむ。揉め事は私も遠慮したい」

　よーし、よしよし。

　私って凄い。ユーリ、見てたか？　パパの勇姿を！




「ぶふっ！」

　ユーリを探して周囲を見回し、思わず噴いてしまった。

　いちゃ駄目な人がいた。俺の近くにいたドースも気付いたようだ。

　だが、さすがはドース。

　俺とは違って苦笑する程度とは。

　少し格の差を感じて落ち込むが……落ち込んでいられない。そのいちゃ駄目な人が近づいてきた。




　宗主ヴァルグライフ。

　人間の住む地域で最大勢力を誇る宗教、コーリン教のトップ！

　常に若く、年老いない生きる人神。その正体は、極めて一部の者しか知らないが吸血鬼の始祖。

　魔王に就任した時に、歴代の魔王から引き継がれる極秘事項の一つ。




「やあ、魔王。元気にやってるかい」

「え、ええ」

「ははは。固いよー。ああ、初対面だっけ？　ごめんごめん」

「ええ、初対面ですが……その、私のことは？」

「君は有名だからね。姿絵とか出回ってるし、つい知り合いだと思っちゃったよ」

「そうですか。その、光栄です」

「ははは。何言ってるの、光栄なのはこっち。いやー、魔王に会えるなんてラッキーだなぁ。そう思わないかいドース君？」

「そうですな」




　竜王ドースをドース君？　二人は知り合い？

　いや、知っていても不思議じゃないか。なにせ吸血鬼の始祖だもんな。すっげぇ。

　直接、会った魔王って他にいるのかな？　いやいや、驚いてばかりではいけない。

　一応、魔王。一国を預かる身。主張すべきことは主張せねば。




「ところで宗主殿。昨今のフルハルト王国の勇者の行動はどう思われますか？」

「ははは。なかなか痛いところを突いてくるねぇ。関係ないって言いたいけど、関係者になっちゃうからね。まあ、言っちゃうけど。あれってフルハルト王国支部の暴走で、こっちも困ってるの。一応、ガルバルト王国支部が討伐隊を準備しているよ。ところでフルハルト王国、ガルバルト王国、それにガルガルド魔王国って名前が似過ぎじゃない？　もうちょっと捻ひねってよ」

「す、すみません。地名由来ですので……それより討伐隊？　いいのですか？　そんな情報を私に流して？」

「いいのいいの。言ったでしょ。こっちも困ってるの。奇跡の安売りは誰の得にもならないからね。ああ、勇者を倒しても教会本部は動かないから安心していいよ。立場があるから抗議文ぐらいは出すけど、無視していいからね」

「……情報、ありがとうございます」

「ドース君もね。そっちに行ったら遠慮しちゃ駄目だよ」

「すでに一組が来た。無礼だったので、追い返したがな」

「追い返したの？　ドース君は優しいね。叩たたきつぶせばいいのに」

「恨まれると迷惑だからな」

「あははは。確かに。まあ、近いうちになんとかするよ」




　なんとかしてくれるのか。助かる。勇者は本当に面倒だからな。被害も無視できないレベルだし。早く何とかしてほしい。

　それはそれとしてだが……ひょっとして、このあと、ずっとドースや宗主殿と一緒にいないと駄目なのかな？

　そんな流れを感じるのだが…………。

　ビーゼル、助けて！




　ビーゼルはユーリと共に、村人と楽しく会話していた。

　村人をよく見れば魔族。

　あれ……どこかで見た気のする娘だが……伯爵か侯爵の娘じゃなかったかな？　私の記憶違いだろうか。それともソックリさん？　そうだよな、本物が村娘の格好で料理を手伝ったりしないか。

　ああ、あれは知ってる。ビーゼルの娘、フラウレムだ。

　この村の代官だったな。しっかりやっているようで、なにより。

　しかし、フラウレムが村娘の格好をしているから、まわりの魔族が知り合いの娘さんに見えて仕方がない。

　しっかりしろ、私。




　予想通りというか、ドースや宗主殿の近くに席が用意された。救いはビーゼルやユーリも近くにいることだ。

　ユーリはドースの横にいる竜に気楽に話しかけているが、相手が誰かわかっているのだろうか？　胃が痛い。

　そしてビーゼル。どうしてお前はそんなに慈いつくしむ顔を私に向けているのだ？　まるで、そこは私の通った道ですと言っているように感じるのだが？




「ライメイレンです」

「あ、はい。魔王ガルガルドです」




　ユーリが話していた相手がわかった。

　南の台風竜だ。そしてドースの奥さん。最近、情報が来ていた。

　そのライメイレンさんか。

　…………。

　ドースより凶暴って言われている竜じゃないか！　もうやだぁ！

　そしてビーゼル、優しい顔をやめろ。
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　あー……魔王ってなんだろう。色々と考える。

　はい、私はガルガルド魔王国の魔王です。うん、一国の王様。責任重大。

　仕事サボって娘の旅行について行ったら、そこは常識の外でした。

　娘よ。そんな場所に行っちゃ駄目でしょ。ははは。




「お父さま。大丈夫ですか？」

「え？　あ、いや、大丈夫だ。すまない。日頃の疲れかな」

　娘が心配してくれる。こんなに嬉しいことはない。

「魔王様。食べ物とお酒をもらってきました。これなんか食べやすいですよ」

　ビーゼルは気の利く男だ。

　胃に優しそうな食べ物を勧めてくれる。あ、美味おいしい。




「うむ。この酒……知らない味だな」

「そうですね。新作かもしれません。購入希望を出しておきます」

「うむ。飲みやすいから、二樽たるは欲しいな」

「頑張ってみます」




　私の近くに陣取るドースや宗主殿も、食事やお酒を楽しみ、そのまま購入計画を立てているようだ。

　死の森で、ここまでの食事が用意できるとは……さらに、南の港町から運んだであろう海産物。

　うむ。見たことも味わったこともない料理が並ぶ。どれも美味うまい。

「ここの料理人、雇えないか？」

「さすがにそれは厳しいかと」

「借りるのは？」

「難しいかと」

「お父さま。そのあたりは私が一通り願って、叶かないませんでした」

「いや、魔王が望めば……」

　無理だな。うん。




「調味料とかを売ってもらえるように考えよう。特にこの料理に使っているものが気になる」

「ああ、味み噌そですね。それならすでに私の家にいくつか」

「家に？　……なぜ献上しなかった？」

「まずは我が身を使って毒どく味みをと思いまして。いえ、匂いが独特ですから。ははははは。新たに購入できるか確認しておきましょう。お、そろそろ始まりますよ」




　舞台の上に審判が登場したようだ。

　うん、あの審判も竜だな。考えないようにしよう。




　近くの席にいた宗主殿と、竜の一人がなぜか料理の手伝いに向かったので、席のプレッシャーが少し軽くなっているのもありがたい。

　これから始まる一般の部には、ビーゼルの娘フラウレムも出るらしいのでしっかり応援するとしよう。




「お父さま。出るのはフラウレムだけではありませんよ。他にも何人かいます。応援してくださいね」




　…………。

　魔王は深く考えない。全力で応援した。

　フラウレムは惜しくも引き分け負けになってしまったが、その戦いが悪かったわけではない。

　相手が悪かったというべきだろう。

　死の森の近くに住む者は昔から強いと言われているが、若い獣人族の娘があれほど動けるとは思わなかった。




　そして武闘会は進む。

　戦士の部、騎士の部。

　そして紹介されていやでも覚えた。




　吸血姫ヴァンパイア・プリンセス、殲せん滅めつ天使、皆殺し天使、狂きょう宴えんのブルガ、黒こく槍そうのスティファノ、狂竜クレイジードラゴンラスティスムーンに、門番竜の姉か。

　鬼人族のアンも、実力から名付きでもおかしくない。

　さらに、ハイエルフにリザードマン、エルダードワーフに山エルフ、ラミア。

　インフェルノウルフが山のようにいて、デーモンスパイダーの子供がこれでもかといると……。

　ここって、魔王城……いや魔王軍より戦力あるんじゃないかな。

　一応、一対一ならなんとかなる……なるかな？　ラスティスムーンはなんとかなっても、門番竜の姉は嫌な予感しかしない。

　あ、ドース、戦わないから誘わないで。嫌だから。絶対に嫌だから。




「ビーゼル」

「なんですか？」

「村長に爵位を与えて抱え込むのって、どう思う？」

「愚策かと」

「やっぱり」

「はい」




　爵位で抱え込めるなら、ビーゼルから提案されるだろう。それがされていないということは、上手くいかないということだ。

　確かに、竜王ドースや宗主殿が来るこの村を抱え込むのは、魔王国では荷が重い。

　敵対せず、余計なことをせず、今の関係を維持するのが正解だろう。

　この村のトップである人間は……そう、トップは普通の人間だ。初めて会った時、冗談かと思ったけど、周囲の様子から冗談じゃなさそうだった。

　ビーゼルの報告では、〝鉄の森〟のワイバーンを倒した実力者らしいが……普通の青年にしか見えない。

　だが、普通の青年が〝死の森〟のど真ん中に村を作ったりしないし、あんな戦力集めないだろうし、竜王ドースや宗主殿と知り合いになったりしないだろう。

　うん。幸いにして、魔王国に悪印象を持っていないのが救いだ。

　さらに、彼とは普通に話ができるし、とても温和な感じがする。彼がここのトップである間は、何も問題は起きないだろう。

　長生きのための秘薬を贈ろう。長生きしてもらえるように。できれば、私が魔王である間は存命でいてほしい。頑張れば、人間だってあと四～五百年ぐらい生きられるだろう。

　まさか、五十年ぐらいで死んだりしないよな。頼むぞ。本当に頼むぞ。




　最悪の最悪の最悪で、娘を嫁がせることを考えたが……魔王の地位は血縁継承ではないから、婚姻政策が取れないんだよなぁ。

　俺が引退したら、ユーリは普通の貴族の娘になってしまうし……。

　国のことは放置して、娘の安全だけを考えるなら、嫁がせるべきなのか？　大事にしてもらえるなら、悪い手ではないと思うが……。

　すでに吸血姫と殲滅天使を娶めとっているのが問題だな。押し退のけるのは悪手だろうし、三番手、四番手に……。

　いや、駄目だ。ユーリはまだ子供。結婚は早い。

　…………。

　候補の一つとして、頭の片隅に残しておこう。




「魔王様、大丈夫ですか？」

「あ、ああ。大丈夫だ。それよりビーゼル」

「はい」

「お前、娘のフラウレムをここに送り込んだのって……」

「魔王国への忠誠に揺るぎはありませんが、娘のことは大切に思っています」

「娘を思う気持ちはわかる。だから責めん。責めんから……最悪の時、ユーリのためにそのツテを頼らせてもらいたい」

「はっ。婚姻はお約束できませんが、この村に住むぐらいなら大丈夫です」

「本当か？」

「お忘れですか？　私はこれでも、魔王国四天王の一人ですよ」

「さすがはビーゼル、頼りになる」

「私も引退したら、ここに住もうと考えています」

「……え？　ちょ、え？　引退？　待て待て、お前がいなくなったら魔王国が危ないんだが？」

「さあ、魔王様。祭りの夜です。美味い料理と美味い酒を楽しみましょう」

「未来の話だよな。千年とか二千年後の話だよな」

「ははははは。かんぱーい！」




　ちょ、おまっ。

　あと、竜王ドース。戦わないから。絶対に戦わないから、こっち見ないで。




　祭りの夜は賑やかに過ぎていった。
















　余談。

　後日の魔王の城にて。




「引退は？」

「引退は百年～二百年ぐらいあとのことですから、ご安心を。……これは何ですか？」

「誓約書」

「……忠誠をお疑いで？」

「私の心の平穏のために書け」

「はぁ。魔王様ったら……。わかりました、書きましょう。……あれ？　書き間違いがありますよ。ほらここ、期間が最低千年ってあるんですが？」

「間違ってない」

「…………そうですか。えーっと、この誓約書によると、最低千年は勤めるか、もしくは魔王様が死ぬまでですよね」

「ちょ、お前っ！　衛兵、謀反だ！　謀反人が出たぞ！」

「人聞きの悪い。確認しただけですよー。あ、衛兵。いつもの病気だから戻っていいぞ。あと、しばらく部屋に近づかないように」




　熱い殴り合いが行われたあと、三百年の現役宣言で話がまとまった。




「くっ、誓約書が取れなかった」

「そんな物がなくても、そうそう辞められませんよ。領地だってあるわけですし」
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　祭りが終わった。

　さあ、のんびりするぞーっと思うが、やることはやらなければならない。

　それは祭りの後片付け。

　二日酔いになっている者が多いが、片付けは迅速に行う。いつまでもお祭り気分では困る。

　舞台や観客席を残すかどうかで話し合われたが、特に邪魔ではないので残すことになった。

　今後、何かに使えないか各自で考えることになっている。

　野外の舞台だから、俺としては演劇とか演奏会ぐらいのイメージしかない。他の者のアイデアに期待だ。

　しかし、土で作った舞台はともかく、木の観客席は野ざらしだと腐るかもしれない。

　こっちの世界にはブルーシートとかないからな。

　昔の人はどうしていたのだろう？　普通に屋根を考えるべきだろうか？

　ああ、違う。木の椅子に拘らず、土で椅子を作ればいいのか。暇を見つけて、少しずつ土の椅子に変えていこう。







　昼すぎ。

　遅めに目を覚ましたドース、ライメイレン、ドライム、ドライムの奥さん、ビーゼル、ユーリ、魔王、そして始祖さんが帰る準備を始めた。

　帰る前になんだか難しそうな話をしていたが、何か問題でもあったのだろうか？　まあ、偉い人たちらしいので余計なことに首は突っ込まない。

　お土産を渡しながら、別れの挨拶をする。

　まずはドース、ライメイレン、ドライム、ドライムの奥さん。




「楽しかったぞ」

「賑やかなのはいいですね」

「もう少し滞在したいのだが……邪魔はできない。素直に帰るとしよう。新しい村の住民を探さねばならないしな」

「娘に落ち着きが出ました。これからもよろしくお願いします」




　次にビーゼル、ユーリ、魔王。




「久しぶりにリラックスできたよ」

「王国でお祭りをやる時は、ご招待しますね」

「あ、こら。それは私の役目。むー……まあ、その、なんだ。今後もよろしく頼む」




　最後に始祖さん。




「もう少しアルフレートと触れ合いたいんだけど、色々とあってね。はぁー。あ、そうそう。薬草を育ててる畑を見たんだけど、いくつかもらっていいかな。今度、珍しい薬草を持って来るから」




　それぞれの方法で、帰路についた。







　ラミアたちも目を覚まして挨拶に来たので、お土産を渡しておく。




「よろしいのですか？」

「来られなかった者たちにも、お祭り気分のお裾分けだ」

「ありがとうございます。それと、次は絶対に勝ってみせますから！」

「ははは」




　次回の予定はないのだが……。

　ラミアたちは帰ったが、ハウリン村から来たガルフたちは帰らない。

　この村に移住した者たちの様子を見ながら、秋の交易という名の交換市の時に一緒に帰る予定らしい。

　つまり、ガルフを含めて四人の獣人族の男が村にいるということに！




「パパー」

「娘よ、元気だったか？　ああ、こっちは大丈夫だ。お母さんも元気だぞ」




　こんなやり取りが四カ所で行われた。

　あー、全員、既婚者ね。で、娘の一人が村に移住していると。

　はい。わかっています。家庭を壊そうとは思いません。仲良くしてください。

　獣人族の娘たちの結婚相手に丁度いいとか考えてすみませんでした。







　武闘会の片付けを終えると、村の雰囲気はいつも通りに戻った。

　ただ、余波が残っている。

　まず、トレーニングをする者が少し増えた。ランニングや柔軟程度なら以前からあったが、今は普通に模擬戦が行われたりする。

　怪我をしないように注意してほしい。




「そう言えば、ルーって吸血鬼だよな」

「何を今更」

「武闘会の時、そういった特性を活かした戦い方をせず、普通に戦っていたなって」

「吸血鬼の特性を活かした戦い方って？」

「え？　えっと、ほら……」

　俺のイメージする吸血鬼だと……。

「霧になって攻撃を避けたり？」

「あれ？　貴方の前で霧になったことって、あったっけ？　よく知ってるわね」

「いや、イメージで」

「どんなイメージを持ってるか知らないけど、霧に姿を変えるのは戦いに向かないのよ。疲れるし攻撃力がないし、霧から元に戻る時に無防備になってしまうの。主に鍵のかかった部屋に侵入する時の術ね」

「なるほど。じゃあ、動物に姿を変えたりは？」

「あれも戦闘向きの術じゃないわね。人間の姿の時以上に強くなることはないから。こっそりと侵入する時に使う術ね」

「侵入する術ばかりだな。ひょっとして身体の年齢を変化させる術も……？」

「あれは術じゃなくて特性みたいなものかな。力を消費したくない時は幼く、全力を出す時は大人姿でって感じなんだけど……。酷ひどいダメージを受けると、強制的に幼い身体になっちゃうのよね」

「最初に会った時だな。吸血して、相手から力を奪うのは？」

「愛する夫がいるのに、他の人の血を求めたりしないわよ」

「あはは、それは光栄。あと吸血鬼らしい攻撃方法となると……催眠術とかかな？」

「催眠術？」

「相手を操る術だ」

「ああ、幻惑ね。あれって、相手が弱くないと効かないのよ。騎士の部に出てた人たち相手だと私が疲れるだけね」

「あー……じゃあ、血液を操るのはどうだ？」

「血液を操る？　どんな感じに？」

「自分の腕とかから出した血を剣の形にして相手を攻撃する」

「液体操作の応用かしら？　多分、できると思うけど……剣の形になるほどの量の血液を出すデメリットを考えたら、やらない方がいいと思うけど」

「むう」

「貴方のイメージする吸血鬼って変わってるわね。ひょっとして、私とフローラ、始祖様以外にも知り合いがいるの？」

「ははは。物語で知っただけだよ。だから、怖い目で見ないでほしいな」







　ルーのあと、ティアとも会話する。

「ティアはゴーレムを操れるだろ？　武闘会の時、どうして使わなかったんだ？」

「ゴーレムはパワーがあっても動きが鈍いですから。武闘会のような決闘には向かないのです」

「じゃあ、ゴーレムはどういった時に使うんだ？」

「私は主おもに囮おとりとして使っています。魔物や魔獣相手なら、それなりに引っ掛かってくれますから。あとは……汚れたくない時でしょうか」

「汚れたくない？」

「魔物や魔獣の中には、その……不衛生な存在もいますので」

「なるほど」

　ちょっとゴーレムがかわいそうだと思ってしまった。







　アンがいたので、ちょっと会話。

「アン。正直に言ってほしいんだが、俺の生活に改善点はあるだろうか？」

「特にはありませんが……どうかしました？」

「いや、溜め込まれても怖いと思って」

「あ、ひょっとして武闘会の件ですか？　ご安心ください。村長は言えば改善してくださいますから」

「ルーの時は？」

「何度も注意したのですが、改善が見られなかったので……。ああ、私し怨えんではありません。このままですと、アルフレートさまやティゼルさまに悪い影響が出ると思っていたところ、よい機会が転がってきたので……つい」

「何かあったら言うように。溜め込まないでね」

「それでしたら一つ」

「ん？」

「村長のことをご主人さまとお呼びしたいのですが……」

「時々、呼んでないか？」

「村長が恥ずかしがるので、お部屋やお風呂限定です。ですが、今後はどこでも村長のことをご主人さまと」

「まだ吹っ切れないから、勘弁してほしい」







　ドワーフのドノバンが、俺の家にやって来た。

「村長。酸っぱい果実があっただろ。あれをいくつかもらえるか」

「酸っぱい……レモンのことか？　いいけど、珍しいな。どうしたんだ？」

「酒の香り付けにな。それと、祭りの時に商人が送ってきた酒。あれを少し買ってほしい」

「商人ってマイケルさんだよな。となると……ハチミツ酒か？　そんなに美味くないって言ってなかったか？」

　差し入れに酒があることを確認した直後、どこで聞いていたのかドワーフたちが来て試飲。

　辛口の批評を聞いた覚えがあるが……。

「そう思っていたのだが、祭りの時に鬼っ娘がやってた飲み方が美味くてな。おっと、聞かれなくても説明しよう。そう難しい飲み方ではない。ハチミツ酒にハチミツを追加してあの酸っぱい果実の汁を少し入れるだけだ。それだけで、グンッと美味くなった。村長に教えてもらった酒と果実に合わせる方法と一緒だな」

「なるほど。今度、試してみよう」

「うむ。酒の件、頼んだぞ。それと、買った酒を褒賞メダルで交換できるようにするのを忘れずにな」

「それはするが……。買い付けた酒なら、普通に食事に出すぞ」

「いいのか？　酒は宴会の時以外は出さんのだろう？」

「酒を制限している主な理由は、村の作物を全部酒にする勢いで飲むからだ。節度を守って飲むなら、制限なんか取っ払うぞ」

「節度かぁ。難しい……。まあ、頑張りたいが……まだしばらくは制限をしてもらおう。毎日飲む酒も美味いが、時々飲む酒もまた美味い」

「わかった」




　武闘会で優勝したマクラは、トロフィーと冠を俺の家に飾っている。

　寝場所に置くよりも俺の家の方が安全に飾れるということかな？

　そういうことならと俺は家の一角に棚を設置し、そこにトロフィーと冠を飾った。うん、満足。

　マクラもそれを見て、満足そうだった。

　ザブトンはそんなマクラを見て、嬉しそうにしていた。
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　俺は家のホールに大きなテーブルを用意し、席に着いた。

「第一回、〝大樹の村〟、武闘会。反省会を始めたいと思います」

　文官娘衆の一人が司会進行役として宣言する。

　今、テーブルを囲んで席に座っているのは、各種族の代表と、お祭り実行委員会に所属する文官娘衆。

　それと、お祭りの時に料理や裏方をしてくれた鬼人族メイドたち。




「まずは……武闘会、お疲れさまでした」

　お疲れさまでしたと各自が応える。

「お祭り自体は成功と言っていいでしょう。ですが、やはりトラブルはありました。そのあたりを反省し、来年以降のお祭りに反映させられたらと思います」

　テキパキと進行していく。事前にある程度の打ち合わせはしているので、俺が初めて聞くトラブルはない。

　知らない人たちへの報告みたいな感じだ。

「来賓を予想していなかったのは痛かったですね。考えるべきでした」

　身内だけでやるって考え方に拘ってしまった。

　これは俺の失敗だ。




「ハウリン村のガルフさんたちや、ラミア族が飛び入りしてくれたのはよかったと思います」

　確かに。

　身内だけだと手の内や実力を知っていることが多いので、どうしても戦う前に格付けをしてしまう。

　微妙に実力がわからない相手がいたから、盛り上がった面もあっただろう。

　実力がわからないといえば……。

「あの二人、狂宴のブルガ、黒槍のスティファノって呼ばれているんだな？」

　ドースたちがそう言っていた。

「みたいですね。昔、乳母に読んでもらった童話に同じ名前がありましたから、それを参考に付けられたのかもしれません」

　文官娘衆の一人がそう言うと、他の文官娘衆も同意した。

「童話？」

「はい。魔王領では有名な童話です。大悪魔グッチの部下として大国の軍隊相手に戦ったり、お姫さまを攫さらったりする悪魔なんです」

　聞いたことのある名前が出てきたけど……。

「童話はシリーズ物で、何冊も出ているんです。でも、ほとんどの本の終わりは大悪魔グッチと共に竜に懲らしめられるというパターンになるんですよ」

　竜に懲らしめられる？　……童話って、事実を基もとにしたお話って場合があるよな。

　今度、会ったら聞いてみようと思うが……いや、やめておいた方がいいのかな？




「あの二人が、童話に出てきた本人とは思わないのか？」

「本人？　まさか」

「否定する根拠があるのか？」

「根拠も何も、ブルガさんとスティファノさんはいい方ですから。童話に出てきたブルガやスティファノみたいな酷いことをするようには思えません」

「……確かにな。名前をもらったと考える方が自然か」

「はい。それに、実際、物語とかから名前をもらう有名人って結構いるんですよ。怖さとか強さとかわかりやすいですから」

「なるほど」




　そうか。そうだよな。そっちの考え方が普通だ。どうして俺は童話の登場人物が、あの二人だと思ったのか。

　…………。

　思ったより強かったからだ。そして、名前を付けるにしてもまるっきり正反対の名前とか付けないよな、普通。

　あ、でも、別にあの二人のどちらかが優勝したわけじゃないし、それほど強くないのか？　やっぱり名前をもらっただけかな？




「話が脱線した。反省会だが……料理の方はどうだった？」

　俺の質問に、鬼人族メイドの一人が手を挙げる。

「どれも好評でしたが、普段出している料理と大きな差がなく、お祭り感のある食べ物が少なかったかと」

　それは確かに。

　俺もなんとかお祭り感のある食べ物を用意しようと色々と考えた。

　お祭りと言えば、俺の中のイメージでは屋台。屋台で出す食べ物と言えば……リンゴ飴あめ！

　リンゴの周囲に飴を纏まとわせた物だが……普通の甘いリンゴでは、イマイチだったので断念。

　酸っぱいリンゴを使わないと駄目だった。酸っぱいリンゴの木を育てようと、心に決めた。

　リンゴ飴の代わりにイチゴ飴と思ったが、これも甘いイチゴではイマイチだった。

　甘くなる前に収穫すればいいのかもしれないが、ちゃんと収穫すれば甘くなるのに早く収穫して砂糖で甘味を付けるのはなんだか違う気がした。

　色々迷っている間に、獣人族の女の子の一言。

「普通に飴でいいのでは？」

　まったくもってその通り。

　なので俺は素直に飴を作りました。果実の汁を香り付けにして。

　大人気。

　しかし、なんだか悔しかったので、綿菓子にチャレンジ。

　綿菓子も砂糖が原料。

　作り方もＴＶでやっていたので知っている。

　まず、缶に砂糖を……缶？

　…………。

　し、試作だから竹筒で代用。

　まずは竹筒の側面に穴を無数にあける。次に竹筒の上部にハリガネ……そんなものはない。ザブトンから太い糸をもらってそれをハリガネの代用にする。

　竹筒に糸を結び、上に……上かぁ。空が見える。

　すまない、子ザブトン。そこからそっちまでに糸を張ってだな、これを吊つるしてほしいんだが、あ、そうそう、そんな感じ。ありがとう。

　吊るした竹筒に砂糖を投入。

　竹筒の下に焚たき火をセット。熱することで竹筒の中の砂糖を溶かす！　砂糖が溶け始めたら、糸を捻ねじって竹筒回転！

　溶けた砂糖が遠心力によって竹筒の側面に移動、そしてあけておいた穴から飛び出す。穴から飛び出したので砂糖は糸状になり、さらに空気に触れて冷却されることで砂糖の糸ができる。

　それを棒で絡め取り、綿わた状にして完成！

　なのだが、下からの加熱が焚き火なので火力調節が上手うまくいかずに飛び出した砂糖は冷却されずに直じか火びに当たって燃えた。

　失敗。

　ルーに協力してもらい、魔法の火で再挑戦。

　なんとか上手くいったが……縁日とかで綿菓子を作る機械がそれなりにゴツイ理由がわかった。うん、周囲に砂糖の糸が飛び散るね。

　お昼だけどお風呂に入ることになった。

　そして、綿菓子は断念。

　唯一の完成品は、近くにいたので同じくお風呂に入ることになったルーが、完成直後に美味しく食べた。




「凄い！　雲を食べてるみたい！」




　評判はよかったので、お祭りのあとにでも綿菓子機をちゃんと作ってみよう。とか思っていたら、ルーの話を聞いたティア、ラスティ、ハクレン、フラウを含めた数人が集合。

　再度、砂糖にまみれながら、人数分の綿菓子を作ることになった。綿菓子機をちゃんと作ってからにしてほしかった。

　その他、色々とやってみたが……。

　新しくお祭りに出たのは飴だけだった。

　あとは鬼人族メイドたちと協力し、お祭り用にアレンジした料理を出したが……。

　普段の食事の延長ぐらいにしかならず、お祭り感は確かにない。

　どちらかといえば、炊き出し。




「マイケルさんの差し入れを使った料理を出すことができましたが、味付けの研究がされていないので、どうしても一段落ちます」




　確かに。

　あれはあれで悪くはなかったが、普段の食事に比べると少し荒い味付けだった。




「普通、お祭りと言えば、美味しい物をお腹なかいっぱい食べられる日と捉えています。ですが、この村では普段の食事が美味しく十分な量を食べることができていますので……」




　その通りだ。




「そのあたりは、俺の準備不足と認識不足だった。あと、甘味系を意識し過ぎた」

「いえ、飴は美味しかったですし、お祭りには出ませんでしたが綿菓子も最高でした。それと、クレープでしたっけ？　あの薄いパンに、クリームや果実を包んで食べる味は思い出すだけで……クリームの数が用意できず、お祭りに出せなかったのはとても残念でした」

「あ、うん、ありがとう。だけど、試食できなかった人が睨にらんでるから、その辺で」

「失礼しました。あと、私たちで料理を考え、提案すべきでした。すみません」

　鬼人族メイドが頭を下げようとするが、俺はそれを止める。

「反省会だから反省するのは当然として、対策を考えよう」

「対策ですか？」

「ああ。お祭り感のある料理となると、どんなものだ？」

　俺は皆に質問する。

「やはり、普段は食べることができない料理でしょうか」

「大きければいいんじゃないか？　それだけで特別感がある」

「新年を祝うお祭りでは、旧年に作った保存食を食べますね」

「収穫を祝うお祭りでは、その時に取れた作物を使った料理が出ます」

「魚介系も悪くなかったのでは？　ヘルケッチの姿焼きなんか、見た目も派手でお祭り感があったと思います」

　ヘルケッチ……イカだな。

「あー、それなら私はブブルのグツグツ焼きの方がお祭り感があったと思うぞ」

　ブブルのグツグツ焼きは、サザエの壷つぼ焼きだ。

「どちらも醬しょう油ゆ味ですね。フローラさんの成果の凄さを改めて感じてしまいます」

「醬油味と言えば、焼きトウモロコシがよかった。普段の食事でも出るけど、一本丸々なんて珍しいから」

「やっぱり大きければいいんじゃないか？　ガッツリ食べた気になれるし」

　色々な意見が出てくる。

「お祭りらしいというのは違うかもしれませんが、料理は持ち運びやすい物、食べやすい物がいいと思います。皆さん、お料理を持って観戦席に行きましたから」

　確かに。

「近くの食事スペースは、あまり利用されていませんでした」

　あれは残念だったが、後半は料理を並べる場所として活躍してくれた。

「まとめると……。大きくて、運びやすく、食べやすく、醬油味？」

「醬油味に限定する必要はないと思います。他にも調味料はありますから」

「でも、あの匂いには惹ひき付けられるでしょ」

「否定はしないけど」

　とりあえず、出た意見は紙に記録された。




「今日は、このあたりにしておこう。お祭り用の料理に関しては、俺も考えておくが、各自でも考えてくれると助かる。アイデアだけでもいい。よろしくお願いする」




　俺が場をまとめ、次の議題に進む。




　武闘会の進行に関する問題点。

「選手を呼んでもすぐに来ない」

「試合を待っている間、退屈でした」

「回復する時間を設ければよかったと思います」




　不戦勝が出たことに対する不公平の是正。

「まあ、仕方がないかと」

「なんとか人数を揃えるべきじゃないかな」




　その他、諸もろ々もろ。

　長い反省会だった。まあ、反省会はしないよりはした方がいい。

　何がウケて、何がウケなかったかを理解しておかないと次に繫つながらない。武闘会はもうやるつもりはないが……。




「来年も期待しています」

「次は勝ってみせます！」




　言い出せる空気じゃない。

　しかし、俺も村長。責任のある立場だ。なのでしっかりと伝える。

「ま、まあ。そう慌てずに。来年も、お祭りの内容はクジで決めるから。武闘会になるとは限らないぞ」

　うん、俺は頑張った。頑張ったぞ。

「では、武闘会は武闘会でやるというのはどうでしょう？」

「武闘会と新しいお祭り。来年は賑やかになりそうですね」

　皆の期待する目が、こちらを向く。

　…………。

「け、検討しておこう」

　俺は頑張った……はずだ。
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　こんにちは、皆さん。

　私、蜂の女王です。周りからはグノーシスビーと呼ばれています。

　その女王の私ですが……今、困っています。

　まず、護衛がいません。

　普通なら巣立ちから新しい巣を作るまでの間、護衛が何匹かいるのですが、でっかい熊と戦って行方不明です。

　まあ、あの熊が相手なら仕方がありません。勝ち目がありません。

　だから私は隠れましょうと言ったのに、果敢に突撃していった私の護衛たち。

　優先順位を間違っていませんかね。

　でもって今の私は一人。超困っています。

　なぜなら私は今、蜘蛛クモに睨にらまれているからです。

　蜘蛛。天敵です。超天敵です。小さい蜘蛛ならともかく、あのサイズは無理です。

　私は護衛たちとは違って逃げる知能があります。本来なら即逃げです。でも逃げません。目と目が合っているからです。この状態で目を逸そらして逃げると、死にます。だから逸らせません。つまり、逃げられません。どうしましょう。

　いえ、希望はあります！　なぜなら蜘蛛も私を見て動かないからです。

　これはひょっとして……強つわ者もの同士が睨み合って動けないという状態？　女王の私は針を持っていないけど、向こうが警戒している？　私は使えませんけど、護衛たちなら魔法を使います。

　蜘蛛の警戒も理解できます。

　……おおっ！　いける！　いけちゃうんじゃないかな！

　私は気合を入れて相手を見ました。

　…………。

　相手の後ろに、同じような蜘蛛が何匹かいました。

　見間違いかな？　見間違いですよねー。

　違った。

　はい、私の命、おわったー。ここまでー。あー、どんな風に食べられちゃうんだろー。死ぬ前にもっと花の蜜を舐なめたかったなぁ。あと、子供も産みたかった。

　……はい、覚悟完了。全力で逃げます！




　駄目でした。

　今、首に蜘蛛の糸が巻きつけられています。飛べるけど、虜囚状態。屈辱です。

　食べるなら甚いた振ぶらずに一気にやっちゃってほしい。できれば痛くない系で。

　あー……この状態から考えられる最高の展開は、護衛たちが無事に戻ってきて蜘蛛たちを蹴散らしてくれることですが……そんな都合のいいことはありませんよね。

　絶望。

　私はそんな気持ちでいっぱいでした。でも、希望はあったのです。

　人間。人間が来たのです！

　おおっ。知っていますよ人間。私たちの集めた蜜を欲しがるんですよね。つまり、私たちの味方！　いつもは護衛に蹴散らされていますけど、その護衛もいません。

　蜘蛛を排除し、私を獲得しようとするはず！　イエス！　よし、よし、よーし！　さあ、人間！　私のために蜘蛛をなんとかするのです！

　…………。

　あれ？　どうして蜘蛛と仲良くお話をしているのですかー。人間って普通、蜘蛛と仲が悪いですよねー。違うんですかー。

　…………酷ひどい！　騙だましたな！　私に希望を持たせ、そして絶望に叩たたきつける！　許せません！




　……おや？

　人間の言葉を聞いた蜘蛛が、私をどこかに連れて行きます。どこに連れて行くのでしょう？

　…………。

　いい香りのする場所ですね。見たことがない木に花が咲いています。それもいっぱい。

　…………。

　油断しませんよ。私に希望を持たせ、また絶望に叩きつけるのですよね！

　蜘蛛と一緒に来た人間が森の木を持って来てサクサクと何かを作っていますね。

　あれ？　この辺りの木って、人間が簡単に弄いじれましたっけ？　護衛たちですら、かなり時間をかけて木に穴を掘っているはずなのですが……。

　なにを作っているのでしょう？　まさか、私の処刑台？　残酷にその上で私を！

　…………。

　違いました。

　どうやら人間は、私のために巣を作る場所を用意してくれたようです。

　目的はなんでしょうか？　人間が求めるのは、私たちの集めた蜜……。まさか、ここに巣を作らせて蜜を延々と搾取しようとしているんじゃないでしょうね！

　お、お、お、恐ろしい！　でも、それだと私は生き残る！　希望！　超希望！

　で、ですが、適当に作った場所でこの私が満足するとは思わないでほしいですね。

　…………。

　いい場所でした。

　くっ。身体が疼うずく。この場所で巣作りしたい！　してもいいでしょうか？

　私は糸をくっつけている蜘蛛を見ました。蜘蛛は少し悩んだあと、そっと糸を解ほどいてくれました。

　あざっす。

　頑張って子供を沢山産み、蜜を集めます！

　なのですみません、蜘蛛さん。雄を捕まえてきてもらえますかね。ええ、元気そうなのを。

　この時期ならそれなりの数、飛んでいると思いますから。はい、よろしくお願いします。いえいえ、イケメンとかに拘こだわりません。体力重視、性格重視でお願いします。







　こうして私は楽園を手に入れました。勝ち組というヤツです。やりました。大逆転です！

　集めた蜜の一部を納めなければなりませんが、その分で蜘蛛さんたちが外敵を倒してくれると考えれば問題なし。

　共生。そう、これは共生なのです。ふふふ。

　まあ、こんな楽園ですが、完全に満足しているわけじゃないんですよ。

　不満を言えば近くに私たちが愛する花がないことですが……え？　あ、人間がその花を巣の近くで育ててくれる。

　すみません。ありがとうございます。これからも頑張ります。

　…………ごほんっ。

　か、考え方を変えれば……共生ではなく、この私のために蜘蛛と人間が頑張ってくれている！

　そう言えなくもない！　そういうことなのです。
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　なんだかんだと時間が進み、クロたちが子供を産み始めて忙しくなった。

　別段、俺たちの手伝いがなくてもなんとかなるだろうが、産まれたばかりの子犬……ではなく子狼オオカミに死なれるのは気分が悪い。

　村の住人と共に、出産に協力した。今のところ、死産はない。ないが……。

　うん、来年からはまた自主的に出産を制限してくれると嬉うれしいなぁとか思ったり思わなかったり。

　まあ、子狼が可愛かわいいから許す。

　来年は畑を拡張しなければと思う俺だった。







　新しい村作りの方は順調というか、こちらでやるべきことは全て終わった状態。

　あとは来た住人に任せれば大丈夫と思うのだが……その住民がいない。




　住民がいない原因は明白。

　ビーゼル、ドライム、マイケルさんたちのツテを頼って、村人集めは行われる予定だった。

　集める人数は三十人ぐらい。多くても五十人だと予想して建物などを用意したが……。

　正直な話、俺は人数がそんなに集まるとは思っていなかった。

　話を聞けば聞くほど、この〝死の森〟の評判が悪いからだった。住めばそれなりにいい場所だとわかってもらえる自信はあるが、移住はかなりの勇気と決断が必要だ。話だけで来てもらえるとは思えなかった。

　しかし、そんな場所なのに三グループ、合計二百人以上の希望者がいた。多すぎる。

　しかも、こちらは打診のつもりだったのに、三グループは移住決定な感じで動き始めた。




「説明が悪かったのでは？」

「新しい村を作る計画がある。誰か移住を希望する者がいるか？　ああ、場所は最悪だぞ。あまり期待するな。……と、こんな感じに」

「俺もそんな感じだな」

「私も……税金の話とかしてないのに、移住に積極的になるとは思っていませんで、申し訳ありません」




　ビーゼル、ドライム、マイケルさんの三ルートで同時に話が進行し、初動を止めるのが遅れたのも悪かった。

　三人が三人共それなりに忙しいので、コミュニケーションの頻度が高くないのだ。

　報告、連絡、相談はトラブル回避の基本ですよと注意したいが、村の小型ワイバーン通信を使っても数日のタイムラグが出るのだから、仕方がないと言えば仕方がないトラブルなのかもしれない。

　トラブルの根本は、集まらないと思って一人に任せなかったことだろう。一人が十人ぐらい集められたらいいなぁの感覚だった。反省。




　その後、ビーゼル、ドライム、マイケルさんたちは調整に奔走したが、上手うまくいかなかった。




「場所は〝死の森〟だと言っても、諦めてもらえなかった」

「村の宝を差し出すから、移住させてほしいと言ってきた」

「駄目なら暴動を起こすと脅されました」




　新しい場所で生活したいと思う集団には、それなりの理由があるらしい。待ってほしいや、駄目だと言われて素直に引き下がったりはしない。

　だからと言って、全員ウエルカムというわけにもいかない。いかないのだが……。

　俺は甘いのだろうなぁ。




「早急に場所を作ろう」




　全員、ウエルカムとなった。




　現在、こちらに来る手はずを確認中。

　できるだけ移住開始を引き伸ばすようにお願いしながらだが、上手くいっていないらしい。

　というか、すでに一グループはこちらに向けて移動を開始しているらしい。




　なので俺は俺にできることをする。

　まずは種族代表者を集めての会議。




「今ある新しい村を拡張して一グループを受け入れ、あと二グループ分に関しては新しい村を作りたい」




　状況と俺の考えを説明した。




「新しく作った村を拡張して、全員をそこで受け入れるのは駄目なのですか？」

「話を聞いた感じ、三グループがそれぞれ単一の種族らしいんだ。一緒にするよりは分けた方が効率的かなと思ったんだが……」

「確かにそうですね。〝大樹の村〟では複数の種族が生活しています。上手くいっていると思いますが……稀け有うな例かと」

「移住してくる者たちの気持ちを考えても、いきなり他の種族と一緒にされるよりは、来た者たちでまとまれた方が落ち着くだろう」

「となると……」




　さらに新しい村を作ることで、方針が決まった。




「どこに作るかだな」

「村を作る候補地はいくつかあるのですが、少し問題があります」

「なんだ？」

「水です。滝にある程度近い場所でないと……」

「水路が長くなり過ぎるか」

「はい。井戸を掘れば水は出ると思いますが……農作業をしてもらうのですよね？　井戸の水で畑全てを賄うのは可能ですか？」

『万能農具』で作った畑なら大丈夫だろう。だが、そうでないなら……。

「厳しいな」

　この森の雨量は少ない。

　それなのに川の水が豊富なのは、北の山のおかげらしい。なので川の水量に問題はない。問題は滝の位置。つまりは川の高さが問題だ。




「川の水を汲くみ上げて、高い場所に流す装置とかないのか？」

「魔法の道具ですか？」

「いや、そうじゃなくてだな……ほら、風呂の水を入れるのに使っている水車があるだろ。あんな感じの道具ってないのか？」

「いえ、そういったのはありませんが……その、村長」

「なんだ？」

「川の水を汲み上げて、高い場所に流すのであれば、その水車でよいのでは？」




　ちょっと赤面。

　まったくその通り。あ、待て待て。




「あの水車は失敗作なんだ」

「失敗作？　水は汲めていますよ？」

「いや、手動でだろ？　本来は自動なんだ。川の流れを利用して水車が回って、水を汲み上げて高い場所に運ぶんだ」

　俺の説明に、山エルフのヤーが手を挙げた。

「あの水車には前から興味がありました。完成を目指すなら全力で取り組みます」

　ヤーの提案はありがたかった。

「水車が完成する前提で……水路を気にしなくていいなら、候補地がいくつかあります」




　もうすぐ収穫の秋だ。そして、すぐに冬が来る。時間が厳しそうだ。







　新しい村作りは急いで行われた。

　まずは、すでにほぼ完成している新しい村の拡張。

　現状、五十人ほどを受け入れられるのを、倍の百人を受け入れられるようにする。

　俺は『万能農具』で森を切り拓ひらき、村を広げていく。この作業に五日かかった。







　ハイエルフ三人とクロの子供たち数頭をお供に、次の村の候補地を確認した。

　場所は新しい村のさらに南に十キロの地点。〝大樹の村〟からは、かなり遠くなる。




「もう少し近くにはできないのか？」

「村同士が近すぎると、村が大きくなった時にぶつかってしまいます。現状でも、個人的には十分近いと思います」

「そうか……」




　十キロ離れていると考えれば遠いが、互いに五キロずつ広げればぶつかってしまう。ありえない話ではないか。

　川のこともあるだろうが、ひょっとして〝大樹の村〟の畑は南東方向に広がっているから、西側に新しい村の場所を選んだのかな？

　ふーむ。俺よりも考えて場所を選定していると信じよう。




「わかった。この場所に次の新しい村を作ろう」

「はい。それと村長。仮で構いませんので、新しい村と今から作る村、そしてもう一つ予定している村の名前をお願いできませんか？」

「……俺にネーミングセンスはないぞ」

「仮ですから」

「そうか。なら……新しい村を川かわ上かみ村むら、今から作る村を川かわ下しも村むら、もう一つを川かわ中なか村むらとか？」

「川上村、川下村、川中村ですね。わかりました。では、そのように通知します」

「……待って」




　川上村、川下村、川中村……。

　うん、間違えやすい上に、そのまま定着しそうなので取りやめる。




「一いちノの村むら、二にノの村むら、三さんノの村むらですか？」

「仮だから、仮とわかる名前でいいだろう」




　それに、下手な名前が最初からあるより、新しい住民が名前を決めた方が村に愛着を持ってくれると思う。




「承知しました。新しい住民が名前を求めた時は、お願いします」

「新しい住民が求めたらな」




　ともかく仮の名前決定。

　拡張し、新しい建物を建築中の村を一ノ村。

　今から作る村が二ノ村、そのあとで作る村が三ノ村だ。

　…………。

　一ノ村、二ノ村、三ノ村だと、村の名前で上下ができたりしないか？

　鈴すず村むら、岡おか村むら、谷たに村むらとかの方がよかったか？　いや、どうせ仮だ。無駄に頭を捻ひねるのも面倒。

　さっさと二ノ村の場所作り……の前に道作りだな。




「ここから北に真まっ直すぐで、一ノ村だな」

「はい。よろしくお願いします」




　一ノ村と二ノ村の間の道作りに五日。

　二ノ村の場所作りと建材集めに十五日。

　予定外に時間がかかったのは、トイレと井戸を要所要所に作ったのもあるが、それなりの頻度で魔物や魔獣に襲われてしまったからだ。

　この辺りはあまり来ない場所だからだろうか？

　そして、それを考えると〝大樹の村〟周辺はなんだかんだで魔物や魔獣が減っているのだろうか？

　いやいや、あの牙の生えた兎ウサギは増えている。よく捕まえるし。

　…………。

　ひょっとして牙の生えた兎を食べる魔物や魔獣を俺たちが倒しているから、増えているとか？

　自然の回復力に期待しよう。森の生態系の維持とか、種の保存とか、俺には荷が重い。

　人間が生きていれば、周囲に迷惑を掛けるもの。狩った獲物は無駄にしない。無駄に狩らない。これが精いっぱい。




　二ノ村の中心にも、大きな木を一本、残した。お決まりのスタイルというヤツだ。

　その木の傍そばに社やしろを建築。

　今回は時間がないので、二柱の神様の像だけ。クロの像とザブトンの像は後回し。でもあとで必ず作るから。







　さあ、次は三ノ村だ。

　三ノ村は二ノ村のさらに南。川に沿って十五キロほど行った場所になる。




　建設予定地の説明を受けて問題なしと判断し、二ノ村と三ノ村を繫つなぐ道を作る。

　十日ほどかかった。

　やはり魔物や魔獣が多い。

　大半をクロたちが追い払うが、向こうも襲う理由があるのだろう。

　弱肉強食、倒した魔物や魔獣は美味おいしく頂くことにする。

　そうして三ノ村の場所作りを始めようと思った頃、一ノ村の建物作りが終わり、ハイエルフたちが二ノ村に移動開始。

　そして、来るであろう連絡が届いた。




「村長。ドライムさんの案内で、移住希望者が到着するようです。〝大樹の村〟にお戻りください」
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　第一グループ。

　ドライムのツテで集まった移住者たち。移動方法はドライム、ハクレン、ラスティたちによる空中輸送。

　そのために、少し前に用意されたのが巨大な四足テーブル。

　竜ドラゴンの姿になった時に、そのテーブルを背負う形で移動することで、輸送量を増やそうと考えられた。

　四つの足があるのは、背負っていた竜が人間の姿になったあとでもちゃんと立つようにだ。ドライムたちが竜の姿になっていなくても荷物の積み降ろしができるので、利便性が高くて好評。

　今回はその巨大な四足テーブルの上面にロープを張り、移動中に落下し難にくいように工夫した。

　そんなテーブルを背負った三匹の竜が編隊を組んで村に向かって来る姿はワイバーンを思い出して少し怖かった。







　総勢七十二人。

　全員、ミノタウロスと呼ばれる種族だ。

　俺の知っているミノタウロスは頭が牛の巨人だが、目の前にいるミノタウロスは普通の人間の顔だ。

　ただ、頭に水牛のような大角がある。そして、俺の知っているミノタウロスは男性のみの種族……というか単一の男なのだが、目の前にいるミノタウロスたちには女性もしっかりいた。

　まあ、ここは俺のいた世界とは違う異世界。細かいことは気にしない。




　ドライムに運んでくれたお礼を何かと思ったが、その分をミノタウロスたちに回してくれと言って辞退した。

　ドライムは村人集めでトラブルを出したことを気にしているのだろうか。

　こちらから頼んだことだから、気にしなくてもいいのに……ハクレン、ラスティは遠慮なくお礼を求めてきたしな。

　ともかく運んでもらえて助かった。ドライムはこのあと、少しの間だけだが運んできたミノタウロスと共にいるらしい。




「さすがに、運んで終わりというのは無責任だ。連中も不安であろう」




　確かに。

　お心遣い感謝。







「代表のゴードンだ。よろしく頼む」

「〝大樹の村〟の村長。ヒラクです」




　挨拶しながら、俺は目の前にいる者たちのことを考える。

　ミノタウロスたちは男二十八人、女四十四人。その内、明らかな子供は男八人、女十五人。

　その他の四十九人はすぐに労働可能だとのことだが……。

　労働可能な者たちは全員、ガリガリに痩せていた。ひと目でここしばらくロクに食べていないとわかる。

　子供はそれほどでもないから、食べ物を子供に譲っていたのだろう。そんな状態なので、とても労働可能には見えない。




「とりあえず、食事でもどうですか？　今、準備しますから」




　ミノタウロスたちには、武闘会をやった場所周辺にまとまってもらった。

　そこで鬼人族メイドたちに食事を用意してもらい、配る。

　できるだけ胃に優しそうな料理をと思うが……種族的にタブーとかあるのだろうか？　そのあたりは鬼人族メイドが問題なくやりますと言ってくれたので任せた。

　あと、ルーやティア、フローラに治癒が必要な者がいないか見てもらおう。

　これで大丈夫か？　いや、世話役が決まっていなかった。

　何かある度に俺の許可や判断を待っていたら、物事の進みが遅くなり過ぎるので用意されたポジション。

　要は村の生活の指導役。獣人族の時は鬼人族のラムリアスに頼み、今も頑張ってもらっている。

　ミノタウロスたちのための指導役は……誰に任せよう。考えていなかった。




「村長。俺に彼らの世話役をお命じいただけませんか？」

　リザードマンの一人が希望してきた。

「いいのか？」

「はい。彼らではありませんが、ミノタウロスと交流を持ったことがあります。他にミノタウロスのことを知っている者がいないなら」

　周囲を見ても首を横に振るし、自分から希望するならやる気も十分ということだろう。

「リザードマンのナーフ」

　最初の頃は見分けがつかなかったが、なんだかんだと長い付き合いだ。

　見分けはなんとかできるようになっている。まだ生まれた子供たちの見分けは難しいけど。

「ミノタウロスたちの世話係を任せる」

「ありがとうございます」




　ミノタウロスたちはナーフに任せ、俺は家に集められる者を集めて相談する。

「新しい村に、新たな問題だな」

「ですね」

　俺とハイエルフたちは頭を悩ませる。

「すみません。私は新しい村に行ってないのでわからないのですが、どういった問題が出たのですか？」

〝大樹の村〟で水車作りに励んでいる山エルフが手を挙げて質問し、それにハイエルフの一人が答える。

「新しい村は、百人ほど受け入れられるように作りました」

　うん、最初は五十人だったのを倍にした。したのだが……。

「それが問題ですか？　数は足りているように思えますが？」

「普通の人間サイズを基準にしてです」

「あっ」

　盲点だった。完全に、そのあたりを考えていなかった。

　これまで村に来た者たちで、極端に身体からだが大きいのはいなかった。しかし、村に来たミノタウロスたちはガリガリに痩せていても大きかった。

　子供はともかく、成人しているであろう者は全て二メートル超え。大きい者なら三メートル近い。




　それと衣服の問題。

　何があったのか全員、着ている物がボロボロの布切れのようだった。

「ザブトンに頼んで、急いで作ってもらおう」

　俺は傍にいたザブトンの子供を見ると、ザブトンの子供は片足を上げて了解を示して、ザブトンの下もとに向かってくれた。




「一番の問題は、当面の寝床だな」

「ですね。雨が降らないことを祈って、しばらくは野宿で凌しのいでもらいますか？」

「そうお願いしたいが……」

　もうすぐ秋の収穫時期。新しい村作りを一時中断しようと考え始めていたところだった。

　…………。

　冬を考えると食料の確保は必須だ。収穫をしないという選択はできない。

　だから収穫優先。彼らの家作りが遅れる。彼らに収穫や家作りの手伝いをしてもらうとしても、冬を前にしていると考えると怪しい。

「あの。家が間に合わないなら、冬の間は北のダンジョンで生活してもらうのはどうですか？　あそこなら元々、巨人族が住んでいますので広さがありますし、スペースも十分あります」

　北のダンジョンに調査に行った者が、そう提案してくれる。

「悪くないアイデアだが、巨人族は受け入れてくれるのか？」

「私が会った感じでは、とても友好的でした。大丈夫だと思います。ただ、お礼は出さなければなりませんし、冬の間の燃料や食料は持ち込まないといけないかと」

「そうだな。できるだけこちらでなんとかしたいが、最悪の場合には備えたい。誰か事前交渉に向かわせよう」

「わかりました。候補者を選んでおきます」

「頼んだ。それと……」




　食料。




「村のお金で、マイケルさんから食料を買おう。あと、道具とかも」

　見た感じ、ミノタウロスたちに私財っぽい物はなかった。何人かが、ボロい剣や槍やりを持っていた程度だ。

「武器とかも用意した方がいいかな？」

　俺が疑問を出し、周りの者が意見を出していく。

「しかし、食料も着ている物も持っている物もなし……。彼らに何があったのでしょう？」

「ナーフがそのあたりを聞き込んでくれている。もう少ししたらわかるだろう。それよりも、今日の食事に関してだが……」

　話し合うべきことは多い。

　そんな中、新たな問題がやって来た。

「村長。ビーゼルさまが案内する一団が到着するとのことです」

　少し、クラッとした。
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　第二グループ。

　下半身が馬のケンタウロス。総勢百四人。男性三十人、女性七十四人。明らかな子供が男性三十人、女性三十四人。

　残りが労働力として働ける大人が四十人だが……全員女性になる。

　その労働力として働ける大人は、全員が皮か鉄の鎧よろいを装着し、武器を持って臨戦態勢。周囲を警戒している。子供たちは防具は着けているが、武器は持っていない。

　…………。

　見た雰囲気、戦火に巻き込まれた城から逃れた一団といった感じだ。




「ビーゼル。彼女らは？」

　彼女らをここに連れて来たのはビーゼル。

　大人数を転移魔法で村の近くに一気に運んできたので、ビーゼルはフラフラだ。

　このあと、フラウの家で休むとのことだが、その前にできるだけ話を聞かせてほしい。

「見た通り、戦火に巻き込まれた城から逃げた一団です」

「戦闘中の者たちに移住を持ちかけたのか？」

「まさか。戦線が動いて、急に危なくなった地域だったので避難の意味を含めて移住のお話を持って行ったのです」

「その話を進めている間に戦闘に？」

「はい。話をした手前、見捨てるわけにもいきませんから」

「……相手は？」

「フルハルト王国です」

　魔王国と戦っている人間の国だったな。

「私もできるだけ協力しますので、よろしくお願いします」

「わかった」

　そろそろ限界のビーゼルを、リザードマンに頼んでフラウの家にまで運んでもらう。




　さて……。

　ケンタウロスたちを見る。

　警戒を解かず、臨戦態勢のままだ。さすがにこのままじゃ困る。

「村の代表のヒラクだ。そちらの代表は誰だ？」

「私だ。名はグルーワルド」

　一人の女性が、前に出てきた。一番いい感じの鉄鎧を装備した女騎士って感じだ。下半身は馬だけど。

　ああ、ケンタウロスって馬部分もしっかり服を着るんだな。正面からだと、普通の人間に見える。

「ビーグ子爵家筆頭従士の縁者だ。何をジロジロ見ている？」

「あー……すまない」

　ビーグ子爵って誰だ？

　こういった時のフラウ……はビーゼルを休ませるために家に向かった。ならば文官娘衆！　任せたぞ。

　俺の視線に、一人の文官娘衆が頷うなずいて俺の横に並ぶ。

「ようこそ、〝大樹の村〟に。ここは貴女あなた方を案内したクローム伯に縁のある地です。ご安心を」




　クローム伯？　……ああ、ビーゼルのことか。

「我らはここに移住する話をもらった。そちらに話は通っているか？」

「通っていますが、問題があることも通達していると思います」

「うむ。なんとかせよ」

「グルーワルドさん。貴女はこの村に何しに来たのですか？　新たに領地を得たと思っているのでしたら、お考えを改めることをお願いします」

「貴様。村娘の分際でこの私に指図するのか？」

「失礼。まだ名乗っていませんでしたね。私は魔王国ドロワ伯爵家次女、ラッシャーシ＝ドロワです」

　文官娘衆の一人、ラッシャーシはスカートを摘つまみ、綺き麗れいな礼をグルーワルドにしてみせた。

　服装は村娘ファッションだが、気品に溢あふれている。

　俺はその気品に耐えられず、一歩下がって従者ポジションの位置に。

「ビーグ子爵家は西部派閥でウチの組下でしたね。貴女はそこのどちらさまでしたっけ？」

「し、失礼しました。私はグルーワルド＝ラビー＝コール。ビーグ子爵家筆頭従士の縁者です」

　立場は、ラッシャーシの方が上っぽい。

「安心していいと私は言いましたよ。いつまで武器を構えているのです」

「も、申し訳ありません」

　グルーワルドが指示し、ケンタウロスたちは構えを解いた。




　一安心。ラッシャーシを褒めておく。

「ありがとうございます。村長、彼女たちは少し混乱しているようです。落ち着かせるためにも、ミノタウロスたちと同じように食事を与えてもよろしいでしょうか？」

「大丈夫だ。そのつもりで手配している」

「さすがです。それと、彼女たちは私の実家に縁のある方のようですので、私が担当してもよろしいでしょうか？」

「ああ、そうしてくれると助かる。頼めるか」

「お任せください」

「それとだが……」

「なにか？」

「彼女たちがお前の関係者ってことは、お前の家も危ないんじゃないのか？　大丈夫なのか？」

「ビーゼルさまから、そのあたりの情報は頂いております。今のところは問題ありません」

「そうか」

「ですが、何かあったらお願いします」

「ああ、わかった」

　俺はケンタウロスたちを文官娘衆のラッシャーシに任せ、受け入れ態勢の相談に戻った。










「さて、グルーワルドさん」

「はっ」

「いい返事です。最初っからそうであればもっとよかったのですけど……」

「無礼な言動、申し訳ありませんでした」

「いえ、ごめんなさい。苛いじめるつもりではないのです。先ほどまでの態度も、子供たちを守るためと理解できます。ここに来るまで、大変だったのでしょう」

「はい……」

「〝大樹の村〟は、お話通りに貴女たちを受け入れるつもりで動いています。ただ、この村ではなく新たに作っている村にです。そして、まだその村はできあがっていません」

「そのあたりは聞いております。せめて子供たちだけでも、この村に住まわすことをお願いできませんか？」

「それを判断するのは村長です。ああ、そうそう。大切なことを伝え忘れていました」

「なんでしょう？」

「この村で一番偉いのは、村長です」

「村長とは……先ほどの男ですか？」

「そうです。そして、残念なことに私はこの村では立場がかなり下の方です。いえ、最底辺です」

「まさか、ドロワ伯爵家のご令嬢が……」

「クローム伯がご自身で貴女たちを運び、私が貴女のお話を直接聞いていることで察してください。この村は、私クラスが最底辺です。そういった村です」

「……」

「まあ、言葉ではなかなか信じられないでしょう。まずはこれから食事をしてもらいます。村長からのご好意です。感謝を忘れないように。食事のあと、貴女を含めて数人、村を案内しますので実際に見て感じてください」










　俺は家に相談に戻った。

「無礼な者たちですが、受け入れるのですか？」

　俺と一緒に行動しているハイエルフの一人が聞いてくる。

「無礼ってほどでもなかったと思うが……。まあ、見知らぬ土地だ。警戒も仕方がないだろう」

「そうかもしれませんが……」

「ラッシャーシが上手く間あいだを持ってくれることを期待しよう。それよりも、さらなる問題だ」




　さらなる問題。

　第二グループのケンタウロスたちは、下半身が馬の種族。そのサイズは本当の馬と同じぐらい。つまり、大きい。大体、ミノタウロス並み。

　そして下半身が馬。人間基準に作った家では、生活が厳しい。通路によっては通れないし、トイレのサイズも形も合わないだろう。

　…………。

　それはミノタウロスたちも一緒か。




「村長、どこに行かれるのです？」

「とりあえず、ミノタウロスやケンタウロスたちのトイレを作ろうかと」

「申し訳ありませんがそれは後回しでお願いします。大丈夫です。村長の綺麗好きはわかっています。排はい泄せつ場所は固定するように伝えますのでご安心ください」

「むう」

「ところで村長」

「なんだ？」

「ミノタウロスやケンタウロスたちの前にクロさんたちやザブトンさんたちが姿を見せていませんが、何か理由があるのですか？」

「ドライムやビーゼルに注意されたんだ。怯おびえて気が張っているから、いきなり会わせるのはやめてほしいと。だから、クロたちは大半が森の中。ザブトンたちは自主的に木の上や建物の上に。何匹かは連絡要員で傍にいてくれているけど」




　俺の言葉に天井にいたザブトンの子供がスルスルと降り、片足を上げて振ったあと、また登っていく。




「聡そう明めいなご判断です」

「まあ、夜には顔を合わせるだろうけどな。それより覚悟しろ」

「何をですか？」

「第一グループ、第二グループが予定より早く到着したんだ。次が来ても驚かないぞ」

「まさか」

「ははは。……ん、誰か来たみたいだな」

「ははは。冗談ですよね」

「そうであってほしいけど……」

「村長。グランマリアさんから連絡です。マイケルさんの紹介によって集まった者たちと森の中で遭遇、もうすぐ到着するそうです」

　だーよーなー。
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　第三グループ。

　ミノタウロス、ケンタウロスと来たのだから、次は何タウロスだろうか？

　などとアホなことを考えながら、マイケルさんの紹介でやって来た者たちを、家の前で出迎えた。

　…………。

　マイケルさんの紹介でやって来たのは、美しい女性の一団と切り株だった。




「えっと……」

　美しい女性の一団の身長は百五十センチから百七十センチで、普通の人間サイズ。

　そこに一安心。

　年齢は十代後半から二十代後半ぐらい。その整った顔立ちは、普通の感覚を持つ者なら誰でも美女と断言するレベルであり、スタイルも悪くない。いや、かなり良い。

　俺の第一印象は、夜のお仕事をするお姉さん。ただ服装がそれっぽくない。普通の村の女性の格好だ。正直、似合っていない。

　それが……四十人？

　切り株は十個ほどだが……なぜここにあるのだろうか？　この辺りは全て『万能農具』で土にしたと思ったが……。

　疑問に思っていると、その切り株が答えてくれた。

「代表のイグだ。受け入れ、感謝する」

　切り株が喋しゃべった？




　話を聞けば、この切り株の姿をした者も移住者だった。

　美しい女性の一団と切り株は同じ種族でニュニュダフネと言うらしい。俺の知識だとドライアドやドリアードと呼ばれる木の精霊に近い存在だろうか。

　姿が違うのは性別の差かと思ったが、違った。切り株も女性らしい。

　…………。

　つまり女性のみ。




「君たちは人間と交わったりするのかな？」

　俺の疑問に、一団はニッコリと微笑ほほえむだけで返事してくれない。かなり重要な部分なんだけど。

「村長。慌てずとも、我らも忠誠の証しは考えている」

「忠誠の証し？　……ち、違うっ！　不要、そういったのは求めていない！　勘違いしないように！」

　気を取り直し、見た感じではそれほど困った様子には見えない。ミノタウロスやケンタウロスたちに比べると、極めて普通に感じた。

「とりあえず食事をと思うが、普通の食事でいいのかな？」

「心遣い感謝する。ただ、移住に関する問題も聞いている。我らが食事をすることで、そちらに迷惑を掛けるのは望まない」

「そう言ってもらえると助かるが、手持ちがあるのか？」

「いや、ない。なので、日当たりのいい場所と水をお願いしたい。それが我らの食事になる」

「わかったが……」

　日当たりのいい場所。

　まあ、村なら大樹か建物、森の近くでなければ日当たりはいい。水も……川の水がある。となれば……場所は……。

　考えていると先に提案された。

「そこの畑の周りで。頼む、畑に迷惑は掛けないから」

　代表のイグがそう言うので、そこで休んでもらうことになった。

　見た感じ、切り株姿の者はともかく、美人さんたちが畑の周りを一定間隔の距離を取って立っているのはシュールだった。

　満足そうなので、まあいいか。

　……ホヘッとしている切り株姿が気になったので、一応、注意しておく。

「根を張ったら切るからな」

　切り株姿の者が何人かビクッとしたが……見逃しておく。







　ニュニュダフネは東からハウリン村のある山を越え、森を歩いてこの村に来たらしい。

　なんでも植物と同化する能力があり、魔物や魔獣とは争わなかったそうだ。ただ、魔物や魔獣のマーキング行為を避けることはできないらしい。簡単に言えばオシッコをかけられたり、爪で引っかかれたりはしたらしい。

　痛覚が鈍いので痛くはないのだが、爪で引っかかれた者はその傷が治るまでは人間の姿になれず、切り株の姿をしているとのことだ。

　なるほど。

　つまり、彼女たちの正体は切り株か。そして、お風呂をさりげなく勧めておくように指示する。

　匂わなかったけど、気分的にね。切り株だったらお湯は嫌がるかな？　水浴びでも構わないぞ。だから、きっちり洗ってほしい。




　数時間後。

　食事と水浴びを終えたニュニュダフネ代表のイグと改めて相談。




　村への移住の理由は、これまで住んでいた場所が荒れてきたので新天地を求めたとのこと。

　なんでも近くの村が、森林伐採をやり過ぎて大規模な水害を引き起こしてしまったらしい。

　新しい住み処かを考えているところにマイケルさんの誘いを聞き、決断したという流れらしいが……。

　どうもマイケルさんの話で決断したわけではなく、その時にマイケルさんが持っていた村の果実が決断の切っ掛けらしい。

「貴方あなたの勧める移住先は、この果実……リンゴやナシなどを作った場所か？」

「ええ、そうです」

「全員、移動準備。急げ」

　その時のマイケルさんは打診のつもりだったので、かなり慌てたという話は以前に聞いている。

　その後、慌てないようにと交渉したが、止まらずに移住を開始してここに来たということだ。

　ちなみにマイケルさんは、シャシャートの街でニュニュダフネたちの移住用の物資を準備中。

　ミノタウロスやケンタウロスたちの衣服や武器、道具、食料も頼まないと。

「しかし、ウチの村に来たのが果実目当てなら、食事を断らせたのは悪かったな」

　ニュニュダフネのイグは、人の姿の者に抱えられている。

　切り株の姿では移動が遅いからだ。

　理由はわかるが、見た目は美人な娘さんが切り株を抱えている感じなので似合わない。

「気にしないでくれ。果実が目的ではない」

「そうなのか？」

「うむ。我らがこの地を目指した理由は、土」

「土？」

「あのような見事な果実がなる土地なら、きっと優れた土があるのではないかと思い、参った次第。どうか、ここに置いていただきたい」

「今更、断る気はないが……そうか、土か」

『万能農具』で耕した土だろうな。

「なるほど。それなら、ガッカリさせることはないと思う」

「うむ、畑を見たが実にうらやましい。我らが住む場所も、あのような場所であることを願う」

「ははは。畑みたいな場所がいいのか」

　…………え？　ちょっと待て。

「住んでもらう村に畑を用意するつもりだったが……。その、家に住んだりはしないのか？」

「家に住むこともある。ただ、我らは野外が好ましい」

「家に住むんだよな」

「我らは野外が好ましい」

　慌てるな。慌てるにはまだ早い。でも、ちょっと疲れた。







　ニュニュダフネたちの世話役を決めた。

「イグ。紹介しよう」

「マムです。貴女方の世話係に任命されました。困ったことがあれば、私に相談してください。よろしくお願いします」

　俺は獣人族の一人をニュニュダフネの世話役に指名した。

　本人からの希望があったからだ。まだ中学生みたいな感じだが、獣人族代表のセナから大丈夫と言われたので受け入れた。

「こちらこそ、よろしくお願いする」

　イグの根の一本が持ち上がり、マムと握手した。

「マム。悪いが、イグたちから話を聞いてもらえるか。どういった場所に住みたいのか、どういった仕事ができるのか、得意なこと、苦手なこと、あとは……」

「種族的なタブーや習慣ですね」

「ああ」

「承知しました。同時に村のこともある程度、教えておきます」

「頼んだ」

　うん、しっかりしている。

　俺はマムにニュニュダフネたちを任せ、家に戻った。また色々と話し合わなければならない。




　……問題が多いなぁ。
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　問題が多いのはわかっていた。元から、受け入れる数が多すぎるのだ。そして来るのが早すぎる。

　しかし、全員を受け入れると決めたのだから頑張るしかない。村の住人たちにも迷惑を掛けるが、よろしくお願いしたい。







　夜、各種族代表を集め、話し合いを行う。

　ミノタウロスやケンタウロス、ニュニュダフネの代表者、それと彼らの世話役になったナーフ、ラッシャーシ、マム。それにドライムとビーゼルも参加している。

　新しく来た者たちをいきなり参加させることに異論はあったが、問題点は共有した方がいい。

　それに、彼らはお客さまではない。別の場所に住むが、新たな住人だ。




「ミノタウロス族代表、ゴードンだ」

「ケンタウロス族代表、グルーワルドです」

「ニュニュダフネ族代表、イグ」




　イグは人の姿のニュニュダフネに抱えられての参加だ。

　マムが抱いて移動させるには、重かったらしい。
















　それにしても、移住者の各グループが一つの種族で統一されていてよかった。呼びやすい。

　それに、移住者のグループ代表に種族代表を兼ねてもらえる。

　いつもは大きなテーブルを囲むのだが、ミノタウロスやケンタウロスなど、大きい者がいるのでテーブルはなし。

　各自、丸太椅子に座ったり、床に座ったりしている。




「話し合いの前に、少しいいだろうか」

　ケンタウロス族代表のグルーワルドが手を挙げる。

「お会いした時の身の程を弁わきまえなかった無礼な言動、大変、失礼しました。謝罪させてください。そして、責は私一人にあるので、どうか他の者たちへは累を及ぼさないよう、伏してお願いします」

　グルーワルドは一度立ち上がったあと、前足を曲げて体を沈め、頭を深く下げた。後ろ足は曲げていないからお尻が上がったままだが……それがケンタウロスの謝罪ポーズなのだろうか？　あとで聞こう。

「それほど無礼だったとは思わなかったけど、謝罪は受け入れる。気にす……ごほんっ。今後は注意するように」

　気にするなと言おうと思ったら、グルーワルドの横にいるラッシャーシが木の板に文字を書いて俺に指示を送ってきたので従った。

　誰だ、彼女にカンペを教えたのは！

「はっ。ありがとうございます。以後、注意いたします」

　グルーワルドはラッシャーシのカンペに気付かず、感謝の意を俺に伝えてきた。

「これからの働きに期待する」

　これもラッシャーシの指示だ。

「ははっ！」

　グルーワルドの返事に満足したのか、ラッシャーシが木の板を裏返す。

〝さすがは村長！　名演技！　いつでも王になれますよ！〟

　ありがとう。

　でも、そのカンペは俺の傍にいる者も見ているからな。ルー、ティア、笑わないように。







　話を進める。

　とりあえず、当面の問題は新たに来た者たちの寝床だ。

　全員が野宿で問題ないと言ってくれるが、小さい子供は屋根のある場所で寝かせたい。

　村で屋根のある広い場所は、三カ所。

　俺の家、宿、そして酒の製造所。

　それらは広いと言えば広いが、十分なスペースがあるかと言われたらノーだ。わかっている。

　製造所には手を出さないから、ドノバンは俺を睨まないように。




「宿を開放しよう。小さい子を優先的にそこで休ませるように」

　そして、他の者たちの寝る場所だが早急に手を考えたい。

　俺たちだけが屋根のある場所で寝て、新しく来た者たちが外で寝てるなんて状況、俺の神経が持たない。




「当面の野宿の場所だが、このまま今の場所を貸していただければ助かる」

　ミノタウロスは武闘会の舞台周辺を希望。




「私たちは牛や馬などがいた場所をお借りできれば」

　ケンタウロスたちは、牧場エリアを希望。




「我らは日当たりがよければ、どこでも構わない」

　ニュニュダフネたちは、どこでもＯＫと。

　となると……。




「ミノタウロス、ケンタウロスたちは希望の場所で休んでくれて構わない。必要な物は世話役に遠慮なく伝えるように」

「わかった」

「はっ」

「ナーフ、ラッシャーシ、起きている時はなるべく彼らと一緒にいるように。あと、しばらくは俺の家に寝泊まりだ」

「承知しましたが……村長の家で寝泊まりですか？」

「理由は？」

「ミノタウロスやケンタウロスたちがお前たちを探す手間を省くためだ」

「なるほど。わかりました」

「そのように致します」

「ニュニュダフネたちは、寝る場所は自由にしてくれて構わない。ただし、畑の中は駄目だ。あと、他の者に迷惑を掛けないように。マムとの連絡はしっかり取れるようにしてくれ」

「了解した」

「マム。大変だろうが、頑張ってくれ」

「はい、頑張ります」

「それでマムにも俺の家に泊まってもらいたいが、大丈夫か？」

「大丈夫ですが……一度、家に戻ってラムリアスさんに報告したいと思います」

「わかった。アン。三人の部屋を頼む」

「承知しました」




　色々と話し合いが行われた。

　まず、完成させた一ノ村はそのまま放置。

　全員で収穫作業。

　その後、時間の許す限り二ノ村、三ノ村を作っていく。二ノ村は建物さえできれば、一グループは住めるだろう。

　まずは先着順ということで、ミノタウロスたちが二ノ村に住むと決めた。三ノ村にケンタウロスたち。

　そのあとでニュニュダフネたちの四ノ村作りだ。

　ドライム、ビーゼルの両名は、時々は様子を見に来てミノタウロスやケンタウロスたちの精神安定に努めてくれることになった。ありがたい。










　収穫作業開始。

　収穫作業ができる者は、収穫作業をする。収穫作業ができない者は、森で狩りだ。




　新たな問題。

　ミノタウロス、ケンタウロス、ニュニュダフネたちの大半が、森の魔物や魔獣が狩れないらしい。

「見た感じ、強そうに見えるけどなぁ」

「そう言われましても、ミノタウロス族は元々が温和な一族です」

　ミノタウロスたちの世話役のナーフが説明してくれる。

「彼らは集団全体で戦うスタイルではなく、戦闘に特化した者が集団を守るスタイルです。ですので、戦闘に特化したミノタウロスはかなり強いですが、そうでない者たちは普通に牧歌的です」

「戦闘に特化したミノタウロスは……幼少期からの教育か？」

「いえ、出産時に決まるみたいです。ただ、判明するのはある程度、成長してからになるそうです」

「なるほど。で、村に来ているミノタウロスで戦闘に特化しているのは……」

「種族代表のゴードン以外に二人いますが、まだ子供です」

「つまり、今はゴードンしか森に入れない」

「はい」

「無理に森に行かせて怪我けがをされても困る。他の者には何か別の作業を考えよう」

「すみません、よろしくお願いします」







「ケンタウロスたちで、森の中に入れるのは何人だ？」

「グルーワルドを含め、七人の大人だけです。子供は無理です」

　ケンタウロスたちの世話役のラッシャーシが説明してくれる。

「子供以外はそれなりの武装をしていなかったか？」

「武装はしていましたが、子供たちを守るための戦力として集められた一般人がほとんどです」

「森に入れる七人がちゃんと教育を受けた兵士ってことか？」

「いえ、ちゃんとした教育を受けたのはグルーワルドともう一人。あとは……厳しそうです。すみません。そのあたりは自己申告なので……」

「そうか。森に入れるのは不安があるな」

「はい。ですので、グルーワルドともう一人以外は別の作業にしてもらいたいです」

「わかった。何か考えよう」

「ありがとうございます」







　ニュニュダフネは理解できる。

　逃げる技術はあるが、戦闘力は皆無だろう。

「いえ、それなりに戦えますし、魔法も凄すごいですよ」

「そうなのか？」

「はい。ただ、自主的に狩るのではなく、待つスタイルなので量を狩るのは厳しいかと」

「あー、なるほど」

「人の姿の者はともかく、切り株の姿の者は移動力に難があり過ぎますからね」

「確かに。だが、少量でも狩ってもらえるのは助かるな」

「はい。ですが、クロさんたちと被かぶらないように場所を決めないと成果が出ないかもしれません」

「積極的に動けないから、そうなるか。わかった。クロたちと相談して場所を決めよう」

「よろしくお願いします」







　こうして森に入れない者たちに新たな仕事が与えられた。

　ミノタウロスたちは、収穫物の運送。男女問わず、パワーは十分だ。収穫した作物を倉庫に運んでもらう。

　ケンタウロスたちは、寝床作り。日除よけと雨のことを考え、大きな布を張ってもらう。ケンタウロスたちの分だけでなく、ミノタウロスたちの分もだ。ついでにミノタウロスの子供たちの世話も頼む。

　ニュニュダフネたちは、全員が二ノ村周辺に移動。その辺りで狩りをお願いした。

　各自、慣れない作業だが頑張ってくれた。







　初日、ニュニュダフネたちを除き、森に入った狩り組の成果はなかった。

　そして負傷者が三人。

　ゴードン、グルーワルドともう一人のケンタウロス。

「……牙の生えた兎って、手て強ごわいのか？」

「えーっと……一般人だと出会ったら絶望する相手です」

　文官娘衆の言葉を聞きながら、明日からは森に入らない仕事をしてもらおうと思った。

「ちなみにだが……お前なら牙の生えた兎を倒せるか？」

「ご冗談を。私は一般の部です」
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　収穫はかなり速いペースで行われた。

　冬までの時間が勝負だ。いつ寒くなるかなんて、誰にもわからない。

　収穫した物は文官娘衆によって数えられ、倉庫に収められる。

　今年は売却を控えようかとも思ったが、付き合いがあるのでそうもいかない。




　まず、ハウリン村との交易という名の交換市に参加する。

　この時、これまで村にいたガルフたちも同行し、向こうへ帰る。




「世話になった」

「そうか？　ほとんど娘たちの家にいただろ？　俺はあまり世話した覚えがないぞ」

「ははは。そうだが、食べ物とか酒とかもらったからな。うん、いい村だ」

「……別れはすんだのか？」

「ああ。名残惜しいがハウリン村では妻や他の娘が待っているからな」

「村にいる限り、娘の面倒はみるから心配するな」

「わかっている。娘を……いや娘たちを受け入れてくれたこと、感謝している」

「まあ、余裕ができたらまた来てくれ」

「ああ。遠慮しないぞ」




　ハウリン村との交易は、ティアとラスティが担当。

　頑張ってもらった。







　次にドライム、ドース、ライメイレンのところへ収穫物のお裾分けという名の季節の贈り物。

　食料に不安があるのになぜと思うかもしれないが、今回は販売の意味が強い。

　お礼を期待しての贈り物だ。お礼を期待して贈り物をするなんてと思うが、作物を手っ取り早く現金や宝石に換えるためだ。

　ビーゼルとの取引も同じ。食料を売って現金を受け取る。




　そしてシャシャートの街のマイケルさんのお店にも作物を持って行き、売ったお金やこれまで貯ためたお金で食料を買い付ける。

　事前に話を通しているので、食料は用意してくれていた。

「食べ物を売って、食べ物を買うなんて変な気分です」

　マイケルさんのお店に買い付けに行った文官娘衆の一人がそう言うが、今回は質よりも量が必要だからな。

　といっても気持ちはわかるので、穀物類よりも魚介類を多めにしてもらっている。

　目標は、全員が無事に冬を乗り越えること。

　来年以降は、各村で農作業をしてもらうから大丈夫。

　……あれ？　ミノタウロス、ケンタウロス、ニュニュダフネは農業できるのか？

　いや、ここに来るまで生活していたのだから大丈夫だろう。

　……農業をしていたとは聞いていない。無理か？　ニュニュダフネは無理っぽいよな。

　合わない作業をさせても非効率だし……今度、そのあたりをしっかり話し合おう。




　村に食料がドンドンと運び込まれていく。

　食料を保存するための倉を作りたいが、後回し。簡単に作れる地下室を増やして収めていく。




　収穫と売買が終われば、手の空いた者から急いで二ノ村に向かって建築作業。

　ミノタウロスたちが住むための大きな家を建てていく。手間と速度を考え、全て平屋。内装は後回し。とりあえずは屋根。次に壁。そして冬に備えての防寒対策。

　この建築作業にはミノタウロスたちも参加できたので、かなりのハイペースで進んだ。俺も二ノ村に行っては井戸とトイレの建設をする。




　俺は〝大樹の村〟に戻るが、建築作業をしている者の大半が二ノ村で寝泊まりしている。

　なんだかんだで〝大樹の村〟と二ノ村の距離があるので、その時間を短縮するためだ。

　そして、作業をする者たちの護衛にクロやザブトンの子供たちもそれなりの数が二ノ村周辺に移動している。おかげで、〝大樹の村〟が少し寂しい。




　ミノタウロスの大人たちは二ノ村に住みながら建築しているが、ミノタウロスの子供たちは〝大樹の村〟にいる。

　その世話をしているのがケンタウロスたち。

　ケンタウロスたちは、その姿から予想できるように走るのが得意だった。得意の戦い方も、速度を上げてからの突撃や、殴って逃げる機動戦、距離を保ちつつ一方的に殴る遠距離攻撃と足を使うものだった。

　最初、グルーワルドたちが森の中で兎を相手に苦労していたのは走れなかったからと判明。

　彼女らは走れる道の上では、かなり強かった。

　そこで、〝大樹の村〟と二ノ村の間の輸送、連絡要員を頼んだ。

　途中で遭遇する魔物や魔獣を倒す必要がなく、逃げていいとなれば、グルーワルドともう一人だけでなくケンタウロスの大人全員が協力できた。

　大体、五人でチームを作り、走っている。

〝大樹の村〟から一ノ村を経て、二ノ村まで三十分ぐらい。

　速度的に時速四十キロといった感じだろうか？　聞けばもう少し速く走れるとのことだが、無理はしないでほしい。

　でも、最速を知りたいのでチャレンジしてもらったら、〝大樹の村〟から二ノ村まで二十分ぐらいだった。凄い。




「あの、村長。牧場に馬がいましたが、乗馬をされるのですか？」

「ん？　ああ、するが……まあ、乗せられているだけだ。なかなか言うことを聞いてくれない」




　ひょっとして、グルーワルドは馬と会話ができたりするのだろうか？

　なら、俺の指示を聞くように言ってもらえないだろうか？　馬に不満があるなら聞こうじゃないか。ひょっとして付けた名前が気に入らないとか？　ネーミングセンスに関しては、自信が欠片かけらもないからなぁ。

　あ、馬と会話はできない？　そうか。残念。




「その、村長。私に乗ってみますか？」

「え？」

「馬よりは乗りやすいと思いますよ」

「え、えっと……」

　グルーワルドの下半身、馬の部分を見る。うん、馬だ。

　馬の背中部分を見る。乗れそうだ。乗れそうだが……。

「俺が乗ってもいいのか？」

「はい。どうぞ」

　グルーワルドが両足を曲げてしゃがんだので、俺は素直にその背中に跨またがった。

　グルーワルドが立ち上がる。

　高い。馬に乗った時の高さだ。

「歩きます」

　グルーワルドがスタスタと歩く。

　俺がお尻を置いている背が上下に揺れる。うん、馬に乗った時と変わらない。

「少し、速く歩きます」

　おおっ、乗馬してる。

「走ります」

　…………。

　ビビるほど速かった。鞍くらとか鐙あぶみがないと危ないと思う。

　このあと、俺が二ノ村に行くのにグルーワルドが運んでくれるようになった。

　グランマリアたちが少し嫉妬の目でグルーワルドを見ていた。あと、クロたち。

　グランマリアたちはわかるが、クロたちに乗ったことはないぞ。




　馬が拗すねた。

　いや、すまない。お前をないがしろにする気はないんだ。だが、言うことを聞いてくれないだろ。

　機嫌を直させるのに少し苦労した。

　グルーワルドに乗る時は、なるべく馬の目にふれないようにしよう。










「村長。水車の試作六号ができました。今度こそ上手くいきます！」

　山エルフたちの水車作りは、順調とはいかなかった。

　試作一号、二号は上手く回らずに失敗。三号は回転したが、水が上手く汲めなかった。

　四号は回転、水汲み共に上手くいったが、数日後に回転が歪ゆがんで壊れた。また、汲める水量が少ないのが問題にされた。

　五号は耐久性を追求したせいか、重くなり過ぎて上手く回らなくなった。

　そして六号。

　上手くいった四号を基礎に、水車の軸を鉄製にすることで耐久度をアップ。汲み上げる水の量を増やすため、かなりの大型水車になった。

　直径は三メートル超。

　かなり軽量化しているが、水車を設置場所に運ぶのに竜姿のラスティに協力してもらった。

　川には水車を固定するための台を作り、設置している。

　こちらも試作が三回ぐらい行われた。




「位置確認、問題なし！　水車、降ろします！」




　山エルフたちがほぼ総出で、水車を見守っている。

　ガゴッと水車が降ろされ、設置している台の所定の場所に軸がはまる。

　そして……川の流れに押されてゆっくりと動き出した。

　沸き上がる歓声。だが、汲み上がらない水。失敗かと暗い空気が漂った。




「あっ！」




　水車の向きが逆でした。

　汲み上がらなくて当然。

　時間をかけて正しく設置し直し、改めて動作チェック。

　予定している水量の汲み上げに成功した。




「よかった。本当によかった」

　山エルフたちが涙を流した。

「見た感じ、楽勝とか思って舐なめてました」

「木の重さまで考えないと駄目だったなんて……」

「ううっ。でも、楽しかった」

「改善点、まだ三つぐらいあるけど」

「ともかく、よかった」

「で、あと、これを二つでしたっけ？」

　農作業をするかどうかはわからないが、川の水が引けるのは今後の役に立つ。

　頑張ってもらおう。







　収穫が終わってから四十日ほどで、大きな平屋が二十五棟ほど完成した。

　ミノタウロスたちも平屋が完成したそばから住み込んで生活を始めているので、問題点はすでに洗い出されて改善している。

　これでミノタウロスたちの寝床問題は解決したと結論。

　冬の間、北のダンジョンで暮らしてもらう案は、そのままケンタウロスたちにシフトした。




「できれば、冬の間もこちらでお世話になりたいです」




　グルーワルドの希望を叶かなえてやりたいが、冬の寒さは厳しい。

　一人二人ならなんとかなっても、ケンタウロスたちは子供を含めて百人以上だ。

「三ノ村の建設を急ごう」

　冬が来るまでに、できる限りのことはする。
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　ニュニュダフネたちは、こちらが考えていた以上に自給自足が可能だった。

　食料を特に必要としないのが一番いい。いや、食べたり飲んだりできるが、日光と水、そして良質の土があればなんとかなるのだそうだ。

　そして、待ち姿勢の狩り。獲物が狩れるまで、何日でも同じ場所で待機できる持久力。

　簡単に言えば、世話が不要だった。必要なのは許可。

「この辺りで日を浴びるのは構わない」

「人の姿をしている者は、全裸で動き回らないように」

「木に寄生しているように見えるが……本当か？　まあ、その木なら構わないが村の中央の木に何かしたら……」

　世話は不要だが、手間がかからないわけではない。




　ニュニュダフネたちには二ノ村周辺で狩りをしてもらっていたが、二ノ村の建築作業が始まると護衛のクロたちがいるので一ノ村周辺に場所移動。

　でも、一部は〝大樹の村〟や二ノ村で待機してもらっている。

　待機の理由は、警報と光源。

　ニュニュダフネたちは、ある程度の距離の同族に対し、念話ができるらしい。念話といっても細かいことを伝えられるわけではなく、現在の位置や「満足」「不満」「安全」「危険」などのシンプルな内容をふんわりと伝えられる。

　注目したのは位置と「危険」が伝えられること。例えば村にいる時に「危険」を発信してきたら、その村で何かあったと判断できる。

　精度的にはイマイチだが、他の村が魔物や魔獣に襲われていつの間にか全滅していたという事態は避けられると思う。

　これが警報。

　光源に関しては、ニュニュダフネたちは切り株姿の時に発光することができた。切り株から、植物を伸ばし、程よい高さで花が咲き、それが幻想的な灯あかりとなった。

　野外を好むことと合わせ、夜の街灯ならぬ村灯としてのポジションを確立したのだ。

「マム。ニュニュダフネたちから要望があったりはしないのか？」

「いくつかありましたが、私で対応できる内容でした。問題は……服の習慣ですね」

「ああ」

　ニュニュダフネたちは、本来は全裸の種族らしい。

　それは人の姿の時も同じ。話を聞くと、いま着ている似合わない服は、マイケルさんが贈ったものだそうだ。

「マイケルさんに感謝だな」

「はい。それで、どうしましょう？　一応はそのあたりの指導を重点的にやっていますが……」

　切り株姿になった時に服が脱げるらしいので、狩りに行っている間は全裸。

　スタイルがいいので目の毒だ。

「人の姿で村にいる時は、着用義務。自分の家の中なら、強制はしないという感じで」

「わかりました」







「今更だが、ミノタウロスたちがこの村に来た経緯は聞いているか？」

　忙しくて忘れていた。

「はい。聞いています」

　ミノタウロスたちの世話役のナーフが答えてくれる。

「ゴードンさんたちが、以前住んでいた場所で養蚕業をやっていたのは知っていますか？」

「いや、普通に農家をやっていたと聞いたが……。蚕を育てていたのか？」

　前にミノタウロスたちが農業をできるのか不安になり、聞いたことがあった。

　その時、農業はやっていたから大丈夫だと胸を張られたのを覚えている。

「はい。農業もやっていたのですが、移住の原因は養蚕業です」

「……？　何があった？　蚕が病気で全滅でもしたのか？」

「いえ、順調な売り上げを誇っていたらしいのですが、その地を治めていた領主が無理を言ったそうです」

「無理？」

「蚕の繭が高値で売れるので、生産量を増やすようにと」

「ああ、なるほど」

　領主の気持ちはわかる。儲もうけが出る商売は手広くやりたいものだ。

「ですが、生産量を増やせと言われても、生き物を扱う仕事ですからすぐには対応できなかったらしいのです」

「そうだろうな」

「それに怒った領主が、税率を引き上げてしまい……」

「……は？　税率を引き上げって、その領主は無能か？」

「でしょうね。ゴードンさんたちは三年ほど頑張ったそうですが耐えられず、結局は村を捨てたそうです」

　結果的に、儲けの出ていた産業を儲けに目が眩くらんでつぶしたのか。しかも、村を捨てる決断までさせるとは……。

「その後、各地を放浪している時に、運よくドライムさんの部下と連絡が付いてこの村に来ることになったそうです」

　なるほど。それでこの村に来た時、あんなにガリガリだったのか。

「私の勝手な意見ですが、二ノ村で安心して暮らせるようになって、本当によかったと思います」

「そうだな。この先も安心してもらえるように、頑張っていこう」

「はい」




「ちなみに、その無能な領主はどこの国にいるんだ？　まさか、フルハルト王国か？」

「いえ、さすがに違います。国の名前は覚えていませんが、フルハルト王国よりかなり西の方の国だったかと。聞いてきましょうか？」

「いや、思い出させるのも悪い。ちょっと気になっただけだ」

　なんでもかんでもフルハルト王国のせいにするのはよくないな。イメージの悪い国だけど。







　ケンタウロスたちが住む予定の三ノ村の建設は、急作業で行われた。

　俺が『万能農具』で切り拓いた土地に、ハイエルフとリザードマン、ミノタウロスたちが家を建てていく。

　ミノタウロスたちの家と同じく、平屋中心。

　下半身が馬のケンタウロスたちとの差は大きいので、まずは小さな一軒家を建てて問題点を洗い出す。




「通路が少し狭いです。これでは一人しか通れないので、すれ違えません」

「扉の取っ手の位置は、もう少し高い場所で。窓も高くお願いします」

「ここの中途半端な段差はない方がいいです」

「無理に床板を張る必要はありません」

「室内は扉よりも、カーテンの方がありがたいです」




　最初は遠慮していたケンタウロスたちだが、俺とラッシャーシが強く求めたので少しずつ意見が出始めた。

　合わない家に無理に住んでストレスを溜ためられるのはよろしくない。







　ケンタウロスたちの意見をある程度まとめると……。

「ちょっと豪華な馬房？」

　馬房の一角に台所やトイレがある感じだ。

「ま、まあ、下半身が馬ですから……その、生活はそっち方向になってしまうかと……」

　グルーワルドが困りながら言うので、その認識でいいのだろう。

「方向性は理解したから、とりあえず急ごう」

　建物の形が決まれば、あとは早い。

　一斉に何棟かを作り始める。そろそろ肌寒くなってきているので、急がないといけない。間に合うかどうかギリギリだろう。

　俺たちは一心に建築作業に従事した。







　そんな中、俺はゴードンとグルーワルドの二人を呼んだ。

　場所は三ノ村のできたばかりの家の一つ。

　まだ誰も住んでいないので、周囲には誰もいない。




「大事な話がある。しっかり聞いてほしい」

　俺の宣言に、二人の顔が引き締まる。

「本当に大事な話だ。率直に聞く。ゴードン。お前たちは、他種族との交配は可能か？」

「交配？　え？　……あ、ああっ。すみません。えっと……可能ですが、その、問題があります」

　ゴードンの喋りは、以前よりも少し丁寧になった。二ノ村で落ち着くことができたからだろうか。しかし、距離が少し遠くなった気はする。なぜだろう？

　疑問は横に置いて……。

「問題？」

「はい。その……」

　ゴードンがグルーワルドを気にしたので、グルーワルドに耳をふさぐように頼んだ。

　そして聞かされるミノタウロスたちの交配事情。

　うん、普通の交配。ただ、サイズに問題があった。

　要約、ミノタウロスはミノタウロス以外は無理じゃない？　というか不可能。

　最善ではないが、こちらに求めてこないならＯＫだ。

「ゴードン、恥ずかしい話をさせて申し訳なかった。そして理解した。ミノタウロスはミノタウロスたちで幸せな家庭を築くことを願う」

「承知しました。あの、ただ、その……」

「なんだ？」

「男の方は滅多にいないのですが……女の一部はミノタウロス以外を求める者もいまして。村長の好みに合うかどうかわかりませんが……差し出すことは可能です」

「待て待て待て」

「はい」

「求めてないから」

「え？」

「ハッキリ言うぞ。求めてないから。遠慮でも謙遜でも遠回しの表現でもなくだ」

　俺の宣言に、ゴードンが困った顔をする。

「お前たちを侮蔑しているわけではない。言っただろ。ミノタウロスはミノタウロスたちで幸せな家庭を築くことを願う。それだ」

「それはわかるのですが、女の一部はミノタウロス以外を求めまして……」

「矯正しろ」

「え？」

「矯正だ。いいか頼むぞ。俺は、お前たちの誰かから差し出してもらおうとか一切考えていない！　恩を感じるなら労働で返してほしい」

「……承知しました」

「まだ不満そうだから、言っておく。ドワーフたちは男性だけだし、リザードマンの女性には手を出すのは不可能だ。俺の言っている意味はわかるな。別に俺に誰かを差し出さないと、立場を得られないわけじゃない。それに、差し出したからといって優遇することもない。覚えておいてくれ」

「承知しました」

　話が終わったのでゴードンを先に帰し、次はグルーワルドと話しをする。




「女性に聞くのは恥ずかしいが、これも種族代表の務めと思って答えてほしい」

「なんでしょうか？」

「ケンタウロスたちは、人間との交配は可能か？」

「…………………………そ、その質問が、人間の子を産めるのかということなら、残念ながら不可能です」

　赤面しながら答えてくれた。

　しかし、答えは不可能。つまり……駄目ということだ。

　ＯＫ！　ベストアンサー！

「ですが、遠慮は無用です村長。楽しむことは可能です！」

「…………は？」

「ま、ま、まだまだ未熟な私ですが、男女の楽しみ方は色々あると聞いています！　幸いにも、私は胸に自信があります！」

「待て待て待て！」

「覚悟はできています！　さあ、お命じください！」

「命令しない。そして、その覚悟は捨てるように」

「なぜですか！　こう言ってはなんですが、私は強気な女です。男性は、強気な女性を虐しいたげることに喜びを見いだすと聞きかじった覚えがあるのですが？」

「誰に聞いたのかな？　あと、男性全員がそうじゃないからな」

「ではなぜ、そのような質問を？」

「そ、そうだな、それを先に言っておけばよかった。種族間のトラブル防止のための調査みたいなものだ。誰かを差し出せとかいう話じゃない」

「トラブル防止？」

「将来的に、子供たちが大きくなった時のことを考えてだ」

「……」

「どうした？」

「わ、私たちのことをそこまでお考えに……ありがとうございます」

「いや、まあ、こっちの都合もあるから……。だが、交配が不可能なら、ケンタウロスはケンタウロスたちで幸せな家庭を築いてほしい」

「はい！　わかりました！」

　うん。いい返事だ。




「それで、私はいつから村長のお部屋に伺えばよろしいでしょうか？」

「ん？」

「私はいつから村長のお部屋に伺えばよろしいでしょうか？」

「君は何を言っているのかな？」

「い、いつ、楽しみます？　こういったことを言わせるプレイですか？」

「違う！　何を聞いていた！　俺は、ケンタウロスはケンタウロスたちで幸せな家庭を築いてほしいと言ったんだぞ」

「はい。村長のお気持ち、感謝します」

「で、それがどうして俺とお前が楽しむことになるんだ？」

「この村で安定した立場にいなければ、幸せな家庭は築けません。安定した立場にいるためには、村長のご寵ちょう愛あいを受ける者がいればいいと考えます。不肖、このグルーワルドが立候補させていただければと」

　グルーワルドが頭を下げる。

「あー……ゴードンにも言ったが。大丈夫だ。気にするな。俺がどう思おうが、追い出したりはしない。安心しろ」

「そうは言われましても……」

「んー……」




　新しく来た者は、新しく来た者で悩みがあるのか。

　十分に慣れたと思っていたが、まだまだそうではないのか。難しい問題だ。

　とりあえず、服を脱ごうとするグルーワルドをなんとか説得し、この場を切り抜けた。




　誰か、相談に乗ってほしい。
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「貴方が悪い」

「貴方が悪いです」

「村長、もう少し気を使ってほしいです」

「村長のそういった不器用なところは嫌いではありません」




　ルー、ティア、リア、フラウの順で言われた。

　この場にいるのは、他にドワーフのドノバン、ミノタウロスたちの世話役のナーフ、ケンタウロスたちの世話役のラッシャーシ、ニュニュダフネたちの世話役のマムがいる。

　話の内容は、ミノタウロスのゴードンや、ケンタウロスのグルーワルド、そしてニュニュダフネに関して。

　要は彼らが俺の元に女性を送り込もうとしているけど、なんとかならないか？　的な相談をしたら、この結果だ。




「まあまあ」

　ドノバンが、酒を片手に場を宥なだめる。

「色々な意見があるだろうが……まずは村長に、村長の在り方……いや、有力者の在り方を知ってもらわないと駄目だろう」

「有力者の在り方？」

「うむ。なに、そう難しい話ではない」

　ドノバンが酒を一杯飲み、新たな酒を注つぎながら説明してくれる。

　ちなみに、酒は俺の奢おごりだ。

「例を出すと……ワシらドワーフは誰の許しを得てこの村に住んでいる？」

「一応、俺か？」

「うむ。そしてワシらドワーフは、この村のために酒を造っている。ドワーフのためと言いたそうだが、そうではないぞ。造った酒は、全て村長の元に納めているからな」

「確かに」

「ここで村長がドワーフを村から追い出そうと考えたとしよう」

「え？」

「例え話だ。ドワーフを村から追い出そうと考えた時、それを思い留とどまらせるのも酒造りだ」

　ドノバンは注いだ酒を掲げ、俺に見せる。

「村長はそれほど酒に固執しておらんが、村の者の多くが酒を求めている。ワシらドワーフを追い出し、ワシらの造った酒が楽しめなくなると……村長はよくても、他の者が不満を持つかもしれん。そうなれば村が不安定になるかもしれん。無理にドワーフを追い出すよりは、村に置いておいた方がよいのではないか？　などと考えてくれる」

　考えるだろうか？　……考えるな。

「つまり、ワシらドワーフはここに住む許可の代価に、酒造りをしていると言える。ここまではよいか？」

「あ、ああ」

「ワシらは酒造り。ルー殿やティア殿は、村長の相談役の上、子を産んだ。鬼人族は身の回りの世話。ハイエルフは狩りと建築。リザードマンは力仕事。獣人族も細こま々ごまとした仕事をしている。魔族の娘っ子たちも、村長の仕事を手伝っている。山エルフも鍛冶仕事、器作り、最近は水車を作り上げて価値を示した。ああ、ザブトン殿たちやクロ殿たち、竜は言わずもがなだ」

　ドノバンは思い出すように言う。

「今までこの村にいた者は、この村にいてよい理由があるか、理由を作ってきた。新しく来た者たちはそれがなく、不安なのだ。村長という有力者の気が変わった時、追い出されるのではとな」

「いや、俺は追い出そうとは思わないが……」

「村長はそうであろう。来る者拒まず、去る者追わずという感じだ。だが、彼らはそれをまだ知らない。出会ってまだ百日も経たっていないのだろう」

　そう言われると……そうか。

「村長はこの〝大樹の村〟で一番、そして新たに作った村でも一番の有力者であることを自覚し、それに合う振る舞いをしてもらいたい」

「振る舞い？」

「今の振る舞いでは不安な者がいるのだ。そうさせない振る舞いを求められる」

　ドノバンは持っていた酒を飲み干し、さらに新しく注いだ。

「例を挙げれば、新しく来た者と村長の立場のバランスだ。今、村長が何か命じた時、連中はそれを断れん」

「……」

「〝断れない〟と〝断れるが引き受ける〟の差は遙はるかに大きい。今の村長は、与え過ぎなのだ」

「与え過ぎ？」

「うむ。この安住の地、美味うまい食い物、ワシらの造る酒、ザブトン殿たちの布製品、その他にも山のように与えている。そのくせ、対価は冬が来るからと未払いだ。それで我が世の春が来たと喜べる悪党なら問題はなかろうが、連中は善良だ。与えた物で押しつぶされるぞ」

「いや、建築の手伝いとか、色々やってもらっているし……」

「建築してるのは連中が住む場所で、さらにその間の食事の世話までしている。今の働きで等価だと思うか？」




　…………。




「連中が女を差し出したがる理由がわかったか？」

「……ああ」

「受け取らない村長が責められる理由も」

「むう」

「……ははは。説教っぽくなってしまったが、そのあたりを理解した上で、村長は村長らしくやればいい」

「ん？」

「女を差し出してきたからといって、必ず受け入れなきゃいかんということもない。要は体裁だ」

「……あっ」




　思い込みは怖い。




「何を求めるかは村長の判断だが……。相手が断れんことを忘れんようにな」

「ああ」

「……こんなこと、酒を飲んで酔わねば言えん。ワシにあまり多くを求めるな」

「すまなかった」

「あー……それと、この場にいるから言うがリアよ」

「なんです？」

「お主らハイエルフたちは、がっつき過ぎだ。もう少し、手加減してやってほしい」

　ドノバン……。

　俺の中でドノバンの株が爆上がりだ。

「隙間がなければ、村長とて受け入れたくても受け入れられん。他の種族のことも考えてやれ」

　あ、いや、そこは素直に休ませてやれと言ってほしい。

「ちゃんと他の種族とも話し合っています。ですが、まあ……少し考えておきます」

　俺は心の中でガッツポーズしながら、ドノバンに褒ほう賞しょうメダルを……いや、違うな。

　酒を渡すことを決めた。

　ありがとう！　あと、リアに言ったことを鬼人族にも言ってほしい。







　俺には覚悟が足りなかった。

　二百人を超える新たな住人を受け入れる覚悟が。

　家と食べ物を与えれば、それで十分と思っていたのが間違いだった。新たな住人は、新たな住人で生きているのだ。







　その後、仕切り直して話し合った。

　あそこで終わると、俺が説教されただけになって何も解決していないから。

　ナーフ、ラッシャーシ、マムにも意見を出してもらった。










　結果。




「〝大樹の村〟に滞在？」




　俺はゴードン、グルーワルドを集めて話した。




「ああ、大変だろうが、各村から当番を決めて〝大樹の村〟に来る者を決めてほしい」

「承知しましたが……その、〝大樹の村〟ではどういったことをするのでしょうか？」

「基本は俺の命令を各村に伝えるための連絡員。それと、住む場所が離れるから情報不足では困るだろう。〝大樹の村〟に滞在している時にあった出来事を記録し、それを帰った時に各村に伝えるのが仕事だ。そして各村から来た者は、各村の情報を伝えてほしい」




　ケンタウロスたちに走ってもらえば早いのだろうけど、同じ種族から聞いた方が信用できるだろう。




「それと、他にも俺が求めた仕事をしてもらう。言い方が悪いが、小間使いだ」

「小間使い」

「そうだ。この村に来ている間は、俺の手足として働いてもらう」




　遠方の各種族から提供させる労働力という扱い。




「人数は、各村から二人。滞在期間は各村で決めていいが、来た時と帰る時は一報を入れること。質問は？」

「いつからでしょうか？」

「今日からだ。急ぎ、駐在員を決めてくれ」

「駐在員？」

「ああ、この村に滞在する者の役名だ」

「承知しました。〝大樹の村〟に滞在している間は、どこで寝泊まりすればよろしいですか？」

「当面は宿を使ってくれ」

「当面？」

「次の春、俺の家を改築する。その時、各村の駐在員が寝泊まりする部屋を用意する。傍にいないと、小間使いにならないからな」

「おおっ」

「それはつまり……」




　俺は、小間使いを求めた。

　そして、その小間使いは将来的に俺の家に住む。各村が俺に女を差し出したいのなら、受け取ろう。

　ただし、どう扱うかは俺の自由だ。当面は小間使いと連絡員として頑張ってもらうだろう。

　その先は各自の努力の問題だが、各村としては女を差し出したのと同じ。

　浅いかもしれないが、これが今回の俺（と相談に乗ってくれた者たち）の結論。




「そして、その上で各村というか種族にも仕事をしてもらう」

「もちろんです」

「ゴードンの村では、農業を中心に。興味があるなら畜産関係もやってくれて構わない。養蚕をしていたらしいが、その気があるなら蚕を集めよう」

「感謝します。まずは農業をして、足場を固めたいと思います」

　ゴードンが頭を下げる。

　今まで、聞き込みや打診だけで本格的に何をやってもらうか言っていなかった。反省。

　ギブ＆テイクの気持ちを忘れてはいけなかった。与えた分、返してもらう。

　あとで撤回することになるかもしれないが、当面の目標を伝えることにした。




「グルーワルドの村は……まだ村が完成していないが、完成したあとは同じく農業を中心にやってもらう。それと、その健脚を見込んで各村の間を走っての定期連絡役だ。これは季節、天候に関係なく毎日だ。キツいぞ」

「はっ。お任せください」

「まあ、細かいことは村の完成後にだ」

　グルーワルドが頭を下げる。

　これで一仕事、終わった。




　あと、もう一仕事。

　俺はイグを呼び出した。




「イグの村だが、悪いが作らないことにした」

「っ！」

　イグが驚き、切り株の上部にツタが出た。

「慌てるな。新しく作らないだけだ。イグたちには〝大樹の村〟に住むのを基本としてもらいたい」

「え？　お、おおっ。我らがこの村に住めるのですか？」

「ああ。ただし、今やってもらっている各村に滞在しての警報役。それと夜の灯りの仕事を継続してやってもらいたい」

「承知」

「各村に滞在しての警報と灯りの仕事だから、ある程度の数で別れて生活することになるぞ。構わないか？」

「問題ない」

「そうか。それとだ。悪いが、お前たちより先に来たミノタウロス、ケンタウロスたちに気を使う必要がある」

　サイズや生活形態の問題があるとはいえ、あとから来たイグたちが〝大樹の村〟に住み、先に来た二者が離れた場所では不和が出る。

「何をすればよい？」

「しばらく、一ノ村の管理人をやってほしい」

「一ノ村の管理人？」

「ああ。あそこは完成している。いつでも移住できるが……住人がいないとすぐに傷む」

　現在、一ノ村は誰も住んでいない空き村だ。

「新たな移住者が来るまでの間、村の世話を頼みたい。警報の仕事、夜の灯りの仕事をした上でだ。大変だぞ」

「承知。お任せを」

　先ほど、驚いた時に出したツタに花が咲いていた。

「うん。頼んだ」




　…………。

　疲れた。のんびりしたい。




　ああ、駄目だ。

　ケンタウロスたちの村を完成させないと。

　冬は目の前だ。




[image: ]




　神だってミスはします。

　別に恥ずかしいことではありません。

　恥ずかしいのはミスをしたのに、ミスを認めないことです。




　私は農業神。

　創造神の子の一人であり、いくつもの世界の農業関係を管理しています。

　それなりに多忙です。

　ですが、その多忙な中、私は始まりの第一世界に戻ってきました。

　父、創造神を叱しかるために。

「そ、そんなに怒らなくてもいいんじゃないかな？」

　私の前で正座している創造神が、窺うかがうように私を見てきます。

「ほら、もう足が痛いんだ」

　父はわざとらしく足を撫なでます。

　それを私が何も言わないと、父は足を崩し始めました。

「誰が足を崩していいと言いました？」

　私はキッと睨みます。

「すみません。反省しています」

　創造神はスッと綺麗な正座をします。やはり足が痛いのは演技でしたか。まったく。




　父である創造神は、無数の世界を管理しています。その点は素直に凄いと思います。

　なにせ、私の何千、何万倍もの世界を管理しているのですから。さすが父だと思わずにはいられません。

　ですが、欠点もあります。

　うっかりです。

　父は百万回に一回ぐらい、うっかりすることがあります。

　父によれば、そのうっかりがなければ世界に神は創造神だけであり、他の神はいなかったと主張するので、父のうっかりを否定したりはしません。

　うっかりがあるからこそ、私たちが生まれ、父をフォローする仕事が生まれたのですから。

　私たちが父以上にしっかりすれば問題はないのです。

　と、胸を張って言いたいのですが、残念ながら私たちはどこまでいっても父の子です。

　父を超えることなど、できようはずがありません。

　私は父を叱っていますが、父が本気になれば私など即座に消滅するのです。ですが、父はそんなことをしません。それが父の定めたルール。

　本来、自由であるはずの父が、自分を縛るために作った枷かせです。

　まあ、それがあるから安心して叱っているわけではありません。大儀があるから叱っているのです。これで私が消滅させられたとしても本望というものです。




「子に譲ったはずの魂の管理を行い、そこでうっかりを発動。フォローのためにその魂を別世界へ転移させたのはなぜですか？」

「きゅ、救済のために」

「ですよね。ならばなぜあのような過酷な地に送り込んだのですか」

「う、うっかり」

　…………。

　私が温厚でよかったですね。母なら膝ひざが父の顔にめり込んでいましたよ。

　まったく。救済で別世界に送ったのにそこで窮地に陥らせるとは。

　明らかにミスです。

　しかも、その送られた彼は、珍しく農業をやりたいという優良な者なのに。

　私が興味を持って確認しなければ、このミスはなかったことにされていたでしょう。

　現状、彼は……なんとか頑張っているようです。畑も広げ、素晴らしい。

　少し凶暴な魔物や魔獣に囲まれていますが、仲良くやっていますね。一安心です。

　ですが、父を許すわけにはいきません。

　だって、私が口頭で確認した時、父は問題なしと返事しましたからね。

　噓うそは駄目です。問題だらけじゃないですか。

「しかも、別世界へ転移させるとしても、もう少し何かしらの能力を与えてもいいでしょうに」

「いや、それは本人が不要だって言うから。私も頑張って渡そうとしたんだぞ」

「…………本当ですか？」

「これは噓じゃない。本当だ」

「…………わかりました」

　残念ですが。今からでは何もできません。

　父も世界に降り立った者に、直接的な加護を与えることはできません。それも父が決めたルールです。

　何かできるとすれば、一つの世界の小さな範囲を管理する神。私の孫か曾ひ孫まごあたりになるのですが……。

　彼らですら、直接は駄目です。

　やんわりと、遠回りに、十のうち一が伝わるかなぁぐらいでしか駄目なのです。

　面倒ですが、神が感情のままに世界に手を出して、成功したことは皆無です。

　いくつもいくつも世界を崩壊させた反省の結果なので、仕方がありません。

　私にできるのは、その世界の小さな範囲を管理する神に、厳命……は無理ですね。

　立場的に私が上だとしても、越権行為です。

　あっ、しかもあの世界。私の曾孫がトラブルを起こして……って！

「父ちゃん！　ちょ、どうして転移先があの世界なのよ！」

「痛い痛い痛いっ、ちょ、首が絞まってる、絞まってるから。あと娘よ。口調が変わっているぞ」

「やかましい！　どうしてあの世界を選んだ！　言えっ！」

「あはは……うっかり」

　私の膝が、父の顔にめり込みました。




　ふう。まいりました。

　あの世界ですか……。

　昔、二人の神の行いに一人の神が怒り、父のルールを破った世界です。それゆえ不安定。

　安定させるために、他の世界の倍の数の神が投入されています。

　それなりに重要な世界の一つであり、独自の進化をしているので、崩壊させるには惜しいと父が判断したからです。

　それに、ルールを破ったことによるイレギュラーの観察もできます。

　ある意味、多くの神が関わることで他の世界よりも安定し、崩壊しにくくなっているのですが……。

　私が口を挟んでも、聞き届けられることはないでしょう。

　なんという世界に送り込んでくれたのですか。

　私ができるのは、見守ることだけのようです。




　くっ、彼に『農業知識』や『植物知識』を与えたかった。

　そうすれば、あの世界にない作物を大量に作ってくれたでしょうに。そしてあの世界の農業が飛躍的に進歩し、農業に関わる者も増えたと思うと……。

　父を折せっ檻かんせずにはいられません。

「ちょ、ま、待って。歪んでいる鼻を治してからで……」

　あと、もう一点、父に言いたいことがありました。

「彼に、どうして私が女性だと伝えなかったのですか？」

「え？」

「彼、私に祈ってくれていますけど、あの像、男性の姿じゃないですか！」

「そ、そう言われても私には……」

「私が女性であることを、それとなく伝えておいてくれたら、よかったじゃないですか！」

　女性の姿で夢に出ることもできない。修正の機会は…………あの魔法神がなんとか……無理ですね。

　はぁ。

　いつか気付いてくれることを、父に祈りましょう。
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　こんにちは。内藤騎之介です。

　また、お会いできましたね。嬉しいです。




　さて、さっそくですが本編ネタを。

　二巻読後であるならおわかりと思いますが、今回は一巻とは時間の流れが大きく違います。一巻では七年ほど進んだのに、二巻では一年しか進んでいません。

　おっと、文量を増やすための引き伸ばしではありませんよ。プロット（物語）通りです。

　五年ほど一人で生活をし、死の森での生活を紹介しつつ慣れてもらったところで、ヒロインたちが加入。イチャイチャしつつ、まったりのんびりした生活をする壮大（？）で緻密（？）なプロットがあるのです。

　プロット作りのきっかけは、右も左もわからない異世界に放り込まれて、いきなりヒロインとイチャイチャする根性が本作の主人公にあるのだろうか？　という疑問から。

　現実世界でも、知らない土地の知らない学校に転校して、初日で彼女や彼氏に告白するのは違和感がありますよね？　ない？　最近はそれぐらいのスピード感がないと読者がついてこない？　これが現代ラノベ界か。くっ、恐ろしい。

　まあ、古い人間である私は違和感を覚えるので、異世界である程度の生活基盤を作り、自信を持たせてからでないとヒロインと安心してイチャイチャできないだろうと、このようなプロットを作りました。

　結果、その当時は書籍化とかコミカライズとかを意識していなかったから、序盤がのんびりを超えて、一人で寂しいことに……。もっとビジュアル栄えするイベントを山盛りにすべきだったと反省しつつも、それじゃあ『異世界のんびり農家』じゃないなとも思ったり。




　で、今はそのプロットに沿っているのかというと……勢いって大事ですよね。

　アルフレート、ティゼルの出産というか妊娠は、もっとあとの予定でした。

　筆が滑った？　いえ、神の啓示です。つまり、アルフレートとティゼルは神に祝福された子なのですよ。まあ、なんでもかんでもプロット通りでは面白くありません。プロット作成時は面白くとも、執筆時に面白くなければ容赦なく変更。人生、何が起こるかわからない。小説も同じだと思います。




　最後に。今巻でもお世話になりました編集さま、校正・校閲担当者さま。本になっているのは皆さまのおかげです。ありがとうございます。

　イラストレーターのやすも先生、綺麗なイラスト、可愛いキャラクター、ありがとうございます。

　そして、この巻を手に取ってくれた貴方、もしくは貴女。ありがとうございます。




　また、次の巻でもお会いできることを祈って。失礼します。




内藤騎之介
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